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は じ め に 


本 テキ スト は 、1991 年 に 出版 きれ た 『 テ ー マ 別 中 級 か ら 学ぶ 日 本 語 』 を 改訂 し た 
も の で ある 。 旧版 は 、「 初 級 か ら 中 級 、 さ きら に 、 上 級 へ の 橋渡し を 目的 」 に 、「 日 本 の 
大 学 ・ 専 門 学校 に 進学 し 学習 ・ 研 究 を 目指 すす 人 人 々 、 ま た 、 日 本 社会 と の 関わ り の 中 で 
仕事 に 従事 する 人 々 」 を 対象 に 書か れ た も の で ある 。 旧版 作成 に 当たっ て は 、1. 初級 
で 学習 し た 項目 を 可能 な 限り 応用 する よう 促す こと 、2. 各課 の 新 出 項目 導入 を 本 文 に 
限り 、 速 読 、 聴 解 練習 等 で その 項目 を 繰り 返し 読み 、 開 く こ と で 達成 感 を 持て る よう 
に する こと 、3. 学習 者 の 創造 が 生か せる よう 、 多 様 な 解答 が 可能 な 練習 項目 を 設け 
る こと 、4. 異な っ た 文化 背景 を 持っ た 学習 者 が 興味 を 持っ て 共通 の 話題 と で きる テー 
マ を 設定 する こと 、5. 学習 者 が 既に 持っ て いる テー マ に 関す る 知識 、 意 見 を 学習 者 同 
士 が 交換 する 過程 で 自然 に 日 本 語 力 を 伸ばせ る 練習 を 設け る こと 、 な ど に 主眼 点 を 置 
いた が 、 上 に 掲げ た 、 本 テキ スト が 対象 と し て 想定 する 学習 者 レベ ル 、 並 びに 、 基 本 
的 な 作成 方 針 に は 一 切 変更 は な い 。 

幸い に し て 、 旧 版 『 テ ー マ 別 中 級 か ら 学 ぶ 日 本 語 』 を お 使い いた だ いた 先生 方 か 
ら は 、 テ ー マ が あっ て 学生 た ち が 興 味 を 持っ て 学ぶ こと が で きる 点 、 ま た 、 教 える 側 
も テー マ に 関す る 社会 状況 の 変化 に と も な い 、 毎 年 新しい 情報 を 盛り 込み つつ 授業 が 
で きる と いう 点 を 評価 し て いた だ いた 。 

この 度 の 改訂 に つい て は 、1. 先端 医療 、 環 境 間 題 な ど を 扱っ た 課 で 古く な っ た デー 
タ を 刷新 する こと 、2. 語 葉 項 目 、 文 法 項目 で 不適 当 な も の を 入れ 替え る こと 、3. 旧 
版 出 版 時 か ら ご 助言 を いた だ いて いた 語 葉 数 の 増加 を 中 心 に 作業 を 進め た 。 そ の 結 果 、 
本 文 を 全く 書き 換え た 課 が 3 課 、 大 幅 に 書き 換え た 課 が 3 課 、 そ の 他 第 1 課 を 除い て 
残り の 課 も 全部 、 部 分 的 に 書き 換え た 。 諸 葉 数 に 関し て は 、 上 旧版 か ら 使用 頻度 の 少な 
い 語 を 約 60 語 前 除 、『 テ ー マ 別 上 級 で 学ぶ 日 本 語 』 か ら 約 100 語 を 移動 、 更 に 、 約 
200 語 を 新しく 導入 し 、 総 語 葉 数 1350 語 (改訂 前 約 1100 語 ) と し た 。 ま た 、 文 法 項目 
で は | 使い まし ょ う 」 の 入れ 替え 六 か 所 、 ま た 、 本 文 変更 に 伴い 、| 筑 えま し ょ う |・ 
| まとめ まし ょ う | ・| 話し まし ょ う | ・| 書き まし ょ う | の 各 練 習 も 全面 的 に 、 ま た 、 一 部 
分 、 必 要 に 応じ て 変更 し た 。 

改訂 に 当たっ て は 、 過 去 十 年 以上 に わた り 、『 テ ー マ 別 中 級 か ら 学 ぶ 日 本 語 」 を 
使っ て いた だ いた 先生 方 か ら の 励ま し 、 ご 助言 、 更 に は 、 当 テキ スト を 使っ て 日 本 語 
学習 を し た 幾多 の 外国 人 学生 の 皆さん か ら の 反応 が 、 何 より も 作業 推進 の 大 き な 原 動 
力 と な っ た 。 研究 社 出版 部 の 佐藤 癌 きん か ら は 、 妨 耐 強い 励ま し と 御 協力 を 得 た 。 す 
べ て の 皆様 に 心から 御礼 申し 上 げ る と 同時 に 、 本 テキ スト が 日 本 語学 習 、 日 本 語 教 育 
の 一 助 と な り 、 皆 様 へ の 御 恩返し に な る こと を 心 よ り 願 っ て いる 。 
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著者 一 同 
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1. 


『 テ ー マ 別 中 級 か ら 学ぶ 日 本 語 」 を 使う た め に 


各課 の 構成 と その ね らい 
各課 は 、 そ れ ぞ れ 、 本 文 ・ 練 習 (本 テキ スト )、 速 読 ・ 聴 解 ( 別 町 「 ワ ー ク ブッ ク 」) の 
四 つ の セク ショ ン か ら 成 り 、 そ れ ぞ れ の セク ショ ン を 一 つの テー マ が 結ん で いる 。 各 
課 の 表題 と し て 、 そ の テー マ を 象徴 する 動詞 が 使わ れ て いる 。 四 つの セク ショ ン に 
は 、 以 下 に 説明 する 個々 の ね らい が 盛り 込ま れ て お り 、 そ れ が 機能 的 に 組み 合わ さき 
れ 、 授 業 で 活用 され れ ば 、 無 理 な く 日 本 語 の 四 技 能 が 伸ばせ る 構成 に な っ て いる 。 


2. 各 セ クシ ョ ン の 構成 と その 使い 方 例 


本 文 - ここ で 各課 の テー マ が 紹介 きれ 、 同 時 に 、 新 し い 文 型 、 文 法 項目 、 語 功 、 漢 


字 を 導入 する 。 本 文 に 入る 前 の 段階 と し て 、| 新 し い 言 葉 ] と し て 新 出 語 薬 の リス ト 


を 掲 び る と 同時 に 、| い っ し ょ に 考え まし ょ う | に テー マ 導 入 の た め の 質 問 が 設け ら 
れ て いる 。 


練習 | 答え まし ょ う | ・| 使 いま し ょ う | ・| ま と め ま し ょ う |・| 話 し まし ょ う 
書き まし ょ う | の 五 つ の ステ ッ プ に 分 け て 練習 する 。 

| 費 え まし ょ う | 本 文 が 理解 で き て いる か どう か を 確認 する 目的 で 設け られ た 上 上 問 か 
ら 成 る 。 十 問 の うち 、 最 後 の 二 問 は 、 テ ー マ に 関し て 学習 者 が 自ら の 意見 を 述べ る 
た め の 設 問 。「 教 師 用 マニ ュ ア ル 」 に 詳 述 し た が 、 テ ー マ に つい て 考え な が ら 、 自 然 
に 会 話 の 練習 が で きる よう に デザ イン きれ て いる 。 

使い まし ょ う | 新 出 の 文型 、 文法 項目 を 導入 し 、 練 習 す る 。 一度 、 本 文 を 読む の に 
支障 の な い 程 度 に 文型 、 文 法 項目 の 説明 、 練 習 を し て お き 、 本 文 読解 後 再度 、 口 豆 
練習 、 書 いて 確認 と いう 順 で 学習 項目 が 定着 する よう 意図 され て いる 。 

まとめ まし ょ う | ある ボリ ュー ム の も の を 読み 、 そ れ を 要約 する 練習 。 要 約 の 一 
例 を あげ て ある が 、 最 終 交 に は この よう な 形 の ヒン ト 低 し で 要約 で きる よう に な る 
こと が 理想 。 授 業 を する に 当たっ て は 、 先 ず 、 口頭 で 本 文 の まとめ を し 、 そ の 後 
まとめ まし ょ う | の 下線 部 を 埋め て 確認 する と いう 順序 で 進め る と 良い 。 


の 反論 ・ 違 うう 視点 か ら の 意見 (| 外 )、 各 課 の テー マ に 関連 する 設問 (| 回 ) が 設け られ 
て いる 。 (意見 交換 の 後 、 そ の まとめ と し て 、 テ ー マ に つい て 作文 させ る の も 良い と 
思わ れる 。) 

| 書き まし ょ う | 原則 と し て 、 口 頭 で 練習 し に くい も の 、 書 き 言 葉 と し て 使わ れる 言 
い 回 し 、 文 型 が 選ば れ て いる 。 二 つの 部 分 に 分 けら れ て お り 、 | で 練習 し た も の を 
組み 合わ せ て 更に 複雑 な 練習 を 目指 し て いる の が [ 四 で ある 。 


速 読 - -- 語 委 、 文 法 項 目 、 漢 字 等 新 出 は 一 切な い 。 す べ て 、 本 文 で 既習 の も る の で あ 
る 。 題材 は 、 各 課 の テー マ に 沿っ た も の で あり 、 最 終 的 に は 、 十 分 以内 で 千 五 百 字 
程度 の 文章 が 読め る こと を 目指 す 。 定 め ら れ た 時 間 内 に 読み 、 先 ず 、 大 筋 の 把握 が 
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3. 


4. 


5. 


で き て いる か どう か を 〇 メ 式 の 設問 で 確か め 、 そ の 後 、 与 えら れ た 質問 に 答え を 書 
か せ 、 理 解 度 を 再 確認 する よう デザ イン され て いる 。 


聴 解 一 一 学習 者 が 出会う で あろ う 聴 解 場面 を 、 会 話 形式 (I) と 講演 会 ・ イ ンタ ビュ ー 
等 (II) に 分 け 、 聴 解 力 を 伸ばす こと を 目指 す 。 同 時 に 、 本 文 等 で 扱い に くい 話し 
言葉 独特 の 表現 の 紹介 も 目指 す 。 一 度 聞か せ た 後 、 準 備 さ れ た 三 択 問題 で 大 ま か な 
把握 が で き て いる か どう か を 確認 し 、 そ の 後 、 全 体 、 あ る い は 、 一 部 分 の 書き 取り 
練習 と いう 形 で 理解 度 の 再 確認 を する 。 
[新しい 言葉 | に 載せ た 語 柚 項目 の 選 
人 記 の 季 打 に 義 け ちか れ た 記し い 中 表 に リス ト さ れ て いる 語 葉 項目 の 選択 に 当たっ 
、『 日 本 語 初歩 」( 国 際 交 流 基金 日 本 語 国際 センター) で 扱わ れ た も の を 既習 項目 
I 
えた 学習 者 の た め 、 必 要 だ と 思わ れる 場合 は 、 重 複 を 承知 で 新語 扱い し た 。 漢 字 の 
振り が な に 関し て は 、 次 の 「4. 漢字 と 振り が な 」 に 述べ た 原則 に 従っ た が 、 新 語 リ 
スト で は 、 予 習 の 際 の 便宜 を 考慮 し 、 す べ て の 漢字 に 振り が な を つけ た 。 


漢字 と 振り が な 
本 文 下 欄外 に 新 出 漢字 を 掲げ て ある が 、 こ れ も 新 語 同様 「 初 歩 」 を 基準 と し た 。* を 
付 し た 漢字 は 、 そ れ 以 前 に 新 出 漢字 と し て 扱わ れ た も の の 読み 替え で ある 。 本 文 で 
は 、 新 出 漢字 、 並 びに 、 新 し い 読 み 方 に 限っ て 振り が な が つけ られ て いる 。 


『 テ ー マ 別 中 級 か ら 学ぶ 日 本 語 」 を 使っ た 授業 例 

a. 新しい 言葉 | を 使っ て 新 出 語 の 導入 。 予 習 だ け で は 応用 が 難し いと 思わ れる も の 
を 中 心 に 、 例 文 を 使っ て 導入 。 | 使い まし ょ う | で の 練習 対象 語句 は 、 こ こ で は 扱わ 
な い 。 

b. | いっ し ょ に 考え まし ょ う | を 使っ て 、 テー マ の 紹介 

使い まし ょ う | で 練習 する 項目 の 導入 。 本 文 読解 に に 支隊 を きた き な い 得度 の 練 和 

0 訪 eS 使い まし ょ う | の 練習 設問 (IAl 、 四 等 ) は ここ で は 使わ な い 。 

d. 本 文 読解 。 

e. | 答え まし ょ う ] を 使っ て 、 本 文 の 内 容 把 握 が で きた か どう か の 確認 。 最初 は 、 日 
頭 練習 で 確認 し 、 そ の 後 、 書 か せ て 再 確認 する 。 

f. 使い まし ょ う ] の 設問 囚 、 回 等 を 用 いて 、 使 を る よう に な る まで 練習 する 。 口 
頭 で 練習 し た も の を 書か せ て 確認 する 。 

g. 聴 解 エ を 使っ て 聴き 取り 練習 。 一 度 聞い て 三 択 設 問 で 理解 度 確認 。 そ の 後 、 書 
き 取 り 練 習 の 形 で 再 確 設 する 。 

h. | まとめ まし ょ う う | | を 使っ て 、 口 頭 で 、 次 に 下線 部 埋め の 順 で 本 文 要 約 練 習 。 

i. RN 設問 国 を 谷 い て 
答え を させ 、 再 確認 する 。 

j. | 話し まし ょ う | の [を 使っ て 、 本 文 に つい て の 意見 交換 。 


Y 


k. | 書き まし ょ う を 使っ て 練習 。 

1. 聴 解 を 使っ て 聴き 取り 練習 。 一度 聞い て 三 択 設 問 で 理解 度 確認 。 そ の 後 、 書 
き 取 り 練 習 の 形 で 再 確認 する 。 

m. | 話し まし ょ う | の 了 旧 | を 使っ て 、 テ ー マ に つい て の 意見 交換 。 

n. 作文 を 書く 。 | 答え まし ょ う | の 9, 10 番 、 あ る い は 、[ 語 し まし ょ う | を 使う 。 

(* 別 冊 「 教 師 用 マニ ュ ア ル 」 に | 使い まし ょ う |・| 答 えま し ょ う |・| ま と ゆめ ましょ う |・ 

書き まし ょ う | の 解答 例 を 付 し た が 、 模 範 解答 と し て で は な く 、 あ くま で 一 例 と し 

て 使っ て いた だ けれ ば 幸い で ある 。 | 使い まし ょ う | 以下 、 い ずれ の 項目 も る で きる だ 

け 多 く の 答 え が 可 能 な よう に デザ イン され て お り 、 学 習 者 に 多様 な 答え を 出す よう 

奨励 きれ た い 。) 
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並べ る 是非 


【 に 】 いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


皆さん の 国 で は 、 猫 は どん な 動物 だ と 言わ れ て いま すか 。 

「 猫 の よう な 人 」 と 言わ れ た ら 、 ど ん な 人 の こと を 考え ます か 。 

犬 は どう で すか 。 

「 借 り て きた 猫 」 と いう 言い 方 が あり ます が 、 ど ん な 意味 だ と 思い ます か 。 
皆さん の 国 で 、 話 の 中 に よく 出 て くる 動物 は 何で すか 。 


nr た ww 呈 


[た と える ] 


視 し く て 忙し く て 、 だ れ で も いい か ら 一 人 で も 多く の 人 に 手伝っ て も 
らい た い 。 そ ん な と き 、 日 本 語 で は 「 猫 の 手 も 借 り た い ほ ど だ 」 と た と 
えて 言い ます 。 た と え 獲 が 手伝っ て くれ て も それ ほど 役に立つ と は 思え 
ませ ん が 、 何 か 口 に 出し て 言い た いと 思っ て 、 こ う 言 う の で す 。 

また 、「 私 の 家 に は 庭 が あり ます 。 で も 狭い で す よ 」 と 言い た けれ ば 、 
これ も 「 猫 」 を 使っ て 、「 猫 の 額 ほど の 庭 が あり ます 」 と 言い ます 。 獲 
に も 額 の 広い 猫 と 狭い 猫 が いる と 思う の で 、 日 本 語 の 分 か る 猫 に 聞か れ 
た ら 、「 失 礼 じ ゃ な いで すか 」 と 怒ら れ て し まい そう で す 。 

まだ まだ た くさ ん 「 猫 」 の お 世話 に な る 便利 な 言い 方 は ある の で す が 、 

p「 猫 に 小判 」 と いう 言い 方 ほど 面 自 いも の は な いで し ょ う 。 小判 は の 
お 金 で すか ら 、 今 な ら 「 猫 に 一 万 円 」 と 言え ば 、 意 味 が 分 か る で し ょ う 

か 。 高 い 辞書 を 持っ て いて も 、 全 然 使わ ず に 本 棚 に 並べ て お くだ け の 人 
に 、「 猫 に 小判 だ ね 」 と 言う の で す 。 

猫 だ け で は な く 、 犬 、 牛 、 馬 な ど 、 人 と 音 か ら 生 活 を し て きた 動物 た 
さち を 使っ た 言い 方 が た くさ ん あり ます 。 替 さん の 国 の 言葉 に も 「 猫 の 
手 」 や 「 猫 の 額 」、 そ し て 「 猫 に 小判 」 な ど と 同じ よう な 言い 方 が あり ま 
すか 。 あ れ ば 基 非 それ を 紹 介し て くだ きい 。 


忙 * 伝 猫 借 * 私 庭 狭 額 * 分 怒 便 判 面 昔 
* 味 然 棚 並 皆 是非 紹介 
2 


る @ | 答え まし ょ う | 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


本 いい ト う デ 


忙し く て だ れ か に 手伝っ て も らい た いと き 、 何 と 言い ます か 。 
そう 言っ た ら 、 本 当 に 猫 が 手伝っ て くれ る の で し ょ うか 。 

どう し て そう 言う の で すか 。 

「 庭 が ある けれ ど 、 と て る も 狭い 」 と 言い た いと き に る も 猫 を 使っ て 言い ます 。 何 
と 言い ます か 。 

猫 を 使っ た 言い 方 は は ほ は か に どん な も の が あり ます か 。 

それ は どん な 意味 で すか 。 

どう いう と き に 、 そ れ を 使い ます か 。 

どう し て 猫 や 大 、 牛 、 馬 な ど を 使っ た 言い 方 が 多い の で し ょ うか 。 
皆さん の 国 に も 「 猫 に 小判 」 と 同じ 意味 の 言葉 が あり ます か 。 
皆さん の 国 で は どん な と き 、 動 物 を 使っ て た と えて 言い ます か 。 


使い まし ょ う | 


「 と 言い ます 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


1. 
2 
3. 
4. 
5. 


じょう ず に お よ ぐ 人 を 見 た と き 、「 魚 の よう だ 」 と 言い ます 。 


まだ 四 月 な の に と て も 著 い と き 、「 」 と 言い ます 。 
か わい い 女 の 子 を 見 た と き 、「 」 と 言い ます 。 
寒く て 手 が 冷 た く な っ た と き 、「 」 と 言い ます 。 


と き 、「 猫 の 額 ほ どの 庭 」 と 言い ます 。 
と き 、「 猫 に 小判 」 と 斉 い ます 。 


「 た と えー て も 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし よう 。 


例 : 


wn ww いや ご 


た と え 猫 が 手伝っ て くれ て も 、 そ れ ほ ど 役 に 立つ と は 思え ませ ん 。 


た と えみ ん な で そう じ を し て も 、 あ まり と は 思え ませ ん 。 
た と え 高 い 物 を 使っ て も 、 そ れ は ほど と は 思え ませ ん 。 

た と ええ タク タク シー で 行っ で も る: と は 思え ませ ん 。 

た と え て も 、 そ れ ほ どじ ょ うず に な る と は 思え ませ ん 。 
た と え て も 、 そ れ は ほど こま る と は 思え ませ ん 。 


[CI| 「 て ほど ー は な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


面白 い 言い 方 は いろ いろ あり ます が 、「 猫 に 小判 」 と いう 言い 方 ほど 面白 いも の 
は な いで し ょ う 。 


第 1 課 
1. 私 の 国 に 山 は た くさ ん ある の で す が 、 ほど は な いで し ょ 
う 。 
2. 人 間 と いっ し ょ に 生活 し て きた 動物 は いろ いろ あり ます が 、 ーー ほど 
は な いで し ょ う 。 
3. お いし いも の は た くさ ん あり ます が 、 ほど は な いで し ょ 
う 。 
4. いろ いろ な 言葉 を 習い まし た が 、 ほど は な いと 思い ま 
$$ 
5. いろ いろ な 所 へ 旅行 し まし た が 、 ほど は あり ませ ん で し 
7 の 8 
まとめ まし ょ う | 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
日 本 語 に は が いろ いろ あり ます 。「 Pl 」 や 
」 な ど 、 ど れ も 面 白い 言い 方 で す 。 どの 国 に も が あり ます 
が 、 こ れ は その 動物 が 4 か ら だ と 思い ます 。 


話し まし ょ う 
第 1 課 を 読ん る で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 


「 動物 の 名 前 を 使っ た よう な 言い 方 は 、 面 白く て 便利 で す 。 で も 、 私 の よう に 日 
請 を 習っ て いる 学生 に は 、 む ず か し いで す 。 私 は お ぼ え よう と は 思い ませ ん 。 
「 猫 の 額 』 よ り も 「『 狭 い 』 と いう 言葉 を お ぼ え る 方 が 、 も っ と 大 切 だ と 思い ます 」 


ア 


皆さん の 国 で 、 子 ども で も お と な で も 知っ て いる 面白 い 言葉 を 教え て くだ さい 。 


書き まし ょ う | 


IAl-1 て 、 て 、 だ れ ( に ) で も いい か ら 、 て も らい た 
か っ た 。 
例 : うれ し い 一 うれ し く て 、 う れ し く て 、 だ れ ( に ) で も いい か ら 、 話 を 聞い て も ら 
いた か っ た 。 
1. むず か し い 一 
2. さび し い ーー 


3. つら い >» 


た と える 
2 ほど だ っ た 。 
例 : お か し い 一 お か し く て 、 お な か が 痛く な る ほど だ っ た 。 
1. 高い 一 
2. 寒い 一 
3 お いし い 一 
上 B| た ら 、 の で 、 
例 : 


て 、 ほど だ っ た 。 
トム の 昔 の 写真 を 見 た 受 今 と 全然 ちがっ て いた みみ お か し い 


ー っ トム さん の 普 の 写真 を 見 た ら 、 今 と 全然 ちがっ て いた の で 、 お か し く て 、 お 
な か が 痛く な る ほど だ っ た 。 


1. 家 に 帰っ た 国 の 友だち か ら 手 紙 が 来 て いた うれしい 


2. 友だち に 料理 を 作っ て も ら っ た 必 ゆ し お と さき さとう を まち が えた か らい 
3. 映画 を 見 に 行っ た 日 曜日 だ っ た 人 が 多い 


ーー を 
ー+ 


[つた える 」 


用 園 新しい 言葉 | 

し ょ うたい じょう a 
(招待 ) クラ ブ ずっ と 
まる に こ に こ ス ぇ スル 広告 メル 
な お 

直す (1) DK マン ショ ン 
ろく じょう か と ^。 ま こく きい 

( 六 ) 畳 (一 ) 間 国際 

だ いじ ょ う ぶ 2 

大 丈夫 きっ と 家庭 

し ば らく ご ぶさ た スル さて 

す お も で は じ 

過ぎ る 思い 出 [一 思い 出す ] 始め る 
き 

記念 え ル 知ら せる どう か 
た の に ち じ ば し ょ 
楽し み ナ ・ ニ 日 時 場 『 

か いか ん 

会 館 


いっ し ょ に 考え まし ょ う 


日 本 へ 来 て か ら 、 ど ん な 人 に 手紙 を も らい まし た か 。 

今 ま で も ら っ た 手紙 や カー ド の 中 で 、 一 番 う れ し か っ た も の は 何で すか 。 
どん な と き に 手紙 を 書き 、 ど ん な と き に 電話 を か け ま すか 。 

友だち や 家族 に 自分 の 気持 ち を 言い た いと き 、 手 紙 と 電話 と 、 ど ちら が いい で 
すか 。 

5. 日 本 人 や ほか の 国 の 友だち と 話す と き 、 ど ん な こと が 難 し いで すか 。 


ww to = 


[つた える |] 


腸 -- と アン さん か ら 結 婚 式 の 招待 状 が 来 た 。 二 人 と は 、 学 生 時 代 か ら 
学部 も クラ ブ も ずっ と 同じ だ っ た の で 、 家 族 の だ れ か が 結婚 する よう で 、 
と て も うれ し い 。 招待 状 も 、 昔 か ら の 決ま っ た 言 業 を た くさ ん 並べ た も 
の で は な く 、 二 人 の 気持 ち を 伝え る 大 変 い いち の で 、 二 人 が に こ に こし 
な が ら 「 来 て くだ さい ね 」 と 言っ て いる よう だ っ た 。 5 

招待 杖 を も ら っ て すぐ に 、 陽 一 の 勤め て いる 広告 会 社 に 「 お めで と う 。 
良かっ た な 」 と 言っ て 、 電 話 を か けた 。「 い い 招 待 状 だ な 」 と 言う と 「 あ 
れ は アン が 書い た の を 、 僕 が 少し 直し た ん だ よ 。1DK の マン ショ ン で 
大 豊 一 間 だ けれ ど 、 ま た 遊び に 来 て くれ よ 」 と 言っ て いた 。 

時 


国際 結婚 は 難し いと 言う けれ ど 、 二 人 は 大 丈 夫 。 き っ と いい 家庭 を 
作る だ ろう 。 


陽 決 変 勤 * 拡 告 僕 直 営 際 難 丈夫 * 庭 
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[つたえ る] 


(| し ば らく ご ぶさ た し て お り ま す が 、 皆 様 、 お 元気 で し ょ うか 。 い 1 
$ つも いろ いろ と お 世話 に な っ て いま す 。 ; 
、 さて 、 私 た ち は 今度 結婚 する こと に し まし た 。 学生 時 代 に 小林 先 
) 生 の クラ ス で 初め て 会 い 、 そ れ か ら も う 五 年 が 過ぎ まし た 。 結婚 式 \ 
) に は 、 た くさ ん いい 思い 出 を 作っ て くだ きっ た 小林 先生 も 来 て くだ 
さる そう で 、 と て も 喜 ん で いま す 。 ( 
私 た ち が 新 し い 生活 を 始め る 記念 の 日 に 、 皆様 に も 基 非 来 て いた 】 
だ いて 、 御 一緒 に 楽し く お 話し し た いと 思い ます 。 お 忙し いと は 思 
いま す が 、 来 て いた だ けれ ば と て も うれ し いで す 。 お 待ち し て お り 
ます 。 § 
お 返事 を 十 日 ま で に お 知ら せく だ さい 。 ど うか よろ し く お 願 いい ! 
な た し ます 2。 N 

(陽一 ) みん な が 来 て くれ て 、 ク ラス 会 に な っ た らい いな あ 。 

(アン ) 国 か ら 両 親 も 来 て くれ る の で 、 楽 し み に し て いま す 。 

日 時 十 一 月 二 十 三 日 (日) 午後 二 時 


ば し = きく ら 
場所 桜 会 館 


初 過 喜 始 御 緒 * 場 桜 
8 


つた える 


| 答え まし ょ う | 


a 


層 


oP 


二 人 が 初め て 会 っ た の は どこ で すか 。 

二 人 が 結婚 する と いう こと を 知っ て 、 こ の 人 は どう 思い まし た か 。 

この 人 は この 招待 状 を どう 思っ て いま すか 。 

招待 状 を も ら っ て 、 こ の 人 は どう し まし た か 。 

結婚 式 は いつ 、 ど こ で 行わ れ ま すか 。 

結婚 式 に は どん な 人 た ち が 集 まり ます か 。 

返事 は いつ まで に し な けれ ば な り ま せん か 。 

この 人 は 二 人 の 結婚 は 難し い だ ろ うと 思っ て いま すか 。 

これ まで に 抽 待 状 を も ら っ た こと が あり ます か 。 そ れ は どん な 招待 状 で し た か 。 
これ まで に 招待 状 を 出し た こと が あり ます か 。 そ れ は どん な 招待 状 で し た か 。 


使い まし ょ う 


図 
| こつ 
ーー SOR NAND NR ON 


「ー こ と に し た 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


: 私 た ち は 今 度 結婚 する こと に し まし た 。 


私 は 来年 こと に し まし た 。 

私 は 今度 の 休み に ご に も や まな た 
私 は あし た と に し まや ただ 5 

私 は きょう か ら に し まや だ 。 
私 は 今 胸 こと に も まし た s 


例 : A: 今度 の スキ ー 旅 行 に 行き ます か 。 
B: 私 は 今年 も 行く こと に し まし た 。 

A: いつ 国 へ 帰る の で すか 。 

B こと に し まし た 。 

A: 今度 の 日 曜日 に は 、 何 を する の で すか 。 

B: に し まし た 。 

A: あれ 、 あ し た パー ティ ー へ 行か な い の で すか 。 

B: こと に し まし た 。 

A: ずい ぶん 早く 起き る の で すね 。 

B: こと に し た の で す 。 

A: ずい ぶん 早く 帰る の で すね 。 

B こと に し た の で す 。 


9 


第 2 課 


国 -1 「 一 よう 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 昔 か ら の 友だち か ら 拓 待 状 が 来る と 、 家 族 の だ れ か が 結婚 する よう で す 。 う れ 


し いで す 。 
ー 音 か ら の 友だち か ら 招 待 状 が 来る と 、 家 族 の だ れ か が 結婚 する よう で 、 う れ 
し いで す 。 
1. あの 人 と 話 を する と 、 妹 と 話し て いる よう で す 。 う れ し い で す 。 
ー あの 人 と 話 を する と 、 M 
2. あの レス トラ ン が な く な る と 、 家 が な く な る よう で す 。 さ さびしい です 。 
ー あの レス トラ ン が な く な る と 、 
3. 手紙 が 来 な いと 、 わ すれ られ た よう で す 。 か な し く な り ま す 。 
ー 手紙 が 来 な いと 、 。 
4. この 音楽 を 聞く と 、 国 へ 帰っ た よう で す 。 楽し く な り ま す 。 
ー こ の 音楽 を 聞く と 、 8 
5. あの 人 に 会 うと 、 母 に 会 っ た よう で す 。 元気 に な り ま す 。 
ー あの 人 に 会 うと 、 8 


国 -2 例 : 昔 か ら の 友だち か ら 缶 待 状 が 来る と 、 家 族 の だ れ か が 結婚 する よう で うれ 


し いで す 。 
1. と 、 よう で 元気 に な り ま す 。 
2. あみ よう で いや に な り ま す 。 
3. と 、 よう で 楽し く な り ま す 。 
4. と よう で さび し いで す 。 
5. よう で か な し いで す 。 
まとめ まし ょ う | 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
か ら を も ら っ た 。 よう で 、 と て も うれ し い 。 
は で は な く 、 を 伝え る 大 変 い いも の だ っ た 。 結 
婚 式 に は や も いら っ し ゃ る そう だ 。 よ く と 言 
われ て いる が 、 二 人 は と 思う 。 


話し まし ょ う | 
[Al 第 2 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 
「 こ の 招待 状 は 、 国 際 結 婚 を する 二 人 が 書い た も の だ か ら 、 こ れ で も いい で す が 、 
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つた える 


私 は 、 昔 の 人 が 考え て 今 ま で 伝え て きた こと に は 、 い ろ い ろ な 意味 が ある と 思う 


の で 、 決 まっ た 言葉 や 書き 方 な ど を 大 切 に する 方 が いい と 思い ます 」 


[B| 言葉 で 伝え る こと が で き な い も の が ある と 思い ます か 。 そ れ は 何で すか 。 


は で は な く 、 いい も の だ っ た 。 


書き まし ょ う | 
内 
例 


二 人 か ら の 拍 待 状 一 二 人 か ら の 抽 待 状 は 難し い 言 葉 を 並べ た も の で は な く 、 二 
人 の 気持 ち を 伝え る いい も の だ っ た 。 


1. 私 た ちの きょう か し ょ 一 
2. 友だち か ら の プレ ゼン ト 一 
3. 入学 式 で の 先生 の 話 一 


招待 状 を 書き まし ょ う 。 
様 
し ば らく ご ぶさ た し て お り ま す が 、 皆 様 、 


いろ と お 世話 に な っ て お り ま す 。 
こと に し まし た 。 お 忙し いと は 思い ます が 、 


で し ょ うか 。 い つも いろ 


き て 、 今 度 
た いと 思い ます の で 、 基 非 て くだ さき さい 。 お 待ち し て お り ま す 。 
日 時 
場所 
月 日 
1. タク ラス 会 一 


2。 た ん じょう 日 の パー ティ ー ーー 
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課 [は た らく ] 


ET 拉 導 凍 凍 


や っ ぱり (= や は り ) 無理 ナ ・= で きる だ け 
ー と か 番組 楽 ナ ・= 

2 な ん だ 2 冗談 

あら すご い この 前 

お みや げ CD (に く 放 
それ で も パソ コン ゲー ム 
眠い が ん ば る 僅 い 

この ご ろ - 慣れ る この 前 
転勤 メル チー ム 足り る 
~ ょ り (場所 の 名 前 ) 九 州 


[| いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


1. 日 本 で は 仕事 の た め に 一 人 で 生活 し て いる 人 が お お ぜ い い ます が 、 皆 さん の 国 
で は どう で すか 。 

2. 家族 の だ れ か が 、 仕 事 の た め に みん な と わか れ て 遠く へ 行っ て いた こと が あり 
ます か 。 

3. その と き 毎 日 れん らく し まし た か 。 

. その と き 家 族 の 生活 は 前 と 同じ よう で し た か 。 

5. こう いう 家族 は これ か ら も ふえ る と 思い ます か 。 


お 父さん 、 一 人 で 疲 し く な いで すか 。 九 州 は 遠く て あま り 帰 れ な い 
か ら 、 毎 日 手紙 を 書け と 言わ れ た けれ ど 、 や っ ぱり ちょ っ と 無理 で す 。 
で も 、 で きる だ け 書 く よ う に し ます 。 ご は ん の と き は 、 い つも みん な で 
お 父さん の こと を 話し て いま す 。 ま だ 会 社 で 働 いて いる か な と か 、 も う 
うち に 帰っ て この 番組 見 て る か な と か 。 

今晩 も カレ ー を 食べ な が ら お 父さん の こと を 話し て いる と き 、 お 母 き 
ん は 、 お 父さん が いな い 方 が 食事 の 用 意 が 楽 で いい 、 な ん て 言っ て いま 
し た 。 も ちろ ん これ は 宙 談 で 、 本 当 は と て も 寂し が っ て いる ん で す 。 電 
話 が 鳴る と 「 あ ら 、 お 父 きん か し ら 」 と 、 す ご くう れ し そ うな 顔 を する 
の で 分 か り ま す 。 np 

ミエ は 、 お 父さん が この 前 お みや げに 買っ て き て くれ た CD を 、 と 
て も 喜ん で 聞い て いま す 。 ミ エ は 、「 お 父 き ん は ミエ の こと が 一 番 好き な 
ん だ よ 」 と 言う の で 、 僕 は ちょ っ と 宮 に きま て いま す が 、 そ れ で も ミエ は 
まだ 小さ いん だ か ら と 思っ て 、 何 も 言い ませ ん 。 で も お 父さん 、 僕 に は 
新しい パソ コン ゲー ム を 買っ て き て ね 。 

僕 は 毎朝 六 時 に 起き て 、 ド ン に 散歩 を させ て いま す 。 お 父 き ん と の 約 
東 だ か ら 、 眠 く て も が ん ば っ て や っ て いま す 。 僅 いで し ょ う 、 お 父さん 。 
初め は 、 い つも 散歩 に 連れ て いっ て くれ た 人 と 違う の で 、 ド ン は 嫌がっ 
て 一 緒 に 行き た が ら な か っ た けど 、 こ の ご ろ は 慣れ て きた よう で す 。 こ 
の 間 、 ド ン を くれ た 前 田 さ ん に 会 っ た の で 、 お 父さん が 転勤 で 九州 へ » 
行っ た っ て 話す と 、 残 念 が っ て いま し た 。 前 田 さ ん の 野球 ナー ム 、 ま た 


* 父 寂 州 無 働 * 組 * 母 冗談 当 鳴 好 頭 散 
* 歩 東 眠 僅 連 違 嫌 慣 * 勤 残 
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第 3 課 


[は た らく ] 


人 が 足り な く な っ た そう で す 。 お 父 きん 、 少 し は 運動 し て いま すか 。 運 
動 し な いと すぐ 大 る か ら 、 で きる だ けた くさ ん 運動 し て くだ さい 。 


お そ 


じゃ 、 も う 遅 いか ら こ れ で や め ま す 。 お 休み な さい 。 


お 父さん へ 


* 足 大 遅 進 


は た らく 


| 答え まし ょ う | 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


2 NNN Pt: ボ SnNS で 


進一 は 何 が 「 ち ょ っ と 無理 だ 」 と 言っ て いま すか 。 

どう し て 毎日 手紙 を 書け と 言わ れ ま し た か 。 

お 母さん は どん な 冗談 を 言っ て いま すか 。 

冗談 だ と いう こと が どう し て 分 か り ま すか 。 

ミエ が 「 お 父さん は 私 が 一 番 好 き 」 と 斉 っ て いる の は どう し て で すか 。 

それ を 聞い て 進一 は どう 思っ て いま すか 。 

進一 と お 父さん は 手紙 の ほか に どん な 約束 を し まし た か 。 

前 田 き さん は お 父さん が 九州 へ 行っ た こと を 聞い て 、 ど うし て 残念 が り ま し た 
か 。 


9. 子ども の と き 、 お 父さん と どん な 約束 を し まし た か 。 
10. 子ども の と き 、 ど ん な こと を し て お 母 き ん を 手伝い まし た か 。 


[2 


| 使い まし ょ う | 


上 
例 


「~ が る 」 と いう 言い 方 を 練習 し ま し ょ う 。 


母 は 父 が いな いと 楽 だ と 言っ て いま し た 。 も ちろ ん これ は 冗談 で 、 本 当 は 寂し 
が っ て いる ん で す 。 父 が 電話 を か け て くる と 喜ぶ の で 分 か り ま す 。 


1. 母 は 子ども が いな いと 静か で いい と 言っ て いま す 。 も ちろ ん これ は 冗談 で 、 本 


当 は 8 学校 か ら 帰っ て くる と の で 分 か り ま す 。 

2. 母 は 家 が 狭い と そう じ が 楽 で いい と 言っ て いま し た 。 も ちろ ん これ は 冗談 で 
本 当 は 。 家 の 広 告 を 見 る と で 分 か り ま す 。 

3. 区 は お 父 ほ ん が いな いと うれ し いと 言っ て いま す 。 (i れ は 冗談 で 、 本 
当 は 。 お 父さん が 帰っ て くる と の で 分 か り ま す 。 

4. 父 は ネクタイ は -- 本 あれ ば いい と 言っ て いま す 。 も ちろ ん これ は 冗談 で 、 本 当 
は 。 ネクタイ を プレ ゼン ト に も ら う と の で 分 か り ま す 。 

5. 母 は 父 と 出かけ る と けん か に な る と 言っ て いま し た 。 こ れ は も ちろ ん 冗談 で 、 
本 当 は 。 父 が 出かけ よう と 言う と の で 分 か り ま す 。 

「 で きる だ け 一 よう に する 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : で きる だ け 手 紙 を 書く さよ うに し て いま す 。 

1. ちょ っ と 太っ て きた の で 、 で きる だ け よう に し て いま す 。 

2. 来年 アメ リカ へ 行き た い の で 、 で きる だ け よう に し て いま す 。 

3. 教室 の 中 で は で きる だ け よう に し て いま す 。 
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第 3 課 
4. 体 に 悪い の で 、 で きる だ け よう に し て いま す 。 
5. 早く じょう ず に な り た い の で 、 で きる だ け よう に し て いま す 。 


[CI 「 て な ん て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 . A: 辞書 が な けれ ば これ は 読め た ない で し ょ う 。 
B: 辞書 な ん て な く て も いい で す 。 


1. A: か さ を 持 っ て 行か な いと 、 雨 に ふら れる か も し れ ま せん よ 。 
B: な ん て o 
2. A: ほら 、 今 晩 は カレ ー よ 。 お いし そう で し ょ 。 
B: ええ 、 ま た カレ ー。 な ん て o 
3. A: 二 十 本 も ビー ル を 飲ん だ ん で す よ 。 
B: な ん て o 
4. A: 新聞 を 読ま な いん で すか 。 
B: な ん て 。 テレ ビ が ある か ら 。 
5. A: 車 を 買わ な いん で すか 。 
B: な ん て 。 こん な に 便利 な ん だ か ら 。 


ID| 「 て と か て と か 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ よう 。 
例 : ご は ん の と きい つも [うち に 帰っ て いる か な ][ こ の 番組 を 見 て いる か な ] ゆ ご は 
ん の と きい つも うち に 帰っ て いる か な と か 、 こ の 番組 を 見 て る か な と か 言っ て 
いま す 。 


1. すき や き を 作る の に は [ 肉 ][ や きい ] > 

2. 家 の 広 告 に は いつ も [駅 か ら 近 く て 便利 ] [新しく て きれ い ] > 

3. か れ に 電話 する と いつ も [来週 は 行く ][ あ と で 返事 を する ] 層 

4. 先生 は いつ も [勉強 し な さい [がんばり なさい] ウツ 

5. あの 人 に 会 うと いつ も [一 日 五 時 間 勉 強し た ][ ス ポー ツ が よく で きた ] 
まとめ まし ょ う 

下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 

進一 君 は の で 、 て いる お 父さん に よく 手紙 を 書く 。 こ の 

手紙 に よる と 、 お 母さん は が 、 本 当 は そう だ 。 進一 君 も 、 

お 父さん と の 約束 を で 、 て いる 。 こ の 手紙 を 読む と 、_ 


こと が よく 分 か る 。 


は た らく 


話し まし ょ う 


[Al 第 3 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 
「 仕 事 も 大 切 か も しれ ませ ん が 、 そ れ よ り も や は りみ ん な で 生活 する 方 が 大 切 で 


す 。 お金 より 家族 の 方 が 大 切 で し ょ う 。 こ の 家の子 ども た ち は ま だ 小さ いし 、 お 
父 き ほん が いて 、 い ろ い ろ 教 えな けれ ば いけ な いこ と も ある と 思い ます 」 


ク 


[B| 家族 と わか れ て 生活 し な けれ ば な ら な く な っ た と き 、 ど ん な こと に 注意 し ます か 。 


Al-1 


書き まし ょ う 


に か ら 、 (し ろ ) と 言わ れ ま し た が 、 や は しり 毎 


例 : 


例 : 


1. 


日 は 少し 無理 で す 。 け れ ど も 、 で きる だ け よう に し て いま す 。 

父 は 手紙 を 書き な さい と 言い まし た 。 

ー 父 に 、 あ まり 帰れ な いか ら 手 紙 を 書け と 言わ れ ま し た が 、 や は り 毎 日 は 少し 
無理 で す 。 け れ ど も 、 で きる だ け 書 く よ う に し て いま す 。 


. 母 は 、 外 で 食べ な いで 自分 で 料理 を し て 食べ な きい と 言い まし た 一 


中 学 の 先生 は 、 毎 日 新しい 言葉 を 五 つ お ぼ え て ノー ト に 書き な さい と 言い まし 


だ 


. 友だち は 、 ラ ジオ を 聞く と き は テー プ に と っ て 、 あ と か ら も う 一 度 聞 いた 方 が 


よい と 言い まし た ーー 


は 、 初 め は が 、 こ の ご ろ は て きた よう で す 。 
も と 言っ て いま す 。 


ジョ ン さ ん も ナン シー さん も 漢字 が 面白 く な り ま し た 。 
ー ジョ ン さ ん は 、 初 め は 漢字 を 嫌がっ て いま し た が 、 こ の ご ろ は 面白 く な っ て 


きた よう で す 。 ナン シー さん も 面白 く な っ て きた と 言っ て いま す 。 
タン さん も キム さん も 日 本 料理 が 好き に な り ま し た ーー 


2. ナン シー きん も カレ ン さ ん る も 電車 に 慣れ まし た 一 


3. 


チェ ッ タ さん も チャ ン さ ん も テレ ビ が きら い に な り ま し た ーー 
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wn た oo DD デ 


Z| 新しい 言葉 | 


、 まん いん 
(た ) ば か り ころ 満員 
我慢 ぇ ル 不思議 ナ ・ ニ (一 て) た ま ら な い 
座席 眠る サラ リー マン 
け し ょ う お お ご え と きど き 
化粧 スル 大 声 時 々 
だ め ナ じっと ぇ ル 間 中 
うる さい 大 人 し い 沈 き ( 知 ) 
拓 片付け る 続け る 
途中 お 年 寄り あき れる 
れい ぎ た だ そ だ し ん ば い 
礼儀 正しい 育て る 心配 ナ 


| いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


外国 へ 行っ て 驚 いた こと は 何で すか 。 

その 国 で 良い と 思っ た こと は 何で すか 。 

良く な いと 思っ た こと は 何で すか 。 

皆さん の 国 で 良く な いと 思う こと は どん な こと で すか 。 

外国 へ 行っ た と き 、 ど ん な こと に すぐ 慣れ まし た か 。 慣 れ な いこ と は 何で し た 
か 。 
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[あき れる 」 


毎日 利用 する 電車 は 、 日 本 人 を 知る の に ちょ うど よい 教室 の よう な も 
の で す 。 日 本 に 来 た ば か り の ころ は 、 朝 の 満員 電車 に どう し て 我 欄 で き 
る の だ ろう か と 不思議 で た ま ら な か っ た し 、 夜 は 、 お 河 の に お い を させ 
て 座席 で 眠っ て いる サラ リー マン を 見 て 驚い た こと も あり まし た 。 

この 間 は 、 き れい に 化粧 し た 若い 母親 が 人 、 三 、 四 歳 の 子供 を 連れ 
て 乗っ て きま し た 。 子供 た ち は 「 こ こ 、 こ こ 」 と 大 声 を 出し な が ら 席 を 
取り 、 靴 を 脱ぐ と すぐ 、 い す の 上 で 騒ぎ 始め まし た 。 母親 た ち は 時 々 
「 や め な さい 」 と か 「 だ め よ 、 じ っ と し て な さい 」 と 注意 する の で す が 、 
本 当 に や め さ せ よう と いう 気持 ち は な さそ う で 、 自 分 た ち も 話 に 夢 邊 で 
す 。 子供 た ち が 双 ぎす ぎ て うる さく な る と 、 か ば ん の 中 か ら お 素子 や ぃ 
2 る を 出し て や り ま す 。 子供 た ち は そ の と きだ けち ょ っ と 大人しく 
な り ま す が 、 空 き 向 や 紙くず は 片付け ませ ん 。 母親 た ち は 、 一 生 懸命 話 
を 紀 か て いま す 。 雄 で た きい 符 物 を 持っ て 乗っ て きた お 生計 り が いた 
の に 、 立 と うと も し な い の で 、 あ きれ て し まい まし た 。 

この よう に 、 日 本 の 若い 母親 の 中 に は 時 々 子供 の よう な 人 も いま す 。: 
日 本 に 来る 前 は 、 日 本 人 は 親切 で 礼儀 正しい と 聞い て いま し た が 、 本 当 
に そう な の で し ょ うか 。 私 は 日 本 が 大 好き で すか ら 、 こ ん な 母親 や 、 こ 
ん な 母親 に 育て られ て いる 子供 た ち を 見 る と 、 ち ょ っ と 心配 に な っ て く 
る の で す 。 


靴 脱 弁 ) 夢 菓 * 子 * 大 人 * 塗 缶 片 付 * 生 
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答え まし ょ う 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


ある 日 どん な 母親 が 電車 に 乗っ て きま し た か 。 

子供 た ち は 電車 に 乗る と すぐ 何 を 始め まし た か 。 

母親 た ち は ど うし て 子供 た ち を 静か に きせ な か っ た の で し ょ うか 。 
子供 に お 菓子 を や っ た の は どん な と き で し た か 。 

途中 で 乗っ て きた の は どん な 人 で し た か 。 

この 人 が あき れ だ た の は どう し て で すか 。 

この 人 は 日 本 に 来る 前 、 日 本 人 は どん な 人 た ち だ と 聞い て いま し た か 。 
どう し て 電車 は 日 本 人 を 知る 教室 な の で すか 。 

外国 へ 行っ た と き 、 こ の よう な こと を 見 た こと が あり ます か 。 

10. 皆さん の 国 で は この 話 と 同じ よう な こと が あり ます か 。 


PO の の の お や ば ピ ビ 


使い まし ょ う | 

-1 「-( さ ) せ る 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 

例 : 子供 が マッ チ で 遊ん で いた ら ど うし ます か 。 ⑦ すぐ や め さ せ ます 。 
1. 友だち が 、 ね つが ある の に 仕事 に 行く と 言っ た ら ど うし ます か 。 


> せま す 。 

2. 子供 を 丈夫 に する た め に どう し ます か 。 

> せま す 。 

3. 先生 は どの よう に し て 新しい 言葉 を 教え ます か 。 
少 。 せま す 。 
4、 子供 の へ や が きた な か っ た ら ど うし ます か 。 

ツ せま す 。 

5. 電車 の 中 で 子供 た ち が 騒 い だ ら どう し ます か 。 
> せま す 。 


Al-2 例 : A: きょう は 八 時 まで 仕事 を し て くれ ます か 。 
B: すみ ませ ん 。 き ょ う は つか れ て いる の で 、 帰 ら せ て くだ さい 。 


A: o 
B: いい え 、 き ょ う は 私 に は ら わ せ て くだ きい 。 
2。 As o 
B: すみ ませ ん 。 日 曜日 だ け は 休ま せ て くだ さい 。 
A o 
B: も う 少 し 考え きせ て くだ さい 。 
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A: [el 

B: いい え 、 こ の 仕事 は 私 に や ら せ て くだ さい 。 
A: a 

B 


じゃあ 、 も う 一 度 説 明 さ せ て いた だ け ま せん か 。 


陣 「~ た ば か り 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 日 本 に 来 た ば か りな の で 、 何 も 分 か り ま せん 。 
な の で 、 ま だ あたたか いで す 。 
な の で 、 ま だ きれ いで す 。 
な の で 、 ま だ 顔 る も あら っ て いま せん 。 
な の に 、 も うわ すれ て し まい まし た 。 
な の に 、 も うお な か が すい て し まい まし た 。 


tn た ww ト う = 


「 て (で ) た ま ら な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : どう し て 我慢 で きる の だ ろう か と 不思議 で た まり ませ ん で し た 。 
の が 、 う れ し く て た まり ませ ん 。 
の が 、 嫌 で た まり ませ ん 。 
と き は 、 寂 し く て た まり ませ ん で し た 。 
て 、 家 に 帰り た く て 帰り た く て た ま ら な く な り ま し た 。 
と き は 、 た まり ませ ん 。 


oo で CO kh うつ 愉 


[D| 「ー と 聞い て いた 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 、./ 


例 : 日 本 人 は 礼儀 正しい と 聞い て いた の に 、 そ う で も あり ませ ん で し た 。 
日 本 は _ と 聞い て いた の に 、 そ う で も あり ませ ん で し た 。 


日 本 語 は と 聞い て いた の で す が 、 や は り そ う で し た 。 


Ut や 〇 つつ DM 呈 


まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
は よう な も の だ 。 日 本 へ 来 た な ば か り の ころ は 


この 学校 は と 聞い て いた の に 、 そ う で も あり ませ ん で し た 。 
サラ リー マン は と 聞い て いた の に 、 そ う で は あり ませ ん で し た 。 


タイ の 料理 は と 聞い て いた の で す が 、 や は り そ う で し た 。 


に 


驚か され た 。 この間 も 若い 母親 が 二 人 。 子供 が の に 、 母 親 た 


ち は に 夢中 だ 。 の に の で 、 あ きれ て し まっ た 。 
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日 本 に 来る 前 に は と 聞い て いた が 、 本 当 に そう だ ろう か 。 


話し まし ょ う | 
第 4 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 


「 私 の 国 で は 、 電 車 の 中 な ど で 子 供 が 騒い だ ば とき に は 、 ほ か の 人 で も 注意 し ます 。 
騒い で いる 子 の 親 が 嫌 な 顔 で 見 て も 、 ほ か の 人 が こま る と いう こと を 、 も っ と 子 
供 に 教え を な けれ ば いけ な いと 思い ます 」 


眉 も し 電車 の 中 で 近く に いる 子供 が 騒い だ ら 、 ど うし ます か が 。 


書き まし ょ う 


[Al-1 の に 、 の で 、 て し まい まし た 。 
例 : お 年 寄り が いる ツ 立 と うと も し な い 


1. 一 週間 ダイ エッ ト を し た や せな い ーー 
2. 料理 を 作っ た 忌 食べ て くれ な い ーー 
3. 先生 に 教え て も ら っ た 本 を 買っ た や 分 か ら な い 一 


[Al-2 た ば か り の ころ は や に Ss 
例 : 日 本 に 来 た 
っ 日 本 に 来 た ば か り の ころ は 、 電 車 の 中 で 騒い で いる 子供 た ちや 、 お 年 寄り が 
乗っ て き て も 立 と うと も し な い 若 い 人 に 驚き まし た 。 
1. 日 本 語 の 勉強 を 始め た 一 
2. この 町 に 住み 始め た 一 
3. 結婚 し た 一 
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2 
\ 


も の ある 一 皮 

ほう ちょ う か た て 
むく 包 ] 手 
止ま る すっ か り 結局 
お か し い 当たり 前 理由 
た だ 変 ナ 口 に する 
た び と ち じ あ 
旅 ス ル 土地 知り 合い [一 知 り 合 う ] 
か た こと ・ いっ ぱい か え 
片言 一 杯 返っ て くる 
つく 開 む 特別 + 革 
怒 力 スル 


| _ いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


好き な 料理 を 五 つ 、 き らい な 料理 を 三 つ 教 えて くだ さい 。 

どこ で 、 だ れ と 、 ど ん な も の を 食べ る と き 、 一 番 お いし いと 思い ます か 。 
あま りお いし く な いと 思う の は 、 ど ん な と き で すか 。 

外国 (た と えば 日 本 ) の 料理 で 、 皆 さん の 国 の 料理 と 同じ も の を 使っ て いる の 
に 、 料 理 の し 方 が 違う と 思っ た も の が あり ます か 。 

皆さん の 国 に し か な い 食 べ 方 や 食べ 物 が あれ ば は 説明 し て くだ さき い 。 
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合う 仲間 が 集まっ て 、 お し ゃ べり を し な が ら 一 緒 に 飲ん だ り 食 べ 
た りす る の は 楽し いも の だ 。 ある と き 、 こ ん な こと が あっ た 。 み ん な で 
料理 を 作っ て いる と き 、 一 人 が トマ ト の 皮 を むい て お 中 に 並べ 始め た 。 
する と ほか の 人 が 「 あ な た 、 ト マト は 皮 を むか な いも の よ 」 と 言っ た 。 

: そう 言い な が ら 、 そ の 人 は 包 片手 に キュ ウリ の 皮 を むい て いる 。「 あ 
ら 、 私 の 家 で は キュ ウリ の 皮 は むか な いわ 」 と トマ ト の 皮 を むい た 人 は 
言う 。 そ れ か らし ば らく 、 む く 、 む か な い 、 ど ちら が 正しい 、 正 し く な 
いと 、 み ん な が 言い 始め て 、 料理 の 手 は すっ か り 止ま っ て し まっ た 。 結 
局 「 こ ん な 小さ な こと で も いろ いろ 違う も の ね 」 で 、 こ の 騒ぎ は 終わ っ 

0 た な 。 

自分 の 今 まで や っ て きた 食べ か 料理 の し 方 と 人 違え ば 、 少 し お か し い 
と 思 ! う の は 当たり 前 の こと だ が 、 その 理由 を よく 考え て みる と 、 た が だ 慣 
れ て いな い だ け と いう こと が 多い 。 最初 は 変 だ と 思 1 っ て も 口 に し て みる 
と 、 思 っ て いた より お いし か っ た と いう こと も よく ある 。 

s 世界 中 を 旅 し て いる 人 に 、 ど うし た ら そ の 土地 の 人 と 知り 合い に な れ 
る の か と 聞い て みる と 、「 片 言 で も いい か ら 、 そ この 人 た ちの 言葉 を 話 
し 、 一 緒 に お な か 一 杯 食べ 、 飲 な こと だ 」 と いう 答え が 返っ て きた 。 世 
界 は 広い の だ か ら 、 ト マト の 皮 を むく 人 も むか な い 人 も いる 。 皮 が つい 
て いる か いな いか は 問題 で は な く 、 そ れ よ り も 、 同 じ テ ー ブ ル を 閉 ん で 、 

ぁゃ 飲み 、 食 べ 、 一 緒 に 笑う こと が 大 切 だ 。 そ うす れ ば 、 特 別 な 努力 を し な 
く て も 、 い い 友 達 を 作る こと が で きる と いう こと な の だ ろう 。 


包 局 * 当 * 初 中 * 旅 杯 囲 笑 特 
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[| 答え まし ょ う 
次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 

トマ ト の 度 を むい た 人 に 、 ほ か の 人 は 何と 言い まし た か 。 

キュ ウリ の 皮 を むい た 人 に 、 だ れ が 何と 言い まし た か 。 

みん な で どん な こと を 話し 始め まし た か 。 

みん な で 話し て 、 結 局 ど うな り ま し た か 。 

自分 と 違う 食べ 方 は お か し いと 思う の は 、 ど うし て だ と 言っ て いま すか 。 

世界 中 を 旅行 し て いる 人 に 、 ど ん な こと を 聞き まし た か 。 

その 人 か ら ど ん な 答え が 返っ て きま し た か 。 

友達 を 作る に は 、 何 を する こと が 大 切 だ と 言っ て いま すか 。 

皆さん は 友達 と よく 集まり ます か 。 

その と きど ん な 料理 を 作る こと が 多い で すか 。 


使い まし ょ う | 


「- も の だ 」 と いう 言葉 を 練習 し まし ょ う 。 
食事 の と き 、 話 を する 。 
ー 食事 の と き は 、 み ん な で 楽し く 話 を する も の で す 。 
ー 食事 の と き は 、 話 は し な いも の で す 。 

1. プレ ゼン ト は 、 く れ た 人 の 目 の 前 で あけ る 。 

っ プレ ゼン ト は 、 も の で す 。 

ーー プレゼント は 、 な いも の で す 。 
2. 結婚 式 で は 、 黒 い 服 を 着る 。 

ー 結婚 式 で は 、_ _ _ も の で す 。 

ー 結婚 式 で は 、 な いも の で す 。 

3. お ふろ は 、 朝 入る 。 

ー お ふろ は 、 も の で す 。 

ー お ふろ は 、 な いも の で す 。 

4. すき や き を 作る と き 、 肉 を 先 に 入れ る 。 

ー すき や き を 作る と き 、 も の で す 。 

ー すき や き を 作る と き 、 な いも の で す 。 
5. 歯 は 、 ご は ん の 前 に みがく 。 
ー 歯 は 、 も の で す 。 

ー 歯 は 、 な いも の で す 。 


回 
1 = 
ー SPR ND wR 


Pr 


和 -2 例 : 「 ト マト の 上 度 の よう な 小さ いこ と で も いろ いろ 人 培う も の で すね 」 
1. 「 へ え 、 三 か 月 で ずい ぶん も の で すね 」 
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(nm $$ ow to 


例 : 


nn た oo tt 史 


「 野 球 を 初め て や っ て み ま し た が 、 ず いぶ ん _ も の で すね 」 

「 前 は 、 あ まり 家 も な か っ た の に 、 ず いぶ ん も の で すね 」 

「 こ の 前 会 っ た と き は 、 まだ 小さ か っ た の に 、 ずい ぶん も の で すね 」 
「 き の う 買 っ た ビー ル 、 も うな く な っ た ん で すか 。 ず いぶ ん も の で 
すね 」 


IB| 「 当 た り 前 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


世界 は 広い の だ か ら 、 料 理 も 食べ 方 も いろいろ ある の は 当たり 前 だ 。 


あの 人 は 世界 中 を 旅行 し て いる の だ か ら 、 _ の は 当たり 前 だ 。 
彼 は 友達 な の だ か ら 、 の は 当たり 前 だ 。 

ここ は 有名 な の だ か ら 、 の は 当たり 前 だ 。 

どこ に で も ある の だ か ら 、 の は 当たり 前 だ 。 

あの 人 が 書い た の だ か ら 、 の は 当たり 前 だ 。 


「- て みる と 、 思 っ て いた より 一 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


1. 


un $$ Ww トト っ 


例 : 


食べ て みる と 、 思 っ て いた より お いし か っ た と いう こと も よく ある 。 


住み に くい 国 だ と 思っ て いた が 、 て みる と 、 思 っ て いた より 

か る そう に 見 えた が 、 て みる と 、 思 っ て いた より 3 
きび し い 先 生 の よう だ が 、 て みる と 、 思 っ て いた より o 
難し いと 思っ て も 、 て みる と 、 思 っ て いた より o 

お いし く な さる そう な も の で も 、 て みる と 、 思 っ て いた より 8 


「 ど うし た ら 一 か 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


どう し た ら そ の 土地 の 人 と 友達 に な れる の か と 聞い て みる と 、「 そ この 人 た ちの 
食べ る も の を 一 緒 に 食べ る こと だ 」 と いう 答え が 返っ て きた 。 


先生 に 、 ど うし た ら か と 聞い て みる と 、「 こと だ 」 と い 
う 答 え が 返 っ て きた 。 

医者 に 、 ど うし た ら か と 聞い て みる と 、「 こと だ 」 と い 
う 答 え が 返 っ て きた 。 

スポ ー ツ 選手 に 、 ど うし た ら か と 聞い て みる と 、「 こと 
だ 」 と いう 答え が 返っ て きた 。 

国際 結婚 し た 人 に 、 ど うし た ら か と 開い て みる と 、「 
と だ 」 と いう 答え が 返っ て きた 。 

た ば こ を や め た 人 に 、 ど うし た ら か と 聞い て みる と 、「 


こと だ 」 と いう 人 答え が 返っ て きた 。 
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た べ る 


四 まとめ まし ょ よう 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
どん な こと で も 、 自 分 の 今 ま で や っ て きた こと と が 違え ば 、 。 
_ と 思う も の だ が 、 そ の 理由 を よく 考え て みる と 、 と いう こと が 多 
い 。 慣れ て し まえ ば 、 。 世界 は 広い の で 、 の は 当たり 前 だ 。 
が 問題 で は な く 、 が 大 切 だ 。 
| 話し まし ょ う 


[Al| 第 5 課 を 読ん で ある 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 
「『 楽 し く 飲 ん だ り 食 べた りす れ ば 、 友 達 に な れる 』 と 言っ て いま す が 、 そ ん な 
こと だ け で 本 当 の 友達 に は な れ な いと 思い ます 。 友達 に な る た め に は 、 嫌 な こと 
や つら いこ と を 一 緒 に や っ て みる と か 、 も っ と 大 切な こと が ある と 思い ます 」 


ww 


料理 だ け で な く 、 国 が 違う と や り 方 が 違う こと が あり ます 。 例 を あげ て 話し 合っ 
て み ま し ょ う 。 


2 書き まし ょ う 


身 -1 し て いる と き 、 一 人 が 。 する と 、 ほ か の 人 が 
も の だ と 言っ た 。 
例 : トマ ト の 度 を 、 む く 人 も 、 む か な い 人 も いる 。 

ー 友達 が 集まっ て 、 一 緒 に 料理 を し て いる と き 、 一 人 が トマ ト の 皮 を むい て い 
た 。 す る と 、 ほ か の 人 が トマ ト は 皮 を むか な いも の だ と 言っ た 。 

1. 電話 で 自分 の 会 社 の 社長 の こと を 、「 山 川 社長 は ーー」 と は 言わ な い 一 

2. 自分 より 上 の 人 を よぶ と き に は 「 一 君 」 と は 言わ な い 一 

3. スー プ を 飲む と き は 音 を 出 き な い 一 


IAl-2 は 問題 で は な く 、 そ れ よ り も 、 が 大 切 だ と いう こと が 分 
が っ た 。 
例 : 度 を むく か な か な いか 
っ 肥 を むく か むか な いか は 問題 で は な く 、 そ れ よ り も 、 一 緒 に 楽し く 食 べ る こ 
と が 大 切 だ と いう こと が 分 か っ た 。 
. お 金 が ある か な いか 一 
2. 文法 を よく 知っ て いる か どう か 一 
品 に 出し て 言う か 言わ な いか ーー 
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課 [ あ そ 


時 i まる で 

か どう ちゃ どう ( さ ど う ) ぶん か 
華道 茶道 化 
で ん と う けん どう まな 

玄 統 剣道 学ぶ 
か ん た ん じ か ん み つ 

単 ナ ・ ニ (時 間 を ) か ける 身 に 付け る 
た ん ま か ま 
単なる 一 唱 つ ぶし 勝ち 負け 
う で ぎ じゅ つて き 
腕 ー と いっ て も 技術 的 ナ ・= 
な や くる せい し ん て き 
悩む 苦し な 精神 的 ナ ・ ニ 
成長 スル な る ほど も し か する と 
まじ め ナ ・ ニ 熱 記 ナ ・ ニ 何もかも 
必要 ナ 


ol いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


職 な と き 、 い つも どん な こと を し ます か 。 

「 遊 び 」 と いう 言葉 を 聞い て 、 何 を 考え ます か 。 

小さ いと き 、 ど ん な こと を し て 遊び まし た か 。 

何 を し て いる と き が 一 番 楽 し いで すか 。 

皆さん の 国 で は 大 人 は どん な こと を し て 遊ん で いま すか 。 


(Cu や (OO tO 届 
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ソ パ チン コ 着 』 と いう 本 が 売れ て いる そう で す 。 パ ナン コ は 剛 な と き に 
ちょ っ と 業 し む 遊 び だ と 思 1 っ て いた の に 、 そ れ を まる で 、 華道 や 茶道 の 
よう に 呼ん で いま す 。 日 本 の 文化 に は 、 埋 か ら 「 〇 O 道 」 と 呼ば れる も 
の が あり 、 そ の 伝統 を 大 切 に し て きま し た 。 ス ポー ツ の 世界 で は 、 柔道 
や 剣道 な ト ど が そう で す 。「OO 道 」 を 学ぶ 人 た ち は 、 花 を 館 る 、 お 茶 を 飲 
も 、 ス ポー - ツ を 楽し むと いう 簡単 に で きそう な こと に 時間 を か け 、 そ の 
和 形 ゃ 決ま り を 身 に 付け る の で す 。 

ある 人 が 「 パ チン コ は 単なる 暇つぶし じゃ あり ませ ん 。 勝 ち 負 け は 自 
分 の 腕 ひ と つ だ と 思 1 うか ら 一 生 懸 命 に な る の で す 」 と 言っ て 、 こ ん な 話 
を し て くれ まし た 。「 腕 ひと つと いっ て も 、 技 術 的 に 上 手 か 下手 か だ け 
で は な く 、 和 気持 ちの 持ち 方 まで も 問題 に し て いる の で す 。 高い 技術 を 身 
に 付け よう と し て 、 悩 み 、 普 し みな が ら 精 神 的 に も 成長 し て いく 。 そ う 
し て 身 に 付け た 技術 が 心 と 一 つ に な っ た と き 、 パ チン コ に 勝て る の で 
す 」。 そ の 話 を 聞い て 、 な る ほど と 思い まし た 。 き れい に 花 が 飲 れ る の 
も 、 本 当 に お 茶 が 楽し め る の も 、 ス ポー ツ で 勝て る の も 、 技 術 と 心 が 一 
つ に な っ た と き な の だ と いう 考え 方 で す 。 

も し か する と これ と 同じ よう な 考え で 、「 パ ソコ ン 道 」 や 「 ゲ ー ム 道 」 
な ど と いう 言葉 を 使っ て いる 人 た ちがい る の か も し れ ま せん 。 し か し 、 
よく 考え て みる と 、 こ の 考え 方 は ちょ っ と まじ めす ぎる の で は な いか と 
思い ます 。 こ の よう に 考え て し まう と 、 人 簡単 た こと まで が みん な 「O 〇 OO: 
道 」 に な っ て し まい ます 。 何 で も 熱心 に や る こと は いい こと で す が 、v 
つも 形 や 決ま り の こと ば か り 考 えて いた ら 、 本 当 に 遊 尿 と いう こと が な 
く な っ て し まい ます 。 時 々 は 、 何 も か も 忘れ て 子供 の と き の よ うに 自由 
な 気持 ち で 遊ん で みる こと も 必要 だ と 思い ます 。 


wn 


暇 華 呼 * 化 統 柔 剣 * 学 飾 簡 単 * 付 勝 負 
腕 的 * 手 * 下 * 手 悩 苦 精神 成 熱 忘 必 要 
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第 6 課 


| 答え まし ょ う 
次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 

「 パ チン コ 道 」 は 皆 か ら あ り ま し た か 。 

「 〇 〇 道 」 と 呼ば れる も の に は 、 ど ん な も の が あり ます か 。 

「 〇 〇 道 」 は 、 ど ん な こと を 大 切 に する の で すか 。 

本 を 買っ て 、 i 

技術 と いう の は 上 手 か 下手 か だ け を 問題 に し て いる の で すか 。 
どん な と き 、 パ チン コ NSR 

「 パ ソコ ン 道 」 や 「 ゲ ー ム 道 」 の よう な 考え 方 を どう 思っ て いま すか 。 

「 子 供 の と き の よ うに 自由 な 気持 ち で 遊ぶ 」 と は 、 ど ん な こと で し ょ うか 。 
ゲー ム に 勝つ の に は 、 何 が 大 切 だ と 思い ます か 。 

遊び た いと 思う の は 、 ど ん な と き で すか 。 


Se コ ひ 品 よら どい ー 


= 


| 使い まし ょ う | 


て 


[Al 「~ て まき た 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 「 〇 〇 道 」 は 、 長 く 伝 えら れ て きた 形 や 決ま り を 大 切 に し て きま し た 。 


母 は 父 が な く な っ て か ら -- 人 で 店 を て さき まじ 2 

自分 の 会 社 を 持ち た いと 思っ て 、 き ょ うま で て きま し た 。 
家 を 買う た め に 、 長 い 間 で さま し だ な だ s 

この お まつ り は 、 人 百年 ぐら い 前 か ら て きま し た 。 

私 は 今 ま で て で きま し た 。 そ し て 、 こ れ か ら も が ん ば っ て いき た いと 
思い ます 。 


Ut た oO ho = 


陣 「 ご て まで 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : その 技術 を 使う 人 の 心 の 持ち 方 まで も 問題 に し て いる の で す 。 


1. と て も お な か が すい て いて まで 食べ て し まい まし た 。 
2. この 本 を 読ん で 、 まで 分 か る よう に な り ま し た 。 

3、 字 を 見 る と 、 まで 分 か り ま す 。 

4. 便利 に な っ て 、 まで で きる よう に な り ま し た 。 

5. 人 を 好き に な る と 、 まで 好き に な っ て し まい ます 。 


[CI 「 て と いっ て も 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : A: いろ いろ な 所 へ 旅行 が で き て いい で すね 。 
B: ええ 。 で も 、 旅 行 た いっ て も 、 仕 事 で 行く の で 大 変 で す 。 
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あそぶ 


あし た テス ト が ある そう で すね 。 

開き まし た 。 テ スト と いっ て も 、 o 

毎日 、 自 分 で 食事 を 作る ん で すか 。 

そう な ん で す 。 食事 と いっ て も 、 

テレ ビ に 出 た っ て 聞き まし た よ 。 

だ れ に 聞き まし た 。 出 た と いっ て も 、 

プレ ゼン ト あ り が と う ご ざ いま す 。 い つも すみ ませ ん 。 

いい え 、 プ レ ゼ ント と いっ て も 、 4 

よく 本 を 読ま れる そう で すね 。 

ええ 、 で る も 、 と いっ て る も 、 が 多い で す 。 


し っ 
の アロ アシ シ 


[D| 「 も し か する と ー の か も し れ ま せん 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : A: 彼 は な か な か 来 ま せん ね 。 も う 三 十分 も 過ぎ た の に 。 
B: も し か する と 時 間 を 間違え た の か も し れ ま せん 。 
あの 人 、 最 近 元気 が な く て 、 寂 し そう で すね 。 
も し か する と の か も し れ ま せん 。 
今 も 電話 し て る ん だ けど 、 だ れ も 出 て こない ん で す 。 
も し か する と の か も し れ ま せん 。 
アン さん は 今日 、 き れい な 服 を 着 て いま すね 。 
も し か する と の か も し れ ま せん 。 
あの 人 、 最 近 と て も うれ し そう で 、 い つも に こ に こし て いま すね 。 
も し か する と の か も し れ ま せん ね 。 
あそこ に 人 が 集まっ て いま すね 。 
も し か する と の か も し れ ま せん 。 


し っ 
アア ロト RR シシ 


まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
日 本 で は 昔 か ら 5 と いう よう な 簡単 に で き 
そう な こと を と 呼ん で 、 5 
も し か する と 、「 パ ソコ ン 道 」「 ゲ ー ム 道 」 と いう 言葉 も の か も し れ 
ませ ん 。 し か し 、 こ の 考え 方 は と 思い ます 。 時 々 は 何もかも 忘れ て 
の で は な いで し ょ うか 。 
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第 6 課 


話し まし ょ う 
[| 第 6 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 

「 パ チン コ で も 何で も 、 や る な ら 上 手 に な っ て 勝ち た いと 思う し 、 そ の 方 が いい 
と 思い ます 。 パ チン コ に 勝つ た め に 『 パ チン コ 道 」 と いう 本 を 買っ て 、 一 生 懸 命 
練習 する 人 も いる の で す 。 勉強 と 違っ て 本 を 読む の も 楽し いし 、 そ れ も 遊 び だ と 
思い ます 」 


どん な と き 、 ど ん な 遊び を する か 、 例 を あげ て 話し 合い まし ょ う 。 


書き まし ょ う 
IA-1 と いっ て も 、 だ け で は な く 、 まで 2 


例 : 柔道 の 技術 と いう の は 何 を 問題 に し て いる の で すか 。 
ー 技術 と いっ て も 、 上 手 か 下手 か だ け で は な く 、 そ の 技術 を 使う 人 の 気持 ちの 


. 医者 の 仕事 と いう の は 、・ ど ん な こと を 問題 に し て いる の で すか ーー 
2. ホテ ル の 仕事 と いう の は 、 何 を 大 切 に 考え て いる の で すか 一 
3. この スポ ー ツ の し あい で は 、 ど ん な こと を 大 切 に 考え て いる の で すか ーー 


[-2 は いい こと で す が 、 た ら 、 て し まい ます 。 
例 : 何で も 熱心 に や る こと 
ー 何で る 熱心 に や る こと は いい こと で す が 、 い つる も 形 や 決ま り の こと ば か り 考 
えて いた ら 、 本 当 に 遊ぶ と いう こと が な く な っ て し まい ます 。 


1. 勉強 に 夢中 に な る こと ーー 
2. こい びと に 夢中 に な る こと 一 
3. や せ て きれ い に な る こと 一 
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uo oO h ト う = 


a 新しい 言葉 | 


rir 
の 
DM 
に 2 
で 
に 4 


よう き 
| 
、 


ほ 急 料金 燕 し 甘い 
残業 スル つも り 気 に か か る 
すべ て 指定 スル 券 

繰り 返す アナ ウン スス ル 散 語 
間違う 優し い 乗せ る 
命令 スル 感じ が する 来 め る 
残す いた ずら メル 離れ る 
禁止 スル 投書 メル 目 に する 
確か + 思い や り [- 還 い ゃ る 1 伝わる 
相手 


【| いっ し ょ に 考え まし ょ う ] 


日 本 語 で きれ い だ と 思う 言葉 を 五 つ あげ て くだ さい 。 
日 本 語 で きら いな 言葉 を 五 つ あげ て くだ さい 。 

どん な こと を 言わ れ た と き 、 う れ し か っ た で すか 。 
どん な こと を 言わ れ た と き 、 嫌 な 気持 ち が し まし た か 。 
人 と 話す と き 、 ど ん な こと に 注意 し て 話し て いま すか 。 
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私 が 毎日 使っ て いる 〇 〇 線 の 特急 電車 に 乗る に は 、 五 百 円 の 特別 料金 
を 払わ な けれ ば な ら な い 。 ち ょ っ と 高い けれ ども 、 蒸 し 暑く て 我慢 で き 
な い 日 や 残業 で と て も 疲れ た 日 な ど 、「 コ ー ヒ ーー 一 杯 飲ん だ つも り で 」 と 
考え て 、 つ い 乗 っ て し まう 。 


。 この 電車 を 利用 し て いて 、 い つも 気 に か か る こと が ある 。「 こ の 電車 
は 、 す べ て 指定 席 で す 。 特 急 券 を お 持ち で な い 方 は お 乗り に な ら な いで 
くだ さい 」 と 何 度 も 繰り 返さ れる アナ ウン ス で ある 。 菩 語 の 使い 方 が 間 
違っ て いる の で も 、 言 い 方 が 和 失礼 な の で も な い 。 文法 も 正しい し 、 声 も 
快 し い 。 け れ ど も 私 に は 、「 乗 せ す て で あげ る か ら 券 を 買っ て き な さ い 」 と 命 
日 に な る 前 に 特急 券 を お 求め くだ 
きい 」 と で も 言え な い だ ろ うか と 思っ て し まう 。 
いつ か どこ か で 、「 私 が 子供 た ち に 話す 言葉 は 『 残 さき ない よう に 食べ な 
きい 』 と か 、「 そ ん な いた ずら や め な さい 』 と か 、『 テ レビ は も う 少 区 
れ て 見 な さい 』 と 、 一 日 中 、 命 令 や ゃ 禁止 の 文 ば か り だ 」 と いう 若い お 芯 
s さん か ら の 投 半 を 日 に し て 、「 そ うだ ろう か 」 と 思っ た こと が ある 。 確か 
に 言葉 の 形 は そう だ が 、 お 母さん の 命令 文 か ら は 「 た くさ ん 食べ て 大 き 
く な る ん で す よ 」「 近 く で テレ ビ を 見 て いる と 日 が 悪く な り ま す よ 」 と い 
う 子 供 へ の 思い や り が 伝わる 。 
優し く 言っ た つも り で も 「 し な さい 」 と 聞こ え 、「 一 し な きい 」 と 
» 言っ て も 優し さ が 伝 わる 。 学 校 で は 、 漢 字 や 文法 、 言 葉 の 意味 な ど は 教 
えて も ら う が 、 言 葉 の 使い 方 や 伝わり 方 は 教え て くれ な い 。 相手 の こと 
を 考え た 言葉 と その 使い 方 。 特 急 電車 に 乗り な が ら 、 い つも 考え させ ら 
れる 。 


払 蒸 疲 * 指 定 券 繰 散 優 令 感 求 * 残 離 
禁 * 止 投 確 相 ー 
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1 


答え まし ょ う | 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


Se Na to Rr 


これ を 書い た 人 は どん な 日 に 特急 電車 に 乗り ます か 。 

特急 電車 に 乗る と 、 何 が 気 に か か る の で すか 。 

電車 の アナ ウン ス は どん な 感じ が する と 言っ て いま すか 。 

特急 電車 の アナ ウン ス を どの よう に し た 方 が よい と 言っ て いま すか 。 
若い お 母さん は 新聞 に どの よう な 投書 を し まし た か 。 

お 母さん の 言葉 か ら ど ん な 気持 ち が 伝わる と 言っ て いま すか 。 

学校 で 教え て も ら う の は どん な こと で すか 。 

特急 電車 に 乗っ て 、 い つも どん な こと を 考え きせ られ る と 言っ て いま すか 。 
気 に か か る 言葉 に は どん な も の が あり ます か 。 


. 何 か 和 注意 する と き 、 相 手 に 失礼 に な ら な いよ うに する に は どん な 言葉 を 選び ま 


すか 、 そ し て 、 ど ん な 言い 方 を し ます か 。 


使い まし ょ う 


区 
いい 


1 . 
23 


「 一 つも り 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


: 特別 料金 は 五 碧 円 だ か ら 、 コ ー ヒ ー を 一 杯 飲ん だ つも り で 、 特 急 電車 に 乗っ た 。 


つも り で 、 歩 いて 行っ た 。 
つも り で 、 銀 行 に お 金 を 入れ た 。 
死ん だ つも り で 、  。 
父親 に な っ た つも り で 、 8 
. 有名 な 人 に な っ た つも り で 、 6 


例 : 優し く 言 っ た つも り だ っ た が 、「 一 し な さい 」 と 聞こ えて し まっ た 。 


つも り だ っ た が 、 人 入っ て いな か っ た 。 
本 つも り だ っ た が 、 間 違っ て し まっ た 。 
自分 で は 親切 な こと を し た つも り だ っ た が 、 3 
自分 で は 大 人 に な っ た つも り だ っ た が 、 0 
自分 で は 元気 に な っ た つも り だ っ た が 、 o 


「ー さ せら れる 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 

あま り 飲め な い の に 、 [飲む] 飲ま され まし た (飲ま せら れ ま し た )。 
歌 が 上 手 で は な い の に 、[ 歌 う ] 8 

た ば こ を や め た く な い の に 、[ や め る ] 


35 


第 7 課 


3. 日 曜日 な の に 、[ 働 く ] 
4. 今 す ぐ 使 わな い の に 、[ 買 う ] 
5. まだ 下手 な の に 、 日 本 語 で [説明 する ] 


還 -2 例 : アナ ウン ス の 言葉 を 開い て 、 言 葉 の 使い 方 を [考え る ] 考 えさ せら れ た 。 


1. その 話 を 聞い て 、[ な く ] 
3. いつ まで も 子供 が 帰っ て こない の で 、[ 心 配 する ] 9 
4. が ん ば っ て いる 人 を 見 て 、 自 分 も と いう 気持 ち に [する ] 。 
5. CS か と [考え る 」 0 
まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
て も 、 _ よう に 聞こ ぇ えた り 、 言 葉 の 形 は で も 、 
a 伝わる こと が ある 。 言葉 の 使い 方 で 大 切な こと は 、 や 。 。 
で は な く 、 を 考え た だ と 思う 。 


話し まし ょ う 
IA| 第 7 課 を 読ん で ある 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 

「 話 を 聞く 人 が どう 聞く か と いう こと も ゃ も 大切 だ と 思い ます 。 私 の 国 に は 、 話 を 聞 
く の が 上 手 な 人 を ほめ る 言葉 が あり ます 。 相手 が 何 を 言 お うと し て いる か を 考え 
な が ら 開 け ば 、 特 急 券 の こと も 命令 され た よう な 感じ は し な か っ た だ ろう と 思い 
ます 」 


人 に 何 か を 伝え る と き 、 一 番 大 切な こと は 何だ と 思い ます か 。 


2 半 さ まし ょ う | 


A-1 で 、 が と いう こと を 聞い て (読ん で )、 
_ の は 問題 だ と 考え させ られ た 。 
例 : ニュ ー ス で 、 お お ぜ い の 人 が ビル の 火事 で 死ん だ と 言っ て いた 
ー ニュ ー ス で 、 お お ぜ い の 人 が ビル の 火事 で 死ん た だ と いう こと を 聞い て 、 高 い 
建物 を た くさ ん 作る の は 問題 だ と 考え させ られ た 。 
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いう 


1. テレ ビ を つけ た ら 、 ふ つう の 人 は 都会 で 家 が 持て な く な っ て きた と 言っ て いた 
2. 工場 の 出す きた な い 水 で 魚 が た くさ ん 死ん だ と ラジ オ で 言っ て いた 一 
3. 新聞 に よる と 、 勉 強 の た め 、 夜 十 時 ご ろ 家 へ 帰る 小学 生 が ふえ を て いる そう だ 


ーー* 


和 -2 は 確か に が 、 と いう 気持 ち が 伝 わる 。 
例 : 母親 の 言葉 / 命令 文 が 多い 
ー 母親 の 言葉 は 確か に 命令 文 が 多い が 、 良 い 子 に 育っ て ほし いと いう 気持 ち が 
伝わる 。 
1. 父 の 言葉 / あま り 多 く な い ーー 
2. 先生 / 時 々 きび し いこ と を 言う 一 
3. ジョ ン ソ ン さ ん / 日 本 語 が あま り 上 手 で は な い ーー 
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の 
衣 八 スル 


線 


ー と いえ ば 


| __ いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


銀行 に 勤め て いる と 考え て くだ さい 。 お 人 金 を 借り た いと 言っ て 次 の 人 た ち が 来 
まし た 。 会 える の は この 中 の 一 人 だ け で す 。 どの 人 と 会 いま すか 。 
A. サン ダル を は いた 五 十 歳 ぐ らい の 人 。 
B. セー ター を 着 た 二 十 歳 ぐら い の 人 。 


C. 上 着 を 着 、 ネ クタ イ を し め た 四 十 歳 ぐ らい の 人 。 


D. きれ い に お 化粧 を し た 三 十 歳 ぐら い の 人 。 
一 回 会 っ た だ け で 、 そ の 人 が いい 人 だ と 思っ た こと が あり ます か 。 そ れ は どう 


し て で すか 。 


人 間 く らい 外見 に 影響 きれ る も の は いな い だ ろ う 。 古い 駅 が きれ い に 
な る と 、 そこ を 利用 する 人 の 服装 や 様子 まで すっ か り 族 わ っ て し まう な 
ど と いう こと も ある 。 病院 の 制服 は 清潔 な 帳 と 決ま っ て いた が 、 最 近 は 
病院 に 来る 人 の 気持 ち を 考え て 、 水 色 や ピン ク な どの 優し い 色 を 使う 所 
が 多く な っ た 。 

外見 と いえ ば 、 ア メリ カ の 大 統 領 選挙 で は 、 背 の 高い 人 が 長い 間 勝 っ 
て きた と いう 、 う その よう な 本 当 の 話 が ある 。 こ れ も ア メリ カ の 話 だ が 、 
ある 大 学 で 調 食し て みる と 、 卒 業 生 の うち 硝 の 高い 人 の 方 が 低い 人 に 比 
べ 、 給 料 が 高 生か っ た と いう 信じ られ な いよ うな デー タ が 集まっ た 。 こ 
れ は 背 が 高 高い 人 の 方 が 立派 | に 見 え 、 信頼 きれ や すい と いう こ こと だ る ろう 3。 
外見 に 影響 され る いい 例 で は な い だ ろ うか 。 

と ころ で 、 日 本 人 が よく 使う 名 刺 に 書か れ て いる 会 社名 や 肩書 きも 外 
見 の 一 つと 考え られ る 。 初 め て 紹介 され た 人 か ら 受 け 取っ た 名 刺 に 有名 
な 会 社名 が 入っ て いれ れ ば 、 そ れ だ け で 人 は 安心 する し 、 名 刺 の 横 に 部 長 

ER OE 15 

よく 外見 だ け で 人 を 判断 する な と 言わ れる が 、 実際 に は それ だ け で 人 
を 見 て いる こと が 多い 。 も ちろ ん 音 か ら 言 われ て いる 「 外 見 より 中 身 」 
と いう こと は 本 当 に 大 切な こと だ 。 い くら 外側 を 飾っ て お し ゃ れ を し て 
も 、 中 身 が な けれ ば 何 に もち ならない 。 し か し 、 社 長 に な っ て か ら 前 より 
ずっ と 立派 に な っ た と いう 人 の 例 も ある の だ か ら 、 外 見 を 無視 する こと ゃ 
は で き な い 。 理 想 を 言え ば 、 外 側 を 作る と 同時 に 中 身 を 良く する 替 力 を 
続け る こと が 大 切な の で あろ う 。 


* 間 影響 装 * 様 * 子 * 変 制 清 領 挙 背 * 雷 
査 低 比 給 * 立 派 信 頼 刺 肩 * 安 断 
想 * 同 


第 8 課 


| 答え まし ょ う | 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


RN nt wr 


古い 駅 が され い に な る と 、 そ こ を 利用 する 人 の 様子 は どう な り ま すか 。 
それ は どう し て で すか 。 

同じ よう な 例 は ほか に も あり ます か 。 

それ は どん な 例 で すか 。 

外見 の 良い 方 が 信頼 され る と いう 例 に は どん な も の が あり ます か 。 
日 本 人 が 人 を 外見 で 判断 する 例 を あげ て くだ きい 。 

「 外 見 より 中 身 」 と は どう いう 意味 で すか 。 

これ を 書い た 人 は 、 外 見 と 中 身 の ど ちら を 大 切 に し た 方 が いい と 考え て いま す 
か 。 

外見 と 中 身 と どちら が 大 切 だ と 思い ます か 。 

外見 を 良く し て お け ば 良かっ た と 思っ た こと が あり ます か 。 


【2 


使い まし ょ う 


[人 「 と ころ で と いえ ば 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし よう 。 


例 : 


A: 駅 の 近く に 、 新 し い 病院 が で きま し た ね 。 
B: 大 き な 病 院 で すね 。 と ころ で 、 病 院 と いえ ば 、 山 田 きん が 人 院 し た そう で 
す ょ 。 


A: きのう の テレ ビ 番 組 、 面 円 か っ た で す よ 。 

B: 私 も 見 まし た 。 と ころ で 、 と いえ ば 、 
A: 今年 の 夏休み は タイ へ 旅行 する ん で す 。 

B: いい で すね 。 と ころ で 、 と いえ ば 、 。 
A: 来年 は 選挙 が あり ます ね 。 

BE そう で し た ね 。 と ころ で 、 と いえ ば 、 o 
A: 日 本 の 家 は 高い で すね 。 

B: そう で すね 。 と ころ で 、 と いえ ば 、 & 
A: パソ コン を 使っ て 新しい 名 刺 を 作り まし た 。 

B: 見 や すい で すね 。 と ころ で 、 と いえ ば 、 。 


L 「ー ば それ だ け で 一 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


1. 
2. 


有名 な 会 社名 の 入っ た 名 刺 を も ら え ば 、 そ れ だ け で 安心 する 。 
百 円 入れ れ ば 、 そ れ だ け で o 
友達 が いれ ば 、 そ れ だ け で 0 
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か さる 


3. 声 を 聞け ば 、 そ れ だ け で o 
4. 写真 を 見 れ ば 、 そ れ だ け で o 
5. 大 学 に 入れ ば 、 そ れ だ け で 0 


[CI 「 い くら ~ て も 、~ ば ~」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : いく ら 外 側 を 飾っ て も 、 中 身 が な けれ ば 何 に も な ら な い 。 


1. いく ら 高 い 品 物 で も 、 ば 8 

2. いく ら 言 葉 が きれ いで も 、 ば 。 

3. いく ら 値段 が 高く て も 、 ば 8 

4. いく ら お し ゃ れ を し て いて も 、 ば o 
5. いく ら 毎 日 練習 し て も 、 ば 


D 「 と 同時 に 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 自分 の 意見 も 言う と 同時 に ほか の 人 の 考え も よく 聞く こと が 大 切 だ 。 
ま ど を あけ る と 同時 に 8 
と 同時 に ベル が 鳴り 始め た 。 
と 同時 に 人 に 信頼 され る よう に な っ た 。 
一 生 懸命 に 働く と 同時 に 
. 若い と き に は と 同時 に o 


tn た OO ト う 呈 


まとめ まし ょ う | 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 


人 間 は も の だ 。 病院 で や 、 背 の 高い 人 が た り 、 
た りす る の は 、 そ の いい 例 だ 。 菩 か ら と 言わ れ て いる が 、 
。 し か し 、 理 想 を 言え ば 3 


話し まし ょ う 
IA| 第 8 課 を 読ん る で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 
「 今 は 外見 の 時 代 だ と 思う 。 テ レビ を 見 る と 、 歌 が 上 手 で な く て も 、 外 見 が よく 
- 見 える 人 が 有名 に な っ て いる 。 外見 が 悪く て 友達 が で き な か っ た り 人 に 嫌がら れ 
た りす る こと も ある 。 も っ と も っ と 、 外 見 を 大 切 に し よう 」 


上 外見 を 大 切 に し な けれ ば な ら な い の は どん な と き で すか が 。 
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罰 -1 くら い も の は な い だ ろ う 。 と 、 な 
ど と いう こと も ある 。 


例 : 人 間 は すぐ 外見 に 影響 され る 。 
ーー 人 間 く らい 外見 に 影響 され る も の は な い だ ろ う 。 古い 駅 が され い に な る と 、 
そこ を 利用 する 人 の 服装 や 様子 まで すっ か り 変 わっ て し まう な ど と いう こと も 
ある 。 
1. 気 の 合う 仲間 と の お し ゃ べり は 大 変 楽 し い 。 
2. 子供 が 病気 を する と と て も 心配 だ 。 
3. パソ コン ゲー ム を し て いる と 時 間 を 忘れ て し まう 。 


和 -2 は で きれ ば 方 が いい で す 。 理想 を 言え ば 、 て 
も っ と いい の で す が 。 
例 : 学校 

ー 学校 は で きれ ば 有名 な 方 が いい で す 。 理想 を 言え を ば 、 家 に 近く て 有名 な ら 
も っ と いい の で す が 。 

1. 結婚 相手 一 

2. 病院 一 

3. 家 一 
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Z| 新しい 言葉 | 
きん じ ょ 
近所 せっ か く どう し て も (一 な い ) 
お さ な いっ ぱい くち ぐせ 
幼い 一 杯 や る 
(一 に ) 対 する せり ふ 判 
し 、 ま え が 
知ら ず 知 ら ず の うち に いつ の 間 に か 描く 
リボ ン 長男 遂 え る 
と うと う (聞か ず ) じ まい < くせ に 
か ら か う デザ イン ちゃ ん と スル 
お ん な er よう く べつ こ せい 
( 女 の 子 ) 用 区 別 ス ル 個性 
お と こ み むら さき 
( 男 ) も の 見 か ける 紫 
は で よい いろ じ み 
派手 ナ ・= 灰 地味 ナ ・ ニ 
くる め ず ら あら わ 
( 黒 っ ) ぽ い 珍 しい 表す 
ジェ ンダ ー (一 に ) つ いて いつ まで も 
むす こ い た 
セク ハラ 息 (言い ) 出 す 
いっ た い わけ 
いっ し ょ に 考え まし ょ う 
4 = 
1. 日 本 語 で 知っ て いる 色 を 言っ て くだ きい 。 
2. その 中 で どの 色 が 好き で すか 。 
3. どう し て その 色 が 好き で すか 。 
4 「 男 の 子 の 色 」 と いう と 、 ど ん な 色 を 考え ます か 。 
5. 「 女 の 子 の 色 」 と いう と 、 ど ん な 色 を 考え ます か 。 
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[あら わす ] 


小学 校 四 年 生 に な る 近所 の 男の子 が 「 赤 は 女 の 色 だ か ら 」 と 言っ て 、 
せっ か < く 母親 が 買っ て きた シャ ツ を どう し て も 着 よ うと し な か っ た と い 
う 話 を 開き 、 私 も 同じ よう な こと を 言っ て 母 を 困ら せ た こ と が あっ た な 
と 、 効い と きのこ と を 思い 出し た 。 

子供 が 五 人 も いた の に 、 す べ て 和男 。 そ の 子供 た ち に 囲ま れ て 一 杯 や り 
な が ら 、 父 は 決ま っ て 「 一 人 で も 女の子 が いた ら な あ 」 と 言っ た も の だ 。 
「 私 も 女 で す よ 」 父 の 唱 獲 に 対す る 母 の せり ふも 、 判 で 押し た よう に 決 
まっ て いた 。 女の子 を 欲し が っ て いた 父 は 、 家 の 中 に 「 女 の 色 」 が 少な 
いか ら と 言っ て 、 カ ー テ ン の 色 を ビ ピンク に し て みた り 、 私 た ち 子 供 に 赤 
の 入っ た セー ター を 買っ て きた り し た 。 こ うし て 私 は 知ら ず 知 ら ず の う 
ち に 、 父 に 「 女 の 色 」 を 教え られ 、 い つの 間 に か 私 の 描く 女の子 は 、 赤 
い 服 を 着 、 ビ ンク の リボ ン を する よう に な っ て いた 。 そ ん な 父 だ っ た か 
ら 、 長 男 の 私 が 結婚 し た と きも 、 や っ と 自分 に も 女の子 が で きた と 言っ 
て 私 の 妻 を 迎え 、 家 の 中 に 「 女 の 色 」 が 増え る と 言っ て 喜ん だ 。 し か し 、 
父 が どう し て 赤 や ピン ク を 「 女 の 色 」 だ と 思っ て いた の か は 、 と うと う 
聞か ず じ まい に な っ て し まっ た 。 

私 が 子供 の ころ に は 黄色 い セ ー タ ー を 着 た りす る と 、「 男 の くせ に 」 と 
か ら か われ た も の だ 。 色 ば か り で は な く 、 例 えば か ば ん や 洋服 の デザ イ 
ン な ど に も 、 ち ゃ ん と 男の子 用 、 女 の 子 用 と 区 別 が あっ た よう に 思う 。 
w と ころ が 、 最 近 は 個性 を 大 切 に する 時 代 な の だ そう で 、 テ レビ を 見 て い 

て も 、 町 を 歩い て いて も 、「 女 の 人 」 用 の か ば ん を 持っ た 男性 や 、「 男 も 


n 


n 


困 幼 癖 対 押 欲 描 * 男 迎 増 区 個 
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_ | あらわ す 】 


の 」 の 時 計 を し た 女性 を 見 か ける こと も 少な く な い 。 ピ ンク や 紫 の 派 
手 な シャ ツ を 着 、 赤 い ハ ンカ チ を 持っ た 男性 も いれ ば 、 黒 や 灰色 の 地味 
な 上 着 を 着 、 黒 っ ぽい ズボン を は いた 女性 も 、 珍 し く な い 。 知 ら ず 知ら 
ず の うち に 「 男 の 色 」「 女 の 色 」 を 覚え た 私 の 目 に は 、 も う 今 は 男女 を 
実 す 色 の 区 別 な ど な く な っ て し まっ た よう に 見 える 。 
「 お 父さん 、 少 し ジェ ンダ ー に つい て 勉強 し た ら 。 い つま で も そん な こ 
と 言っ て た ら 、 会 社 で セク ハラ っ て 言わ れる ぞ 」 大 学生 に な っ た 息子 が 、 
いつ の ころ か ら か そん な こと を 言い 出し た 。「 し か し 、 そ れ な らい っ た い 
『 女 の 色 』 を 嫌がっ て 母親 を 困ら せる 小学 生 が 、 今 で も いる の は どう いう 
わけ な の だ 」 と 、 私 は 心 の 中 で 考え て し まう 。 10 


紫原 * 地 * 上 珍 覚 表 息 
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@ 


と / 4 


答え まし よう 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


(um 本 


この 人 が 、 幼 いと きのこ と を 思い 出し た の は 、 ど うし て で すか 。 

お 父 き ん は どう し て カー テン を ピン ク に し た り 、 子 供 た ち に 赤い 色 の 入っ た 
セー ター を 買っ て きた り し た の で すか 。 

この 人 の 描く 女の子 が いつ も 赤い 服 を 着 、 ピ ンク の リボ ン を し て いる の は どう 
し て で すか 。 

この 人 が 子供 の ころ に は 、 牙 色 い セ ー タ ー を 着 た りす る と 何と 言わ れ ま し た か 。 
この 人 が 子供 の ころ に は 、 どん な 物 に 「 男 の 子 」 用 、「 女 の 子 」 用 の 区 別 が あっ 
た の で すか 。 

最近 、 ど ん な 男性 や 女性 を 見 か け ま すか 。 

それ は どう し て だ と 言っ て いま すか 。 

この 人 は 息子 に 、 ど う 言 われ て いま すか 。 

最近 で も 物 の 色 や 形 に 男性 用 、 女 性 用 の 区 別 が ある と 思い ます か 。 

今 持 っ て いる 物 の 中 で 男性 用 の 物 は 何で すか 、 女 性 用 の 物 は 何で すか 。 


使い まし ょ う 


IA 「 せ っ か が く 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


^ ュ 1 の トト (いう ト う つう 史 


せっ か くし ゅ くだ い を し た の に 、 忘 れ て き て し まい まし た 。 


せっ か く 旅 行 に 行く 用 意 を し た の に 、 

せっ か く お い し い 料 理 を 作っ た か ら 、 。 。 

せっ か く の に 、 家 に いま せん で し た 。 

せっ か く か ら 、 み ん な に 見 て も らい まし ょ う 。 
せっ か く の な の に 、 働 か な けれ ば な り ま せん 。 

せっ か く の だ か ら 、 き ょ うか ら 使 いま し ょ う 。 

A: 今晩 、 一 緒 に 映画 を 見 に 行き ませ ん か 。 

B: せっ か く で す が 、 o 

A: これ 、 お いし いで す よ 。 た くさ ん めし あがっ て くだ さい 。 
B: せっ か く で す が 、 8 


国 「 ど うし て も ~ よ うと し な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


1. 
2. 


母親 が 買っ て きた 赤い シャ ツ を どう し て も 着 よ うと し な か っ た 。 
むす め は 寝る 時 間 に な っ て も 、 ど うし て も と し な か っ た 。 
の に 、 息 子 は どう し て も と し な い 。 
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の に 、 か れ は どう し て も 学校 を 休 も うと し な い 。 
の に 、 か れ は どう し て も 食べ よう と し な い 。 
の に 、 ど うし て も な い 。 


よ の 


wn 


[CE 「 て た も の だ 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 私 が 子供 の ころ に は 、 黄 色 い セ モーター を 着 た りす る と 「 男 の くせ に 」 と 言わ れ 


た も の だ 。 
1. 今 と 人 違っ て 、 私 の 子供 の ころ は よく た も の で す 。 
2. 昔 は 地下 鉄 が な か っ た の で 、 _ た も の で す 。 
3. 学生 時 代 に は お 金 が な か っ た の で 、 た も の で す 。 
4. 暇 だ っ た ころ は た も の で す 。 
5. ひら が な が 読め な か っ た ころ は た も の で す 。 


[| 「 て よう に 思う 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : A: この 音楽 、 ご ぞ ん じ で し ょ う 。 

B: ええ 、 ど こ か で 聞い た よう に 思っ た ん で す が 。 
あれ 、 し ゅ くだ い を 忘れ た ん で すか 。 
だい よう に 思っ た ん で す が 。 
私 の ペン を 知り ませ ん か 。 
さき さっき 、 よう に 思い ます が 。 
どこ か で お 会 いし た こと が あり まし た か 。 
ええ 、 よう に 思い ます が 。 
この 字 、 知 っ て いる で し ょ う 。 
ええ 、 人 確か よう に 思う ん で す が 。 
この 料理 、 初 め て で すか 。 
いい え 、 一度 よう に 思う ん で す が 。 


し っ 
ワウ ピ ピッピ ウゥ ウッ ピピ ゥ ピッ 


まとめ まし ょ う | 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
と いう 話 を 聞い て 普 の こと を 思い 出し た 。 私 は 父 に よう 


に 思う 。 
個性 を 大 切 に する 今 は よう に 見 える が 、 そ れ な ら は どう 
いう わけ だ ろう 。 
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靖 
© 
端 


話し まし ょ う | 
A 第 9 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 どう 思い ます か が 。 


「 い つ 、 ど こ で 、 ど ん な も の を 着る か は 長い 時 間 か か っ て 昔 か ら 老 えら れ た も の 
だ か ら 、 好 きか きら いか だ け で 決め て は いけ な いと 思い ます 。 結婚 式 の と きる も 、 
仕事 に 行く と きも 、 私 は みん な と 同じ 服装 で 行き ます 」 


国 私 た ち は 毎 日 の 生活 の 中 で 、 ど ん な と ころ に 「 色 」 を 利用 し て いま すか 。 


書き まし ょ う 


Al-1 の に 、 い つの 間 に か いた 。 
例 : きのう まで 子供 だ と 思っ て いた 
ーー きのう まで 子供 だ と 思っ て いた の に 、 い つの 間 に か 大 人 に な っ て いた 。 
1. 名 前 も 知ら な か っ た 一 
顔 を 見 る の も 嫌 だ っ た 一 
3. 初め は へ や に 何 も な か っ た 一 


和 Al-2 の 0 も ば 、 も oO 
例 : この 学校 に は 、 ア メリ カ 人 や 中 国人 な どい ろ い ろ な 人 が いる 
ーー この 学校 に は いろ いろ な 人 が いる 。 アメ リカ 人 も いれ ば 、 中 国人 も いる 。 


1. 京都 は 、 新 し い ビ ル と 古い 建物 が 一 緒 に あっ て 、 吉 く て 新しい 町 だ 一 
2. ジョ ン さ ん は 、 絵 を か いた り 、 ピ アノ を ひい た り 、 い ろ い ろ で きる ーー 
3. 公園 の 子供 た ち は 、 な いた り 、 け ん か を し た り 、 見 て いる と 面白 い 一 
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思い が け な い 


ピー スル 


引っ 越し スル 
投げ か ける 
(に ) か け て 


49 


(生き ) が い 
つま り 
せっ た い 
接待 スル 
過ごす 

と ま ど う 
付き 合う 
な すめ 


or 


sk し 
時 fr 
ツル 


玩 
ふ 
ft 
ir 

+ 

lt 


区 
と 


暗 き -2 雇 
+ 
1 


_ いっ し ょ に 考え まし ょ う 。 


今 ま で に 何 か の アン ケー ト に 答え た こと が あり ます か 。 
それ は どん な アン ケー ト で し た か 。 
何 か に 夢中 に な っ た こと が あり ます か 。 

何 か を 夢中 に な っ て や っ て いる 人 を 見 て 、 ど う 思 いま すか 。 
今 、 一 番 や り た いこ と は 何で すか 。 


うー ん 
生き る 


ー や ら 
ほとん ど 
じゅ う 、 だ い 


( 士 ) 代 
働 き バ ナチ 


[いき る ] 


先日 町 を 歩い て いる と 、 和 突然 「 ア ン ケ ー ト を お 願い し ます 」 と 声 を か 
けら れ た 。 笑顔 で 「 今 、 幸 せ で すか 。 生きがい は 何で すか 」 と 聞か れ 
て 、 私 は 「 う ー ん 」 と 言っ た まま 、 し ば らく 上 り 込ん で し まっ た 。「 生 
き が い 」 と いう の は 、 つま り 生 きる 意味 と いう よう な こと な の だ ろう 。 
: 最近 は 毎日 、 朝 か ら 晩 まで 仕事 に 追わ れ 、 休み の 日 も た いて い 援 待 で ゴ 
ルフ に 行く や ら 、 上 司 の 引っ 越し の 手伝い を きせ られ る や ら で 、 家 族 と 
過ごす 時 間 も 少 な く 、 自 分 の こと を 考え る 時 間 な ど ほ と ん ど な い 。 そ ん 
な と き に ポン と 投げ か けら れ た 「 生 き が い は 」 と いう 質問 だ っ た の で 、 
本 当 に と まどっ て し まっ た 。 

nm 十 代 後半 か ら 二 十 代 に か け て は ギタ ー に 夢中 に な っ て いて 、 音 楽 が 生 
き が い だ と 思っ て いた 。 妻 の 典子 と 付き 合っ て いる ころ は 、 彼 女 が すべ 
て だ と 思っ て いた し 、 会 社 に 勤め 始め た ころ は 、 人 か ら 「 働 き バチ だ 」 
と 言わ れ て も 、 こ れ が 天 職 だ と 思っ て 仕事 に 燃え て いた 。 娘 の 幸子 が 
生ま れ た と き は 、 か わい く て か わい く て 、「 目 に 入れ て も 痛く な い 」 と い 

s う の は こう いう こと だ と 思い 、「 生 き が い 」 に つい て な ど 考 えも し な か っ 
た 。 そ し て 今 、 街 角 で 思い が け な い 質問 を され て 、 私 は 黙 り 込む な し か な 
か っ た 。 

た っ た 一 度 の 人 生 だ と 言わ れ ま す が 、 ど う 生 きた いと 思い ます か 。 今 、 
幸せ で すか 。 生 き が い は 何で すか 。 こ こ に 私 が 答え た アン ケー ト の コ 

xn ピー が あり ます 。 一度 や っ て みて くだ さい 。 そ し て 人 生 と は 、 生 き が い 
と は 何 か を 、 一 緒 に 考え て みて くだ きい 。 


* 日 突 * 笑 幸 * 生 黙 込 追 接 司 越 * 投 質 * 後 
典 彼 職 燃 娘 * 符 街角 
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いき る 


[いき まき る] 


1. 今 の 生活 に 
( ) 満 是 し て ぃ る ( ) まあ まあ 満足 し て いる 
( ) あま り 満 足し て いな い  ( ) 不満 だ 

2. 今 、 一 番 欲 し いも の は 


あい きい 


( ) 友 達 () 愛 。 () 才 能  ( ) 時 間 
( ) お 金 "() 自 由  ( ) 健 氷 


( ) その 他 [ ] 
3. 今 、 一 番 し た いこ と は 
( ) 仕事 () 勉 強 ( ) 趣 味 () 恋 
( ) 結婚 。 ( ) その 他 [ ] 
4. 理想 だ と 思う 人 生 は 
( ) 平凡 な 人 生 ( ) 変化 に 富ん だ 人 生 
) 経済 的 に 豊か な 人 生 
) 社会 的 地位 、 名誉 の ある 人 生 
) 自分 が や り た いこ と を や っ た と 満足 で きる 人 生 
) その 他 [ ] 
5. 今 、 生 き が いと 呼べ る も の が 
( ) ある [それ は 、 ] 
( ) な い 
( ) 分 か ら な い 
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第 10 課 


信 


答え まし ょ う | 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


【2 


例 : 


wm wo いら = 


例 : 


eau nt orr 


これ を 書い た 人 は 、 道 を 歩い て いた と き 、 ど ん な こと を 聞か れ ま し た か 。 
すぐ 答え られ まし た か 。 

どう し て すぐ に 答え られ な か っ た の で すか 。 

「 生 き が い 」 と いう の は どう いう 意味 で すか 。 

ギタ ー に 夢中 に な っ て いた の は いつ で すか 。 

会 社 に 勤め 始め た ころ に は 、 ど う 言 われ て いま し た か 。 

娘 き ん が 生ま れ た と き は どん な 気持 ち で し た か 。 

その と き 、 自 分 の 生き が い は これ だ と 思い まし た か 。 

「 天 職 」 だ と 思え る 仕事 を 持ち た いと 思っ て いま すか 。 そ れ は どん な 仕事 で す 
か 。 

仕事 が 生き が い に な る と 思い ます か 。 


使い まし ょ う 


"まま 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし よう 。 
私 は 電気 を つけ た まま 、 い つの 間 に か 眠っ て し まい まし た 。 


寒かっ た の で 、 まま 。 て で し まい まし た 。 

急い で いた の で 、 まま 、 出 か け て し まい まし た 。 

驚い て まま 、 次 の 言葉 が 出 て きま せん で し た 。 

せっ か く 苦 書 を 買っ た の に 、 まま 、 ま だ 使っ て いま せん 。 
ひさ し ぶり に 帰っ た 家 は の まま で し た 。 


[BI 「 つ まり と いう こと だ 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


A: 結婚 式 は あたたか く な っ て か らし よう と 思っ て いる ん で す 。 
B: つま り 、 一 月 、 二 月 で は な いと いう こと で すね 。 


A: も う 少 し お 金 が あれ ば 買う ん で す が . . .。 
B: つま り 、 と いう こと で すね 。 
A: 彼女 は 私 の 妹 の 子供 で す 。 
B: つま り 、 と いう こと で すね 。 
A: あの 旅館 は 急 に 行っ て も と まれ な いら し いで す よ 。 
つま り 、 。 と いう こと で すね 。 
日 本 の 若い 人 の 身長 は 二 十 年 前 より 三 セ ンチ 以上 も 高く な っ て いる そう だ 。 
つま り 、 と いう こと だ ろう 。 
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いき る 


5. 女性 の 半分 以上 は ダイ エッ ト を し た こと が ある そう だ 。 
つま り 、 と いう こと だ ろう 。 


「 か ら て に か が かけ て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 六 月 か ら 七 月 に か け て 雨 が 多い で す 。 


1. 去年 の 終わ りか ら こ と し の 初め に か け て 8 

2. 十 代 後 半 か ら 二 十 代 に か け て 8 

3. 朝 か ら 夕 方 に か け て 6 

4. 北海 道 か ら 東京 に か け て _。  。 

5. 私 の 国 で は か ら に か け て 8 


DD 「 や ら ~ や ら 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 急 に お 客 が 来 た の で 、 急 いで へ や を 片付け る や ら お 茶 を 出す や ら で 大 変 で し た 。 


1. せっ か く 海 へ 行っ た の に や ら や ら で 大 変 で し た 。 

2. 子供 が 五 人 も いる と や ら や ら で 、 家 の 中 は 大 騒ぎ で す 。 

3. 急 に 旅行 へ 行く こと に な っ た の で 、 や ら 。 や ゃ や ら で 大 忙し で 
し た 。 

4. せっ か く の お 金 も や ら や ら で 、 す っ か りな く な っ て し ま 
いま し た 。 

5. 妻 が 急 に 病気 に な っ て や ら ゃ ら で 大 変 で し た 。 


先日 、 町 で 「 、。 」 と 聞か れ た 。 若い ころ は _ と 思っ た り 、 
思っ て いた 。 最近 は 。 そん な と き は 何かと た ず ね 
られ て て し まっ た 。 


話し まし ょ う 
[Al 第 10 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま す が 。 


「 私 は 毎日 一 生 懸 命 生 き て いま す 。 何 を する の に も 一 生 懸 命 で す 。 生きがい は な 
ん て 考え て いる 時 間 も な い の で す 。 本 当 に 一 生 懸 命 生 き て いる と き に は 、 生 き が 
い が あ る か な いか と いう こと は 、 問 題 に な ら な いと 思い ます 」 
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第 10 課 


還 そん けい する 人 に つい て 話し て くだ さい 。 ど ん な 生き 方 を し て いま すか 。 


内 に つい て な ど 考 えも し な か っ た の で 、 突然 て = 
例 : 生き が い 
ー 生き が い に つ いて な ど 考え も し な か っ た の で 、 突 然 思 い が け な い 質 問 を され 
て 黙 り 込む な し か な か っ た 。 
1. 言葉 の 伝わり 方 一 
2. 食事 と 健康 一 
3. 結婚 一 
回 と 、 突 然 (Er 」 と 聞か れ た 。 最 近 は 
な ど 考 えも し な か っ た の で 、 私 は すぐ に は 返事 が で きず 、 し ば らく 。 そ 
れ か ら と 考え る よう に な っ た 。 


例 : 「 生 き が い は 何で すか 」 

ー 町 を 歩い て いる と 、 突 然 若 い 人 に 「 生 き が い は 何で すか 」 と 聞か れ た 。 最 近 
は 生き が い の こ と な ど 考 えも し な か っ た の で 、 私 は すぐ に は 返事 が で きず 、 し 
ば らく 映り 込む し か な か っ た 。 そ れ か ら 私 の 生き が い は 何だ ろう か と 考え る よ 
うに な っ た 。 

1。 「 今 だ れ か を 変 し て いま すか 」 一 

2. 「 何 か 趣味 を 持っ て いま すか 」 一 

3. 「 人 生 を 楽し ん で いま すか 」 一 
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| いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


どん な と き 、 電 話 は 便利 で は な いと 思い ます か 。 
で きた と と: 潜 、 


お 宅 お 娠 さん 
ーー さえ 全く (一 な い ) 
か よ 、 くわ 
通う 詳し い 
だ 
ーー も の の 経つ 
き み _ わ る に 
気味 が 悪い 似る 
じょう ほう て い 
情報 手 に 入れ る 
き PA ほう は ほう 
聞き 出す 方 法 
に ん ず う 3 
人 カー ペッ ト 
. か で を 
家電 メー カー 
な に げ 
~ー と し て 何気ない 
も く て き か ん り 
目的 管理 スル 
アク セス スル や り と り ス ル 
ご じん 
だ ん だ ん 個人 
ざい さん こ せき 
財産 戸籍 
で ん し た だ ん 
遺伝 子 他人 
0 箕 る し い 
1. どん な と き 、 電 話 は 便利 だ と 思い ます か 。 
2. 
3. 知ら な い 人 から 電 話 が か か っ 
4. 
5. どう し て 住所 が 分 か っ た の だ と 思い ます か 。 
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どう し ます か 。 
全然 知ら な い 会 社 か ら 、 手 紙 を も ら っ た こと が あり ます か 。 


「 お 宅 の お 嬢 さん 、 来 年 二 十 歳 に な られ ます が 、 成 人 式 の お 着物 の 御 
用 意 は な さい まし た で し ょ うか 」 と 、 あ る 日 突然 電話 が か か っ て きた 。 
確か に 娘 は 来年 の 一 月 で 二 十 歳 に な る 。 し か し 、 そ の 店 に は 今 まで 一 度 
も 行っ た こと が な いし 、 名 前 さえ 全く 聞い た こと が な か っ た 。 そ ん な 店 
: の 人 が 娘 の 名 前 や 年 齢 、 生 年 月 日 、 通 っ て いる 大 学 の 名 前 まで 詳し く 
知っ て いる 。 ど うし て こん な こと が 起こ る の だ ろう か と 不思議 に 思っ た 。 

その と き は 着物 の 売り 込み で ぐらい に し か 考え て いな か っ た も の の 、 時 
問 が 経つ の に つれ て 、 何 だ か 気味 が 悪く な っ て きた 。 娘 の 友達 の 家 に も 似 
た よう な 電話 が 何 度 か か か っ て き て 困っ た と いう こと だ 。 こ れ は 、 娘 の 
" 通っ て いる 学校 の 学生 名 筐 を 店 の 人 が 振っ て いる と いう こと を 意味 する 。 
よく 考え て みれ ば 、 怖 いこ と だ 。 情報 を 売っ た り 買 っ た り し て いる 会 社 
が ある そう だ が 、 そ の よう な 会 社 は 、 社 員 名 邊 や 学生 名 徳 か ら 必要 な 情 
報 を 手 に 入れ て いる の だ ろう 。 叉 は 、 電 話 に よっ て 聞き 出す と いう 方 法 
6 考え られ る 。 

s 私 は こん な 経験 を し た こと が ある 。 あ る 日 「 お 宅 の 間取り に つい て ア 
ン ケ ー ト を お 願い し ます 」 と いう 電話 が あり 、 家 族 の 人 数 、 年 齢 、 家 の 
広 き 、 間 取り 、 カ ー ペ ッ ト の 有無 、 そ の 色 な ど に つい て いろ いろ 開か れ 
た 。 大 手 家電 メー カー ー が 掃除 機 の 開発 の た め に 行っ て いる と いう 言葉 を 
信じ て 正直 に 答え て し まっ た が 、 こ うし て 聞き 出し た 答え も 使 お うと 思 

w えば 立派 な 情報 と し て 利用 で きる 。 何気なく 聞か れ 、 何 気 な く 答え た こ 
と が みん な 情報 と し て どこ か に 集め られ 、 見 も 知ら ぬ 人 た ち に 何ら か の 


宅 嬢 “一 十 歳 * 全 齢 * 通 詳 * 経 似 邊 怖 情 報 
双 * 有 掃 除 * 正 * 直 * 気 * 卓 


中 


ieee [ こ ま る ] 7 
も く て き た り 
目的 で 管理 


唱 さ れ て いる と し た ら 、 そ れ は 無視 で き な い 問題 で は な い だ ろ 
うか 。 


今 は だ れ で も イン ター ネッ ト を 使っ て ホー ムペ ー ジ に アク セス すれ ば 、 
簡単 に 情報 の や り と り が で きる 。 し か し 、 情 報 通 信 技術 の 開発 が 進め ば 
進む ほど 、 情 報 の 管理 が だ ん だ ん 難し く な っ て くる 。 個 人 の 情報 が 金 も : 
うけ に 使わ れる くら いな ら ま だ 許せ る が 、 財 産 、 戸 籍 、 思 想 、 祭 教 、 
そし て 遺伝 子 情報 の よう な も の まで 他人 に 知ら れ て 管理 され 、 万 一 それ 
が 揚 用 きれ た ら 、 そ れこ そ 欧 ろ し いこ と で ある 。 一 人 -- 人 が 個 


人 の 情報 
を 守る 方 法 を 、 今 こそ 考え を な けれ ば な ら な い の で は な い だ ろ うか 。 
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第 11 課 


| 答え まし ょ う 
次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 

ある 日 、 ど ん な 電話 が か か っ て きま し た か 。 

電話 を 受け た と き 、 ど う 思 いま し た か 。 

あと か ら 、 ど ん な 気持 ち に な り ま し た か 。 

店 の 人 が 娘 の 名 前 や 電話 番号 を 知っ て いた の は どう し て だ と 思い まし た か 。 
情報 を 売っ た り 買 っ た りす る 会 社 は 、 ど の よう に し て 情報 を 集め る の で すか 。 
大 手 家電 メー カー は どん な こと を た ず ね て きま し た か 。 

この 人 は 何 を 心配 し て いる の で すか 。 

この 人 は 、 今 何 を し な けれ ば な ら な いと 言っ て いま すか 。 

皆さん の 国 で も この よう な 電話 が か か っ て くる こと が あり ます か 。 

も し この よう な 電話 が か か っ て きた ら 、 ど の よう に 答え ます か 。 


| 使い まし ょ う | 


Al 「 て も の の 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 日 本 に は 来 た も の の 、 言 葉 が 分 か ら ず 困っ て いる 。 
1. 旅館 の 予約 は し た も の の 、 ま だ 電車 の きっ ぷ は 8 
2. 日 曜日 に 行く と 約束 は し た も の の 、 8 
3. 日 本 語 を 習っ て は いる も の の 、 使 う の は 8 
も の の 、 ま だ 使っ て いな い 。 
も の の 、 買 い 物 を し な いで 帰っ て きた 。 


OO ON 2OY EN ウデ 


3 
の 


i 


国 「 て に つれ て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 時 間 が 経つ の に つれ て 、 何 だ か 気味 が 悪く な っ て きた 。 
暗く な る に つれ て 、 だ ん だ ん 5 
外国 生活 が 長く な る に つれ て 、 有 
寒く な る に つれ て 、 
に つれ て 、 経 験 も 増え て きま す 。 
に つれ て 、 友 達 も 多く な り ま す 。 


の ポー の DD ビビ 


[Cl] 「 て に よっ て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 電話 に よっ て 、 い ろ い ろ な 博 報 を 集め る 。 
1. 新しい コン ビ ピュー ター に よっ て 、 0 
2. 外見 を 飾る こと に よっ て 、 。 
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3. お お ぜ い の 日 本 人 と 話す こと に よっ て 、 

4. に よっ て 、 相 手 の 心 を 知る こと が で きる 。 

5. に よっ て 、 境 くに いる 人 に いろ いろ な こと を 知ら せる こと が で ほ き 
る 。 


ID| 「 こ て と し て 」 と いう 言い 方 を 使っ て 「 田 中 先生 」 の 話 を し まし ょ う 。 


田中 先生 は 層 
1. 学校 で は と し て 働い て いま す 。 
2. 家 で は と し て 子供 た ち に 愛さ きれ て いま す 。 
3. 学校 時 代 は と し て 有名 で し た 。 
4. 暇 な と き に は と し て て いま す 。 
5. 十 年 後に は どら で た いと 思っ て いま す 。 


回 「~ ば ~ ほ ど 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 情報 通信 技術 の 開発 が 進め ば 進む な は ほど 、 情 報 の 管理 が 難し く な っ て くる 。 


1. 荷物 は ば ほど 良い 。 
2. ビー ル は ば ほど お いし い 。 
3. 山 は 上 に ば _ ほど 気温 が 下がる 。 
4. 日 本 語 は ば ほど な る 。 
5 考えれ ば 考え る ほど こと も ある 。 
まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
時 々 か ら 、 電 話 が こと が ある 。 どうやって だ 
ろう か 。 名 竹 な ど を 集め て 。 こ の よう に し て 集め た 情報 を 


な ら ま だ よい が 、 な ど ま で 管理 され て SU こり ルル /809、 


o 


話し まし ょ う 
第 11 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 


「 私 の 会 社 は 、 い ろ い ろ な と ころ か ら 情 報 を 集め て 、 ほ か の 会 社 に 売っ て いま す 。 
情報 を 売る と き に は 、 悪 用 し な いと いう 約束 で 売り ます か ら 、 他 人 に 自分 の 生活 
を 管理 され る と いう の は 、 心 配 し すぎ だ と 思い ます 」 
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第 11 課 


[BI 人 に 喜ば れる 電話 や イン ター ネッ ト の 使い 方 を 考え て み ま し ょ よう 。 


書き まし ょ う | 


[A-1 。 ど うし て の だ ろう か と 不思議 に 思っ た 。 
例 : 店 の 人 が 娘 の 名 前 や 年 齢 、 生 年 月 日 、 通 っ て いる 大 学 の 名 前 まで 詳し く 知 っ て 
いる 。 


ーー 店 の 人 が 娘 の 名 前 や 年 齢 、 生 年 月 日 、 通 っ て いる 大 学 の 名 前 まで 詳し く 知 っ 
て いる 。 ど うし て こん な こと が 起こ る の だ ろう か と 不思議 に 思っ た 。 


ja 


. そん な に 太っ て いな い の に 、 若 い 娘 た ち は 一 生 懸 命 ダ イエ ッ ト を し て いる ーー 
日 本 の サラ リー マン は 毎日 残業 を し て 、 家 に 帰る の が 遅い ーー 
. 私 の 友達 は 、 親 か ら お 人 金 を 送っ て も らち っ て いる の に 、 ア ル バ イ ト も し て いる 


ー* 


w い 


| -2 くら いな ら ま だ 許せ る が 、 た ら 、 そ れこ そ e 
例 : 金もうけ に 使う / 悪用 され る 
ー 個人 の 情報 が 金もうけ に 使わ れる くら いな ら ま だ 許せ る が 、 そ れ が 悪用 きれ 
た ら 、 そ れこ そ 恐 ろ し いこ と で ある 。 
1. 親 に うそ を 言う / 人 の 物 を ぬ す む 一 
2. 接待 で ゴル フ に 行く / 会 社 の お 金 を 自分 の た め に 使う 一 
3. お 洒 を 飲ん で 大 声 を 出す / け ん か し て 相手 に けが を きせ る ー 
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和 
こ か げ し ら が 
木陰 白髪 
生き 生き (と ) ス メル ぎん な ん 
5 
ボラ ンティア ホッ と スル 
ー 人 暮らし それ ぞ れ = 
訪ね る 普段 
た い べ ん に が て 
大 変 普 手 ナ 
あき ら め る し よう が な い 
パン フレ ッ ト 区 役所 
ろう じん て だ す 

人 手助け ネル 
で も 3 こ 

; 申し 込む 
ー 和 引っ 越す 

ひと と き 

(一 に ) と っ て 一 時 
知識 いか に (一 か ) 
し ん る い そ ほぼ 
親 う 祖母 


あさ くさ さい 


か ん 
(場所 の 名 前 ) 浅草 関西 


あぶ 


主婦 
小柄 + 
ベン ナチ 
閑 

きっ か け 


どく りつ 
独立 スル 


ぐう ぜん 


は な 


語 し か ける 


| いっ し よ に 考え まし ょ う | 


nr oO ト う 忌 


近く に 一 人 で 暮 ら し て いる お 年 寄り は いま すか 。 
お 年 寄り は どん な こと に 困っ て いる で し ょ うか 。 
若い 人 は 年 を 取っ た 人 に どん な こと を し て あげ られ ます か 。 
年 を 取っ た ら 、 だ れ と 一 緒 に 暮らし た いで すか 。 
お 年 寄り か ら 教 えて も ら え る こと は 、 ど ん な こと で すか 。 
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[あつ まる ] 


た が わ 


植木 市 で 有名 な 東京 の 浅草 で 、 若 い 辛 婦 、 田 川 さん を 偶 析 見 か けた の 
は 、 去 年 の 夏 の こと だ っ た 。 公園 の 礎 陰 で 白髪 の 小柄 な お ば あさ ん と 楽 
し そう に 話し て いた 。 お ば あき ん も 田川 さん も お 互い に うれ し そう だ し 、 
生き 生き と し て いた 。 次 に 二 人 を 見 た の は 秋 も 終わ る ころ で 、 二 人 は ぎ 
: ん な ん を 拾い な が ら 歩 いて いた 。 三 度 日 に 会 っ た と き は 、 公 園 の ベン チ 
に 腰 を 下ろ し て 、 池 の コイ に えさ を や っ て いた 。 

「 い いで すね 。 お 散歩 で すか 、 お 孫 きん と 」 

と 話し か ける と 、 お ば あさ ん は 、 
「 い えい え 、 こ の 人 は ボラ ンティア の 田川 さん 。 い つも 連れ て き て くれ 
w る ん で す よ 。 こ こ に 来る と ホッ と する も ん だ か ら 」 

と 答え た 。 

これ が きっ か け で 、 私 は この 二 人 、 山 口 きん と 田川 さん と 知り 合い に 
な っ た 。 八 十 五 歳 の 山口 さん は 十 年 ほど 前 に 御主人 を 亡くし て か ら 、 
ずっ と 一 人 暮らし を 続け て いる 。 三 人 の 子供 た ち は そ れ ぞ れ 家 庭 を 持ち 、 

ぃ 独立 し て いる 。 時 に は 訪ね て くれ る が 、 山 口 さん は 普 臣 話 相手 が だ れ も 
いな い の は や は り 衣 し いと 思っ て いた 。 そ れ に 年 を 取る と 買い 物 も 大 変 
だ し 、 普 手 な 庭 の 手入れ だ っ て 大 変 だ 。 植 木 に 水 を や っ て くれ た り 、 近 

く の ス ー パ ー ま で 一 緒 に 行っ て くれ た り と 、 ち ょ っ と し た 手伝い を し て 

くれ る 人 が 欲し い 。 で も あき ら め な けれ ば し よう が な いか 。 そ う 思 っ て 
ッ いる と ころ へ 、「 お と し より 公社 」 の パン フレ ッ ト が 送ら れ て きた の だ そ 
うだ 。 


* 植 * 市 浅 主婦 偶 * 木 陰 * 白 髪 柄 拾 腰 
老 亡 慕 独 訪 普段 * 喜 


あつ まる 


[あつ まる ] 


「 お と し より 公社 」 と いう の は 、 山 口 さ ん が 住ん を で いる と ころ の 区 役所 
が 始め た ユニ ー ク な 試 み で ある 。 一 人 暮らし 老人 の 手助け を し た いと い 
う 若 い 人 を 、 若 者 の 力 を 借り た いと いう お 年 寄り に 区 役所 が 紹介 する の 
で ある 。 山口 さん は 早速 申し 込ん だ 。 そ し て 紹介 し て も ら っ た の が 田川 
さん だ っ た 。 二 十 三 歳 の 田川 さん は も と も と 関西 の 出身 だ が 、 結 婚 後 、: 
御主人 の 転勤 で 東京 に 引っ 越し て きた 。 ま だ 子供 も な けれ ば 親しい 友人 
も いな い 。 そ ん な 田川 きん に と っ て 山口 さん を 訪ね る 月 曜 と 木曜 の 午後 
は 、 と て も 楽し い 一 時 を の で ある 。 

「 草 の 浅 草 の 様子 や 、 戦 争 で 家 を 焼 か れ て 音 労 し た 経験 や 、 御 主人 と の 
思い 肌 な ど 、 山 口 きん の 話 を 聞い て いる と 、 私 の 知識 や 経験 が いか に 少 w 
な いか が 分 か る ん で す よ 。 人 生 の 先輩 と し て いろ いろ 教え て いた だ いて 
感謝 し て いま す 」 と 田川 きん は 言う 。 

山口 きん と 私 と 田川 きん 。 親類 で も 何で も な いけ れ ど も 、 ち ょ うど 
祖母 、 母 、 娘 の 三世 代 が 集まっ て 、 今 年 の 夏 は 一 緒 に 植木 市 に 行く 約束 
を し た 。 き っ と 楽し ぃ い 散歩 に な る だ ろう と 今 か ら 楽 し みか にし て いる 。 


* 試 老 力 * 速 本 * 友 戦争 焼 * 乱 労 ^ 知 識 
浴 謝 類 視 * 母 * 今 
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第 12 課 


次 の 錦 問 に 答え て くだ さい 。 

これ を 書い た 人 が 初め て 二 人 を 見 か けた の は いつ 、 ど こ で で し た か 。 
この 人 が 二 人 と 知り 合っ た きっ か け は 何で し た か 。 

その と き 、 二 人 の 様子 は どう で し た か 。 

山口 きん が 一 人 暮らし を し て いる の は どう し て で すか 。 

山口 さん は どん な こと に 困っ て いま し た か 。 

田川 さん は どう し て 山口 さん と 知り 合い に な り ま し た か 。 

「 お と し より 公社 」 で は どん な こと を し て いま すか 。 
山口 さん は 田川 さん に どん な 話 を し ます か 。 

「 お と し より 公社 」 を どう 思い ます か 。 

私 た ち は 一 人 暮らし の お 年 寄り に どん な こと を し て あげ られ る と 思い ます か 。 


2 使い まし ょ う 


「-- も の で すか ら 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 

例 : 急い で いる も の で すか ら 、 お 先 に 失礼 し ます 。 
1. も の で すか ら 、 つ い 食 べ す ぎ て し まい まし た 。 
2. も の で すか ら 、 う っ か り 忘 れ て し まい まし た 。 
3. あま り 面 白かっ た も の で すか ら 、 3 
4. どう し て も 分 か ら な か っ た も の で すか ら 、 6 
5. も の で すか ら 、 


oo ND no MN = 


es 
te) 


| 


回 「 き っ か け 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : A: いつ た ば こ を お や め に な っ た の で すか 。 
B: 彼女 に や め ろ と 言わ れ た の が きっ か け な ん で す 。 
A: どう し て 医者 に な ろう と 決め た ん で すか 。 
B が きっ か け な ん で す 。 
A: どこ で か れ と 友達 に な っ た ん で すか 。 
B: が きっ か け な ん で す 。 

3. A: どう し て 肉 を 食べ な い の で すか 。 
B 
A 
B 
A 
B 


: が きっ か け で な っ た ん で す 。 
: 山田 さん 、 毎 週 日 曜日 に テニ ス を きれ て いる らし いで すね 。 
: ええ 、 が きっ か け で _ そう で す 。 
: お くさ ん は 外国 の 方 だ そう で すね 。 
ええ 、_ が きろ る かり けり で ん で す 。 
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あつ まる 


IC-1 「 こ と ころ 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : A: まだ 出かけ な いん で すか 。 
B: 今 、 出 か ける と ころ で す 。 
お 人 忙し そう で すね 。 
ええ 、 こ れ か ら __ー と ころ な ん で す 。 
も う 十 二 時 すぎ で す よ 。 ま だ 起き て いる ん で すか 。 
今 と ころ で す 。 
すみ ませ ん 。 ち ょ っ と お 願い で きま すか 。 
ええ いい で す よ 。 ちょ う ど と ころ で すか ら 。 


い 
と HH シシ 


[CI-2 例 : A: 御主人 は いら っ し ゃ いま すか 。 
B: 主人 は お ふろ に 入っ て いる と ころ で すか ら 、 あ と で お 電話 くだ さい 。 


ここ で 音楽 を 聞い て も いい で すか 。 

と ころ で すか ら 、 静 か に し て くだ さい 。 
まだ で し ょ うか 。 

と ころ で すか ら 、 お 待ち くだ さい 。 
片付け て も いい で すか 。 

と ころ で すか ら 、 そ の まま に し て お いて くだ さい 。 


い 
選 a i E2E 


[CI-3 例 :A: 一 緒 に 食事 で も し ませ ん か 。 
B: すみ ませ ん 。 今 、 食 べた と ころ な ん で す 。 
1. と ころ で す 。 あ た た か く て お いし いで す よ 。 
2. A: 林 さ ん は いら っ し ゃ いま すか 。 
B: た っ た 今 、 _ と ころ で す 。 
3. 駅 に 着い た ら 、 ち ょ うど と ころ で し た 。 


陣 「 て に と っ て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 田川 さん に と っ て 、 山 口 さ ん を 訪ね る 月 曜 と 木曜 の 午後 は 、 と て も 楽し い 一 時 


な の で ある 。 
1. 子供 に と っ て 、 夏 休み は _ も の で す 。 
2. 若い 人 に と っ て 、 音 楽 は 0 
3. 留学 生 に と っ て 、 家 族 か ら の 手紙 は i 
4 に と っ て で 、 は 大 き な 問題 で す 。 
5 に と っ て 、 は 楽し み の 一 つ で す 。 


65 


軸 まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
田川 さん が 山口 きん と 知り 合い に な っ た の は 。 山口 さん は 十 年 ほど 
前 か ら の で 、 。 田川 きん は の で 、 
と 言っ て いる 。 


Ke 話し まし ょ う 


Al 第 12 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 
「 和 さん に は 、 子 供 が 三 人 も いる の で すか ら 、 そ の 子供 が お 世話 を し た らい い 
と 思い ます 。 お 年 寄り を 一 人 に し な いよ うに 、 国 が 決め れ ば いい と 思い ます 。 そ 
うす れ ば 『 お と し より 公社 』 の よう な も の も いら な く な る と 思い ます 」 


B| 世代 の 違う 人 が 集まる こと に 、 ど ん な 意味 が あり ます か が 。 


4 書き まし ょ う 


[Al と いう 話 を 聞い て いる と 、 が いか に か が 分 か る 
ん で す 。 
例 : 御主人 の 思い 出 や 戦争 で 家 を 焼 か れ て 苦労 し た 
ー 御主人 の 思い 出 や 、 戦 争 で 家 を 焼 か れ て 苦労 し た と いう 話 を 聞い て いる と 、 
私 の 知識 や 経験 が いか に 少な いか が 分 か る ん で す 。 


1. 留学 生 の 生活 は アル バイ ト や 勉強 で 大 変 だ 一 
2. 今 の 日 本 の 小学 生 は テス ト な ど で 大 変 だ 一 
3. 日 本 で は 主婦 が 外 で 働く の は 、 仕 事 と 子供 の 世話 で 大 変 だ 一 


と いう 話 を 聞い て 、 が いか に か が 分 か り ま し た 。 
私 も が きっ か け で 、 4 
例 : 親 と 子 が 話し 合う こと / 先生 の 話 

ーー 寂し く て 紫 だ け で 絵 を か く と いう 話 や いた ずら 電話 を か け て 面白 が る と いう 
話 を 聞い て 、 親 と 子 が 話し 合う こと が いか に 大 切 か が 分 か り ま し た 。 私 も 先生 
の 話 が きっ か け で 、 子 供 た ちと 話す よう に な り ま し た 。 

1. た ば こ を や め る こと / 彼女 に や め た 方 が いい と 言わ れ た … 

2. 食べ 物 と 健康 / 友人 が 入院 し た 一 

3. 運動 する / 体重 が 増え た 一 
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RI 新しい 言葉 | 


市 張 スル も うす ぐ 除 落 スル 
いま だ (に ) 不明 + 遺言 スル 
落ち 着く 給与 算 進 ス ル 
スト レス し まい に 定年 
ー ぞ 商社 
何より (も ) 嫌う 形見 
弄 海外 免税 店 
外出 スル パー ト 不便 + ナ ・ ニ 
や ご ころ か か えっ て ゆとり 
身の回り 比 室 電子 レン ジ 
沈 濯 機 電化 製品 デジ タル 
行き 帰り = ビル あちら に あら 
気 に す る 気が付く あと ~ 
いら いら スル 合わ せる 用 計 
沸か す イシ スタ ント 注ぐ 
に ら め っ こ ぇ メル は ず 試す 
正確 ナ ・= 気に入る 適う 

る | いっ し ょ に 考え まし ょ う 


1. いつ も 時 計 を 持っ て いま すか 。 

2. 時 計 が 便利 だ と 思う の は どん な と き で すか 。 

3. 時 計 を 何 度 も 見 る の は どん な と き で すか 。 

4. 時 計 を 持た な いで 生活 で きる と 思い ます か 。 

5. も し 世界 中 の 時 計 が な く な っ た ら ど うな る で し ょ う 。 
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ーー わけ で は な い 
すい は ん き 

炊飯 益 

ひょう じ 


表示 スル 


し ゅ っ ちょ う 


出 


途中 の 突然 の 飛行 機 事故 で 、 主 人 が 亡くな っ て も うす ぐ 三 年 に 
な る 。 墜 落 の 原因 は いま だ に 不明 だ 。 遺言 も 残 きず 、 遺 体 も 帰っ て こ な 
か っ た 。「 時 間 に 追 われ る よう な 、 こ ん な 落ち 着 か な い 生 活 は も う 嫌 だ 。 
給与 も 算 進 も 要ら ん 。 こ ん な 調子 で 仕事 を 続け て くい たら 、 スト レス で 
し まい に は 死ん で し まう 。 定 年 に な っ た ら 田 舎 に 引っ 込ん で 、 時 計 と は 
縁 の な い 生活 を する ぞ 」 商 社 に 就 職 し て 二 十 年 に な る 主人 は 、 繰 り 返 
し こん な こと を 言っ て いた 。 時 間 に 追 われ る 毎日 を 何より も 嫌っ て いた 
その 主人 が 私 に 残し て くれ た 形見 は 、 長 く 愛 用 し て いた 古い 型 の 腕時計 
で あっ た 。 海 外出 張 前 に 「 空 港 の 免税 店 で 新しい の を 買う か ら 」 と 言っ 
て 残し て いっ た 古い 腕時計 は 、 今 も 休ま ず 動 いて いる 

主人 を 亡くし て か ら 、 私 は 外出 する と きも パー ト に 出る と きも 時 計 を 
持っ て いか な いこ と に し た 。 和 初め は 少し 不便 だ と 感じ る こと も あっ た が 、 
慣れ て くる と 不便 どこ ろか 、 か えっ て 生活 に ゆとり きえ 出 て きた 。 時計 
を 持た な く な っ た か ら と いっ て 、 時 間 の こと を 全然 考え ず に 生活 し て い 
る わけ で は な いし 、 身 の 回 り に 時 計 が 一 つも な いわ け で も な い 。 私 の 半 
室 に は 目覚 し 時 ほ 計 が ある し 、 ビデ オ や 電子 レン ジ 、 そ れ に 炊飯 器 や 殖 浴 
機 な どの 電化 製品 に まで デジ タル 家 示 の 時 計 が 付い て いる 。 パー ト の 行 
き 帰 り に も 、 駅 や 銀行 の ビル な ど 、 あ ちら こち ら に ある 時 計 を 見 て 、 時 
問 を 確か め る こと が で きる 。 

時 計 を 持た な く な っ て 、 私 は 自分 が 前 ほど 時 間 を 気 に し な く な っ て い 

の に 気が付い た 。 ま ず 、 歩 き な が ら 「 約 束 の 時 間 ま で あと 何 分 」 と 


wn 


wn 


に 
ko 


張 墜 * 落 * 原 * 遣 * 言 与 昇 * 要 * 田 舎 縁 就 
* 嫌 * 形 免税 * 店 回 皇 * 覚 炊 稚 洗濯 製 * 表 
示 


つか う 


[つか う ] 


何 か に せき 立て られ て 何 度 も 何 度 も 時 計 を 見 る こと が な く な っ た 。 ま た 、 
急ぐ 用 事 も な い の に 電車 を 待ち な が ら 何 回 も 時 計 を 見 て いら いら する こ 
と も な く な っ た し 、 時 計 を 合わ せる 必要 も な く な っ た 。 

昔 か ら 腹 時 計 な ど と 言う が 、 私 も 時 計 を 見 な く て も だ いた い 時 間 が 分 
か る よう に な っ た 。「 も うそ ろ る そろ ニュ ー ス の 時 間 だ ろう 」 と 見 当 を 付け 
る と 、 そ れ が 大 きく は 間違っ て いな い 。 風呂 を 沸か し た り イ ンス タン ト 
ラー メン に 湯 を 注い で 時 間 を 待つ と きも 、 今 で は 時 計 と に ら め っ こし な 
く て も よく な っ た 。「 も う で き て いる は ず だ 、 だ いた い 三 分 くら い 経っ た 
か ら 」 と 、 試 し て みる つも り で 時 計 を 見 る と 、 そ れ が ほ ば 正確 だ か ら で 
ある 。 私 は こん な 生活 が 気に入っ て いる 。 ' 

主人 は 出発 前 に どん な 時 計 を 買っ た の だ ろう か 。 時間 に 追わ れる よう 
な 気持 ち で 、 何 度 も 何 度 も その 時 計 を 見 て いる と き に 事故 に 遣っ た の で 
は な い の だ ろう か 。「 田 舎 に 引っ 込ま な く て も 、 時 計 と 縁 の な い 生 活 は で 
きま す よ 」 私 は 今日 も 主人 の 形見 に そう 語り か け て いる 


* 回 腹 * 風 呂 沸 湯 * 注 * 試 年 * 確 遭 + 今日 * 店 


69 


て う 
に 


答え まし ょ う 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


の の PR Wo to = 


御主人 は 、 い つ 、 ど うし て 亡くな っ た の で すか 。 

御主人 は どう し て 時 計 を 残し て いき まし た か 。 

御主人 が 何より も 嫌っ て いた の は 、 ど ん な こと で し た か 。 

御主人 は 定年 後に どん な 生活 を し た いと 言っ て いま し た か 。 

この 人 が 時 計 を 持た な く な っ た の は いつ か ら で す か 。 

時 計 を 持た な く な っ て 、 か えっ て 生活 に ゆとり が 出 て きた の は どう し て で す 
か 。 


7. 今 、 時 計 と に ら め っ こし な く て も よく な っ た の は 、 ど うし て で すか 。 


また 、 時 計 を 見 な いで 、 ど ん な こと が で きる よう に な り ま し た か 。 


8. 御主人 の 時 計 を 見 な が ら 、 こ の 人 は どん な こと を 時 計 に 話し か け て いま すか 。 
9. 今 、 時 間 に 追 われ て 生活 し て いま すか 。 そ れ は どう し て で すか 。 
10. 時 計 を 持た な いで 生活 し た いと 思い ます か 。 そ れ は どう し て で すか 。 


Al 
例 : 


【/| 使い まし ょ う 


「 一 は ず だ 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 

田中 さん の 家 か ら こ こま で は -- 時 間 く らい か か り ま す 。 

A: 田中 さん は まだ で すか 。 も う 三 時 に な り ま す よ 。 

B: 二 時 前 に 家 を 出 た そう だ か ら 、 も うす ぐ 来 る は ず で す よ 。 


1. ジョ ン さ ん は 日 本 語 を 三 年 間 勉 強し まし た 。 


A: ジョ ン さ ん に 出す 手紙 な ん で す が 、 日 本 語 で いい で し ょ うか 。 
B: か ら 、 は ず で す よ 。 


2. 田中 さん に は 、 き の う 「 あ し た は 学校 は 休み で す 」 と 言い まし た 。 


A: 田中 さん は 、 今 日 は 学校 が 休み だ と いう こと を 知っ て いる で し ょ う ね 。 
B: 。 か ら 、 (は が で まま 。 


3. 田中 きん は 、 き の う 「 あ し た は 家 に いま す 」 と 言っ て いま し た 。 


A: 田中 きん に 電話 し よう と 思っ て いる ん で す が 。 
B: か ら 、 は ず で す よ 。 


4. 田中 さき ん は 、 き の う 「 あ し た は 家 に いま せん 」 と 言っ て いま し た 。 


A: 田中 さん に 電話 し よう と 思っ て いる ん で す が 。 
B: か ら 、 は ず で す よ 。 


5. 今 、 四 時 五 十 信 分 で す 。 次 の バス は 五 時 で す 。 


A: バス 、 な か な か 来 ま せん ね 。 ど うし た ん で し ょ う 。 
B: か ら 、 は ず で す よ 。 
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つか う 


回 「 て か ら と いっ て 、 わ け で は な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 毎日 学校 へ 来 て いる か ら と いっ て 、 日 本 語 が 上 手 に な る わけ で は な い 。 


肩書 き が 立派 だ か ら と いっ て 、 わけ で は な い 。 
ね だ ん が 安い か ら と いっ て 、 わけ で は な い 。 

語 を 使っ て いる か ら と いっ て 、 わけ で は な い 。 
日 本 に 来 た か ら と いっ て 、 わけ で は な い 。 


か ら と いっ て 、 漢 字 が 読め な いわ け で は な い 。 
か ら と いっ て 、 ま ずい わけ で は な い 。 

か ら と いっ て 、 新 聞 が 読め る わけ で は な い 。 
か ら と いっ て 、 友 達 に な れる わけ で は な い 。 


OCR SNO2U ECO nt 


「ー ど ころ か ~ー さ え ~ な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : A: 漢字 は いく つぐ らい 読め ます か 。 
B: 漢字 どこ ろか 、 ひ ら が な さえ まだ 読め な いん で す 。 


1. A: よく 外国 旅行 に 行か れる の で すか 。 
B: どこ ろか 、 さ ぇ 行っ た こと が あり ませ ん 。 
2. A: この 方 の ご 住所 を ご ぞ ん じ で すか 。 
B: どこ ろか 、 さえ ぇ 分 か り ま せん 。 
3. A: 料理 が で き な い と いっ て も 、 焼 き そ ば ぐら い 作 れる で し ょ う 。 
B: いい え 、 どこ ろか 、 さえ ぇ 作れ ませ ん 。 
4. A: よく 本 を 読み ます か 。 
B: 忙し く て どこ ろか 、 さえ 読め な いん で す 。 
5. A: も うし ゅ くだ い は で きま し た か 。 
B: 今日 は 頭 が 痛く て どこ ろか 、 
まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
て か ら 、 生活 を し て いる 。 初め は 。 時 計 を 持 
た だ なくなっ て か ら な っ た し 、 も な っ た 。 私 は が 


気に入っ て いる 。 


話し まし ょ う 

和 A 第 13 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 

「『 時 計 と 緑 の な い 生 活 』 は 、 田 舎 で な ら 考 えら れ て も 、 都 会 で は で き な い と 思 
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第 13 課 


いま す 。 私 は 電車 の 運転 を し て いま す が 、 私 の 運転 する 電車 が 五 分 習 く な っ て も 
大 きい 声 で 怒る お 客 さ ん を 見 る と 、 時 計 は 必要 だ と 思い ます 」 


B| 私 た ちの 毎日 の 生活 で 、 要 ら な いと 思う 機械 は 何で すか 。 
2 書き まし ょ う | 
IAl-1 か ら 、 こと に し た 。 初め は が 、 慣 れ て くる と 


どこ ろか 、 か えっ て 8 
例 : 自分 の 時 計 を 持っ て 歩か な いこ と に し た 
ー いろ いろ な 所 に 時 計 が ある か ら 、 私 は 自分 の 時 計 を 持っ て 歩か な いこ と に し 
た 。 初 め は 不便 な こと も あっ た が 、 慣 れ て くる と 不便 どこ ろか 、 か えっ て ゆ と 


り を 持っ て 生活 で きる よう に な っ た 。 
1. エレ ベー ター を 使わ な いこ と に し た ーー 
2. 車 を 使わ な いこ と に し た 一 

テレ ビ を 見 な いこ と に し た 一 


[Al-2 か ら と いっ て わけ で は な いし 、 わけ で も な い 。 
例 : 時 計 を 持た な く な っ た 
ー 時 計 を 持た な く な っ た か ら と いっ て 時 間 の こと を 全然 考え を な いで 生活 し て い 
る わけ で は な いし 、 身 の 回 り に 時 計 が 一 つも な いわ け で も な い 。 
1. デレ ビ を 見 な く な っ た 一 
2。 田舎 で 生活 し て いる 一 
3. 教室 で 日 本 語 を 使わ な い 一 
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子供 の ころ 、 何 に な り た いと 思っ て いま し た か 。 
だ れ か に 会 っ た こと が きっ か け で 何 か を 始め た こと が あり ます か 。 

何 か の きっ か け と な っ た 経験 が あり ます か 。 そ れ は どん な こと で すか 。 
言葉 が 何 か の きっ か け に な っ た こと が あり ます か 。 
その ほか に 何 か 影 響 を 受け た こと は あり ます か 。 


川上 良 円 さん は 若い お 坊さん で ある 。 富士 山 の 見 える 町 に 生ま れ 、 豊 
か な 自然 の 中 で 育っ た 。 山 を 歩い て 動植物 の 写真 を 撮る の が 何より の 趣 
味 だ と いう 良 円 さん は 、 高 校 を 卒業 する ころ まで は 母校 で 自然 科学 の 教 
師 に な り た いと 考え て いた 。 し か し 、 家 が 祖父 の 代 か ら 寺 で あっ た こと 、 
? さら に 父親 に 強く 勧め られ た こと な ど が 理由 で 仏 教 の 大 学 に 入っ た 。 

父親 の 良恵 さ ん は 、 自 分 の 苦い 経験 か ら 「 戦 争 は いけ な い 。 ど ん な こ 
と を し て で も 、 平 和 は 守ら な けれ ば な ら な い 」 と いつ も 言っ て いた 。 そ 
し て いろ いろ な 所 へ 出かけ て いっ て は 、 自 分 の 戦争 体験 や 平和 の 大 切 き 
に つい て 話 を する の が 自分 の 仕事 だ と 考え て いた 。 良 円 きん は そん な 父 
e 親 を 見 て 、 た だ 自然 が 好き な だ け の 気 の 刷 い 自分 に 父 と 同じ よう な 活動 
な ん て まさ か で きる は ず が な いと 思っ て いた 。 

大 学 を 卒業 する 春の こと だ っ た 。 あ る 写真 の 展覧 会 で 、 一 枚 の 衛 曲 写 
真 に 添え られ た 文字 が 目 に 留まっ た 。 そ し て 、 そ の 短い 文章 と の 出会い 
が 良 円 きん の 和信 生 を 変え た 。 


s  「 遠 く 離 れ た 宇 笛 か ら 見 た 地球 は と て も 美 し い 、 夜 空 に 浮か ぶ 小 さ 
な 青い 球 だ 。 そ の 上 で 争 い 、 血 を 流し 合っ て いる な ん て 本 当 に ば か ば 
か し い 。 国 や 民族 が 違っ て も 、 み ん な ヒト と いう 同じ ー つ の 種 な の だ 
か ら 」 


う 


小さき い 青 い 球 の 上 の 生き 物 宇宙 飛行 十 の 言葉 に 、 そ うか 、 そ れ が 
xs 自分 た ち だ っ た の か 、 と 良 円 きん は 思っ た 。 毎 日 見 て いる 富士 山 も 周り 


* ト 上 * 良 坊 * 富 士 * 由 * 自 撮 科 師 * 父 寺 和 勧 仏 
恵 弱 展 覧 枚 衛 * 星 添 文 * 留 章 宇 笛 * 美 
* 夜 * 空 浮 * 街 血 流 民 種 * 土 周 
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で あう 


に 


の 家 も 人 も 、 宇 宙 か ら 見 た ら ー つ の ちっ ぽ け な 球 な の だ 。 

良 円 さん は 、 一 年 ほど 前 か ら 、 町 に 住み 始め た ベト ナム の 人 た ちと 一 
緒 に 畑 を 作っ て みよ うと 思い 立っ た 。 了 戦争 の ため に 国 を 離れ て 新しい 貸 
に 移り 、 一 生 懸 命 に 生活 し よう と し て いる 人 た ち で ある 。 畑 作り の ア 
イデ ィ ア を 町 の 人 た ち に 話し て みた と ころ 、 土地 を 提供 し て くれ る 人 、 
野菜 の 種 を 分 け て くれ る 人 、 畑 仕事 の 道具 を 貸し て くれ る 人 が 次 々 に 出 
て きた 。 そ ん な 反応 に 気 を 良く し た 良 円 さん は 、 あ ちら こち ら へ 行き 、 
いろ いろ な 人 に 接 助 を 求め 、 そ し て 週末 に ! は 朝 か ら ベ トナ ム の 人 た ちと 
畑 に 出る よう に し た 。 ベ トナ ム の みん な は 大 喜び だ っ た 。 怪 か し いふ る 
さと の 野菜 が 栽培 で きる な ん て 瞬 の よう だ と 言う お ば あさ ん が いた 。 工 
場 の 仕事 で どん な に 疲れ て いて も 、 野 葉 畑 の お か げ で 元気 に な れる と 言 
う 若者 も いた 。 初めて で きた 野菜 を 協 力 し て くれ た 町 の 人 た ち に 分 け 
て 、 食べ て も ら っ た 。 そ うし て いる うち に 、 喜 ん だ 町 の 人 の 中 か ら 、 も っ 
と 広い 土地 を 貸 そ うと 言っ て くれ る 人 や 、 一 緒 に 注 を 流し た いと いう 若 
者 も 現 れ た 。 15 
良 円 きん は 今 、 父 親 と は 違っ た 形 で 平和 の た め に 自分 に で きそう な こ 

と は 何だ ろう か と 、 ま じ め に 考え 始め た と ころ で ある 。 


wn 
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第 1 


4 


端 


答え まし ょ う 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


川上 さん が 自然 科学 の 教師 に な り た いと 思っ て いた の は どう し て で すか 。 
川上 さん の お 父さん は どん な 活動 を し て いま すか 。 

展覧 会 の 写真 を 見 て 川上 さん は どう 思い まし た か 。 

そし て 、 何 を する こと に し まし た か 。 

どう し て 川上 きん の 町 に ベト ナム の 人 が いる の で すか 。 

町 の 人 た ち は ど ん な 協力 を し て くれ まし た か 。 

ベト ナム の 人 た ち は 何 と 言っ て 喜び まし た か 。 

野菜 を も ら っ た 町 の 人 た ちの 中 か ら ど ん な 人 が 出 て きま し た か 。 

川上 きん の よう な 人 を 知っ て いま すか 。 そ の 人 は どん な こと を し て いま すか 。 
平和 の た め に で きる こと は 何だ と 思い ます か 。 


使い まし ょ う | 


AI 


例 : 


tn $$ oo ト う 只 


0 


例 : 


1. Ai 
B: 


「 こ て は 一 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
彼 は いろ いろ な 所 へ 行っ て は 写真 を 撮っ て いま す 。 


家族 の 写真 を 見 て は o 
父 が 好き だ っ た 音楽 を 聞い て は っ 
体重 を は か っ て は _ _ 。 
父 は お 酒 を 飲ん で は 。 


て は を 思い 出し て いる 。 


「 ま さか 一 は ず が な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
A: 小林 きん が あの マン ショ ン を 買う と 言っ て いた そう で す よ 。 
B: あん な 高い マン ショ ン が まさ か 買え る は ず が あり ませ ん よ 。 


っ 


青山 きん が 入院 し た と いう の は 本 当 で すか 。 
そん な こと な いで し ょ う 。 あ ん な に 元気 だ っ た 人 が まさ か は ず 
が あり ませ ん 。 
これ 、 も う 動 きま せん 。 
ええ っ 。 きのう 買っ て きた ば か りな の に 、 ま さか は ず が あり ま 
せん 。 
都会 の 中 に 野菜 畑 が ある そう で す 。 
だ れ に 聞い た ん で すか 。 ま さか は ず が あり ませ ん 。 
まだ で し ょ うか ね 。 
何 度 も た の ん だ の で すか ら 、 ま さか は ず が あり ませ ん 。 
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で あう 


5. A: 上 手 な 絵 で すね 。 息子 きん が お か まき に な っ た の で すか 。 
B: まさ か は ず が あり ませ ん 。 


[C| 「 て た と ころ 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 先生 に うか が っ て みた と ころ 、 分 か ら な いと いう 返事 で し た 。 


1. 空港 に 電話 を し て 聞い て みた と ころ 、 8 

2. 実際 に 行っ て みた と ころ 、 ほど Ss 

3. で きる か どう か 聞い た と ころ 、 と いう こと で し た 。 
4. 市 役所 で 調べ て も ら っ た と ころ 、 。 

5. た ば こ に 火 を つけ よう と し た と ころ 、 


[ 陣 「 こ うち に 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 何 回 も 練習 し て いる うち に だ ん だ ん 分 か っ て きま し た 。 
朝 の うち に 
若い うち に _ 。  。 
元気 な うち に 8 
暗く な ら な いう ち に 0 
忘れ な いう ち に _ 。 。 。 
いろ いろ 考え て いる うち に 8 
話し 合っ て いる うち に ちら 
日 本 で 生活 し て いる うち に o 


まとめ まし ょ う 


下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
川上 さん は まで は と 思っ て いた 。 そ の 気持 ち が 変 わっ た 
の は か ら だ っ た 。 そ れ が きっ か け で て みよ うと いう 気持 ち 
に な っ た 。 み ん な に 喜ん で も ら っ て と まじ め に 考え 始め て いる 。 


| 語 し まし ょ う | 
[Al 第 14 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 

「 良 円 さき ん の よう な 人 を た くさ ん 知っ て いま す 。 で も 、 一 人 の 力 は 小さ な も の だ 
か ら 、 そ ん な 人 が 何人 いて も 世界 は 今 と 同じ で す 。 自分 が 満足 する た め に 働い て 
いる の な らい い の で す が . . … 」 
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第 14 課 


回 | 大 切 に し て いる 人 や 物 と の 出会い に つい て 話し て くだ さい 。 


1 


例 : 


3. 


4 | 書き まし ょ う 


て は て いる うち に 、 に な っ た 。 そ こ で 
と て みた と ころ 、 8 


草花 の 写真 を 撮る ⑦ その 絵 を か く 

ー 山 を お いて は そこ に 生え て いる 草花 を 見 て いる うち に 、 草花 の 写真 を 撮る よ 
うに な っ た 。 そ こ で 今度 は その 絵 を か こう と 思っ て か いて みた と ころ 、 前 より 
草花 の こと が よく 分 か る よう に な っ た 。 


絵 を 見 る ⑦ 自 分 で か く 一 


自分 で ケー キ を 焼く 攻 ケ ー キ の 店 を 始め る 一 
ダイ エッ ト の 研究 を する み それ を 本 に 書く 一 

て いる 。 私 は そん な を 見 て 、 ま さか は ず が な 
いと 思っ て いた 。 そ ん な 気持 ち が 変わ っ た の は が きっ か け だ っ た 。 


移 が いろ いろ な 所 へ 行っ て 、 平 和 に つい て 話 を し て いる 。 

ーー 父 が いろ いろ な 所 へ 出かけ て いっ て 、 平 和 に つい て 話 を し て いる 。 私 は そん 
な 父 を 見 て 、 ま さか 自分 に そん な こと が で きる は ず が な いと 思っ て いた 。 そ ん 
な 気持 ち が 変 わっ た の は 一 枚 の 写真 を 見 た の が きっ か け だ っ た 。 

女 が や せよ うと た いそ う を し て いる ーー 

友達 が 毎日 五 キ ロ 走 っ て いる ーー 

母 が 新聞 に よく 投書 し て いる 一 
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第 15 課 [わか りあ う ] 


md 新しい 言葉 


た び は し ょ うし ょ う ひ じょう 
旅 の 取 ( は か き 捨 て こと わざ 少 々 非常 ナチ ・ ニ 
こん な ん か ぎ うえ きび 
困難 ナ 中 る その 上 厳し い 
じょう げ か ん け と きだ わく ぶ れい こう 
関 定め る 枠 無礼 
ひょう げん げん ざい か い ぎ こ じん て でき 
現 ス ル 現在 会 個人 的 ナ ・ ニ 
め うえ め し た の 
目 上 目 述べ る し っ か り ( と ) ぇ メル 
き こわ いき ぬ ささ 
決め る 壊れ る 息抜き スル 支え る 
げん だ い ぜん た い し ゅ うだ ん ち つ し じ ょ 
現代 全体 = ミ 秩序 
で き あ あい か か ちょ う ひら し ゃ いん 
出来 上 が る 相変わらず i 平 そ 
み ぶん だ : で み だ 
身分 (に) し た が っ て 縦 L す 
き い が い む か ん し ん 
か か わり [か か ゎ る ] 気 に か ける ー 以 外 無関心 ナ ・ ニ 
き づ ひ と ひ きき 
気付 く ふり 取り 引き スル (取り 引き ) 先 
あわ ゆず な い ど ぞ く 
慌て る 時 6 態度 属す る 
り えき りつ た だ いっ ぱ ぽう か ん し ん 
利益 規律 正 し い 一 方 心 
い し き な げ て いね い 
意識 スル 扱 い [ 扱 う ] 嘆き [嘆く ] 丁寧 ナ ・ ニ 
あき う い り か い 
た だ し 明らか ナ ・ ニ 受け 入れ る 理解 スル 
けっ も の つく あ 
決し て (一 な い ) よそ 者 な か な か 作り 上 げ る 
ーー ま い 
【:】| いっしょ に as = ミ 
いっ し ょ に 考え まし ょ う | 
1. 皆さん の 国 に は 外国 人 が た くさ ん いま すか 。 
2. これ まで に 「 外 人 」 と 呼ば れ た こと が あり ます か 。 
3. 皆さん の 国 に も 「 外 人 」 と いう 言葉 が あり ます か 。 
4. 日 本 人 と すぐ 友達 に な れ ま すか 。 
5. 日 本 人 の 友達 と その ほか の 国 の 友達 と で は 、 ど ちら が 多い で すか 。 


79 


MO 
許さ れる と いう 意味 だ 。 昔 の 日 本 で は 旅 に 出る こと は 非常 に 困難 な こ 
だ っ た 。 多く の 人 は 生ま れ た 土地 を 離れ られ ず 、 死 ぬ ま で 限ら れ た 所 に 
住み 、 そ の 上 、 厳 し い 上 下関 係 の 中 で 生き て いた 。 旅 は その 定め られ た 
。 捧 か ら 出 られ る 、 た だ 一 つの 機会 だ っ た わけ だ 。 そ れ で 、 旅 に 出 た ら 少 
し ぐら い の 自由 は 許さ れ て も よい と 考え た の だ ろう 。 
無礼 講 と いう 言葉 も ある 。 古く か ら 使わ れ て いる 表現 で 、 現 在 で も 
「 今 日 は 無礼 講 で . . . 」 と 言わ れれ ば 、 会 議 の 席 で も 個人 的 な 集まり で 
も 、 そ の と きだ け は 相手 が 自分 より 目 上 か 日 下 か な ど は 忘れ 、 少 し ぐら 
e い の 和 失礼 が あっ て も 気 に せ ず 自分 意見 を 信 べ る こ と が で きる 。 し か し 
この と き が 過ぎ れ ば 、 ま た 厳し い 上 下関 係 に 戻ら な けれ ば な ら な い 。 
し っ か り と 決め られ た 社会 の 李 が 長く 壊れ ず に 続い て きた の は 、 無礼 講 
の よう な 息抜き が これ を 支え て きた か ら な の だ ろう 。 
現代 の 日 本 で は 、 社 会 全体 と し て の 上 ド 関 係 は ほとん ど な く な っ た よ 
うに 見 える 。 と は いう も の の 、 昔 と は また 違 章 っ た 集 団 の 秩 虐 が し っ か り 
と 出来 上 が っ て いる 。 そ の 一 つが 会 社 で ある 。 会 社 の 中 で は 相変わらず 、 
社長 、 部 長 、 課 長 、 平 社員 と いう 身分 に し た が っ て 疑 の 関係 が 厳し く 守 
られ 、 そ れ を 乱 そ うと する 者 は あま り い な い 。 と ころ が か 会社 と か か わり 
の ある 人 間 関 係 は 気 に か ける の に 、 そ れ 以 外 の 人 に 対し て は 無関心 で あ 
2 る こと も 多い 。 電車 の 中 で 、 お 年 寄り が 立っ て いて も 気付 か な いふ り を 
し て お き な が ら 、 会 社 の 上 司 や 取り 引き 先 の 人 が 乗っ て くる と 、 慌 て て 


恥 捨 常 * 困 * 難 限 厳 * 下 * 定 枠 * 無 講 * 現 在 
述 戻 壊 * 息 抜 支 * 集 団 秩 序 課 * 平 縦 乱 
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席 を 譲っ た りす る こと さえ ある 。 こ の よう な 態度 は 「 ウ チ 」 と 「 ソ ト 」 
と いう 関係 か ら 説明 で きる 。 自 分 の 属し て いる 社会 、 自 分 の 利益 に 直接 
か か わる グル ー プ を 「 ウ チ 」 と いい 、「 ウ チ 」 の 者 に 対し て は 規律 正しく 
その 折 序 を 守る よう に する 。 一 方 、「 ソ ト 」 に 対し て は 「 ウ チ 」 に 対す る 
ほど の 関心 を 持た な い 。 

外国 人 の こと を よく 「 外 人 」 と いう が 、 こ れ も や は り 同 じ よ うな 意識 
か ら 出 た 言葉 だ ろう 。 何 年 日 本 に 住ん で いよ うと 、 日 本 人 より 日 本 的 で 
あろ うと 、 い つま で も 「 外 人 」 扱い きれ る と いう 嘆き を 聞い た こと が あ 
る 。「 日 本 人 は 確か に 大 変 丁寧 だ が 、 た だ し それ は お 客 様 に 対す る 丁寧 
き で ある こと は 明らか で 、 自 分 た ちの 社会 に 受け 入れ て 理解 し 合 お うと 
は 、 決 し て し て くれ な い 」 と いう 嘆き だ 。「 よ そ 者 」 と いう わけ で ある 。 
この よう に 「 ソ ト 」 の 者 を な か な か 「 ウ チ 」 へ 入れ よう と し な い の は 、 
そう する こと で し っ か り 作り 上 げ ら れ た 「 ウ チ 」 社 会 を 壊す まい と し て 
いる か ら な の だ ろう 。 

これ は 日 本 だ け の こと だ ろう か 。 9 


譲 態 属 益 規律 * 方 扱 嘆 * 丁 寧 竹 * 明 解 
* 決 
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課 


答え まし ょ う 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


I UF 0 トト = 


昔 の 社会 は どん な 社会 で し た か 。 

昔 の 人 に と っ て 、 旅 は どん な 機会 だ っ た の で すか 。 

「 無 礼 講 」 と は 、 ど ん な こと で すか 。 

どう し て 社会 の 枠 が 長く 壊れ ず に 続い た の で すか 。 

現代 の 日 本 で 厳し い 上 下関 係 が 見 られ る の は どん な 集団 で すか 。 

「 ウ チ 」、「 ソ ト 」 と は 何 の こ と で すか 。 

この 人 は 日 本 に 住ん で いる 外国 の 人 か ら ど ん な 嘆き を 聞い た こと が あり ます 
か 。 
どう し て 日 本 人 は ソト の 人 た ち を ウチ に 入れ よう と し な い の で すか 。 
ウチ 、 ソ ト の 区 別 が ある の は 日 本 だ け の こと だ と 思い ます か 。 

どう し て この よう な 区 別 が ある の で すか 。 


使い まし ょ う 


tn Fk ow YD 中 


「ー わ け だ 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


時 間 に 追 われ た く な いか ら 、 時 計 を 持た な く な っ た わけ で す 。 
若者 を お 年 寄り に 紹介 する た め に 、「 お と し より 公社 」 を 作っ た わけ で す 。 


か ら 、 留 学 す る こと に し た わけ で す 。 

か ら 、 仕 事 を や め る こと に な っ た わけ で す 。 

た いと 思っ て 、 新 し い 家 を さがし て いる わけ で す 。 
うと 思っ て 、 こ こ に 集まっ て いた だ いた わけ で す 。 
の で 、 ア ン ケ ー ト を お 願い し て いる わけ で す 。 


「 一 と いう わけ だ 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


: A: きのう は さい ふ を な くし た り 、 駅 で ころ ん だ り し て 大 変 で し た 。 


B: きのう は あま り い い 日 で は な か っ た と いう わけ で すね 。 


あの う 、 き っ き の お 話 に つい て 、 い ろ い ろ 質 問 が ある の で す が . . .。 
と いう わけ で すね 。 
この 仕事 は 区 し そう だ し 、 時 間 も な い し 、 私 に は . . .。 
と いう わけ で すね 。 
ご めん な さい 。 き の う は 出かけ て し まっ て 、 家 に いな か っ た の で す 。 
ああ 、 そ れ で と いう わけ で すか 。 
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OM REW か 


わか りあ う 


4. A: トム さん は 今度 新しく 車 を 買っ た そう で す よ 。 


B: ああ 、 そ れ で と いう わけ で すか 。 
5. A: リン さん は 料理 学校 に 行き た いと 言っ て いま し た よ 。 
B: つま り と いう わけ で すか 。 


「 一 な が ら 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 来る と 約束 し て お き な が ら 、 け い 子 さん は 来 ま せん で し た 。 


1. 日 本 語 が で き な い と 言い な が ら 、 。 

2. た ば こ が 体 に 悪い と 分 か っ て いな が ら 、 0 
3. いつ も 人 の 世話 に な っ て お き な が ら 、 o 

4. あの 人 が どこ に いる か 知っ て いな が ら 、 。 
5. 今度 は 自分 で や る と 約束 し て お き な が ら 、 。 


「ー し よう と 一 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 何 年 日 本 に 住ん を で いよ うと 分 か ら な いこ と が あり ます 。 


1. どこ の だ れ と 結婚 し よう と 
2. 何 が あろ うと 決し て 6 

3. 何 年 か か ろう と o 

4. だ れ が 何と 言 お うと 。 5 

5. だ れ が 来 よう と 5 


DD 「 て まい 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : も う 二 度 と お 酒 は 飲む まい と 思っ た の に 、 ま た 飲ん で し まい まし た 。 


1. まい と 思っ た の に 、 休 ん で し まい まし た 。 
2. まい と 思っ て いた の に 、 ま た 悪い こと を 言っ て し まっ た 。 
3. まい と 思っ た の に 、 ま た 同じ レス トラ ン へ 行っ た 。 
4. まい と 決め て いた の に 、 。 
5. まい と 思っ て いた の に 、 2 
| まとめ まし ょ う | 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
昔 の 日 本 人 は に 生き て いた 。 今 の 社会 に も 区 別 が ある 。 
例え ば と いう の が 「 ウ チ 」 と 「 ソ ト 」 の 考え 方 で ある 。 外国 人 を 「 外 
人 」 と 呼ん で 「 ウ チ 」 へ 入れ よう と し な い の も 8 
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第 15 


端 


話し まし ょ う 
第 15 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 


「 私 も 長く 外国 で 生活 し た が 、 自 分 た ちの 秩序 を 乱 き れ な いよ うに する の は 、 当 
た り 前 の こと 。 何 年 日 本 に 住ん を で いて も 、 い つま で も 「『 外 人 』 だ と いう 人 に 、 自 
分 の 国 の こと を 考え て ほし い 。 や っ ぱり 、 ウ チ と ソト が ある は ず だ 」 


上 B| 外国 で 生活 し た こと で 、 も の の 見 方 や 考え 方 が 変わ り ま し た か 。 ま た 、 そ ん な 話 
を 聞い た こと が あり ます か 。 


4 | 書き まし ょ う | 
Al-1 て も ふり を し て お き な が ら 、 と 、 慌 て て 


vo 


例 : 電車 で お 年 寄り が 自分 の 前 に 立つ 
ー 電車 で お 年 寄り が 自分 の 前 に 立っ て も 、 気 が 付か な いふ り を し て お き な が ら 、 
上 司 が 乗っ て くる と 、 慌 て て 席 を 譲る 。 
1. 道 で 先生 に 会 う っ 
妻 が 注意 する 一 
3. 課長 に 用 事 を た の まれ る ーー 


[Al-2 が 、 た だ し 、 そ れ は _ で あっ て 、_  。 
例 : 日 本 人 は 」 寧 だ 
ー 日 本 人 は 」 寧 だ が 、 た だ し 、 そ れ は お 客 に 対す る 丁寧 き で あっ て 、 自分 た ち 
の 社会 に は 入れ て くれ な い 。 
1. 田中 先生 は 厳し い 一 
2. トム さん は 英語 し か 話 き な い 一 
3. 山口 きん は よく 旅行 する 一 
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課 [が ん ば る ] 


用 新しい 言 | 

し な v む どう ろ つう きん 

市 向 か 道路 通勤 スル 

こ ん て ん し ん ご う あせ 

込む ノロ ノロ 運転 言 号 借 る 

それ に し て も バッ クミ ラー 映る 渋 潤 え ぇ ル 
い ち も ょ うし ょ く 

た まる 表 トー スト 明 食 
ちょ うか ん ) と お 

済ま せる ] さっ と 目 を 通す 

だ い じ し ゅ うじ つ 

大 事 ナ ・= 周 日 ー ま で も な い レポ ー ト 

し ょ る い ちゅ うし ょ く けい や く で 82 

書類 昼食 契約 スル 済む 

う あ きん む ちゅ うし ょ う 、 き ぎょ う 

打ち 合わ せ [ー 打 ち 合 わせ る ] 勤務 スル (中 小 ) 企 業 

せい ね ん けい え v けい えい し ゃ 

青年 経営 スル (経営 ) 者 セミ ナー 

し ゅ っ せき だ い り ま あ 

席 ス ル 代理 きり ぎり 間に合う 

きい ご ぶ か 

最後 = アポ イン ト 部 下 カラ オケ 
OR いち ぶ 

うま く や る 湯 清 油 一 部 ひど い 

れい じ べつ いっ こ だ と し ん 

宏 時 別 ニ 一 戸建て 都心 
し ャ た く ぶっ か だ か よ な か 

ロー ン 社宅 物価 高 世の中 
た いし ょ う ば い た か ら 

リス トラ スル 倍 補選 

あ De ひと いき 

当たる 茶漬 け すす る 一 息 つ く 

じゅ うぶ ん か いし ょ う い ね な 

十 分 ナ ・ ニ 解消 スル お っ と 居眠り スル 
な いた 

ク グラ クション 鳴ら す (一 た ) と ころ で 痛む 


KJ】| いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


電車 の 中 で 見 る 日 本 の サラ リー マン は どん な 様子 で すか 。 
それ を 見 て 、 ど う 思 いま すか 。 
日 本 の サラ リー マン は 日 曜日 を どの よう に 過ごす か 、 知 っ て いま すか 。 
日 本 で サラ リー マン を し て みた いで すか 。 
皆さん の 国 の サラ リー マン は どん な 生活 を し て いま すか 。 
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i PP いい WD デ 


.. 朝 六 時 半 、 市 内 へ 向かう 道路 は 、 通 勤 の 車 で も う 込 み 始 め て いる 。 
私 の 乗っ た バス も いつ も の よう に ノロ ノロ 運転 。 こ れ で 今日 一 日 の スト 
レス の 始ま り だ 。 こ の 間 の よう に 事故 で も あれ ば 、 会 社 へ 着く の が 、 ま 
た 一 時 間 以 上 遅れ て し まう 。 で も 、 信 号 が 赤 な ん だ か ら 焦 っ た っ て し よ 
う が な い 。 そ れ に し て も 、 バ ッ ク ミ ラー に 映る バス の 運転 手 さ ん の 顔 は 
落ち 着い た も ん だ 。 毎朝 の 渋 消 に すっ か りあ きら め て いる の だ ろう 。 朝 
夕 の 浅 滞 に いら いら する よう で は 、 ス トレ ス が た まっ て 胃 が い くつ あっ 
て も 足り な い だ ろ うか ら な 。 

今朝 も 急い で 出かけ て きた 。 起 きる と すぐ に トー スト に コー ビー の 測 
単 な 彰 食 を 済ま せ 、 朝 刊 に きっ と 目 を 通し て 家 を 出る 。 子 供 た ち は ま 
だ ゆう べ 帰 っ た と き と 同 じ よ うに よく 眠っ て いた 。 課長 に な っ て か ら 残 
業 が 増え 、 子 供 た ちの 顔 が ゆめ っ くり 見 られ る の は 週末 ぐら いし か な い 。 
その 大 事 な 休み も 、 付 き 合 い ゴ ルフ な ど で な く な っ て し まう こと が 多い 。 

週 日 の 忙し き は 言う まで も な い 。 昨 日 だ っ て そう だ っ た 。 午前 中 は 手 
: 紙 や ヤレ ポー ト な ど 書 類 の 山 を 片付け る 。 午 後 は 客 と 一 緒 に 峡 食 を と り 
な が ら 、 会 議 が ー つ 。 や っ と 契約 が 済み と 、 次 に また ほか の 打ち 合わ せ 。 
そし て 、 そ れ が 終わ っ た と き に は も う 五 時 。 勤 務 時 間 は ここ まで だ が 、 
SN NON 

に 出席 する た め 、 近 く の ホ テル へ 向かう 。 残し た 仕事 も ある が 、 
部 長 の 代理 と し て 出る の だ か ら 、 遅 れる こと は 許さ れ な い 。 セ ミナ ー 
は ぎり ぎり で 間に合っ た が 、 最 後 ま で いな いで 、 途 中 で アポ イン ト の 


wn 


つ 


3 


* 遅 焦 喘 渋滞 胃 “今朝 * 朝 * 済 刊 * 昨 日 * 征 
認 企 * 青 党 
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が ん ば る 


あっ た 客 を 迎え に 部 下 と 一 緒 に 駅 へ 向かっ た 。 客 に 会 っ て 食事 を し 、 そ 
の 後 は いつ も の カラ オケ へ 。 接待 は 苦手 だ 。 本 当 は や り た く な い の だ が 、 
これ も 商売 を うま く や る た め の ひ と つの 油 滑 油 、 仕 事 の 一 部 だ と あき ら 
め て いる 。 
接待 に ひど く 時 間 が か か っ た が 、 堆 時 近く に な っ て や っ と 客 を タク 

に 乗せ 、 自 分 も 別 の タク シー を 拾っ た 。 三 年 前 に 、 や っ と の 思い で 
手 に 入れ た 一 戸建て 。 都 心から 電車 で 一 時 間 ほ どの と ころ に ある 。 今 の 
給料 で は 、 家 の ロー ン を 払う の も 大 変 だ 。 会 社 に 近い 社宅 に 住め ゆば ずっ 
と 便利 な の だ が 、 子 供 た ち を 少し で も 広い と ころ で 育て よう と 思う と 、 
これ も 我慢 し な けれ ば な る まい 。 こ の 物価 高 の 世 の 中 、 家 族 を 支 を て い " 
く の も 楽 で は な い 。 そ の 上 、 い つり スト ラ の 対象 に な る か も し れ な い 時 
代 だ 。 そ ん な こと を 考え で いる と 、 疲れ が 倍 に な る 。 何 か いい こと は な 
い の だ ろう か 。 この間 買 っ た 宝 くじ で も 当たれ ば な あ 。 
SN 
ほっ と 一息 つく 。 一 日 で 一 番 落ち 着く 時 間 だ 。 も ちろ ん これ だ け で は 十 = 
分 な スト レス 解消 に は な ら な い が 。 

. お っ と 。 つ い 居 眠り し て し まっ た 。 運 転 手 ボ クラ クシ ョ ン を 鳴ら 
し て いる 。 き っ きま で の 落ち 着き は どう し た 。 い らい らし た と ころ で ど 
うに も な る まい 。 胃 が 痛む だ け だ よ 、 運 転 手 さ ん 。 お 互い 家族 の た め に 
まだ まだ 頑張 ら な きゃ な ら な いん だ 。 ゆっ くり 行こ うそ 。 今 日 も 、 一 * 
日 長い ん だ か ら 。 


wn 


潤 滑 油 零 価 象 倍 宝 潰 * 消 居 頑 * 張 


第 16 課 


| 答え まし ょ う 


4 
次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


この 人 が 今朝 出かけ る と まき 、 子 供 た ち は 何 を し て いま し た か 。 
子供 た ちの 顔 が ゆっ くり 見 られ な い の は どう し て で すか 。 
この 人 は 昨日 は ゆっ くり 昼食 を と る こと が で きま し た か 。 
どう し て 接待 を し な けれ ば な ら な い の で すか 。 

この 人 は 今 、 ど ん な 所 に 住ん で いま すか 。 

どう し て この 人 は 社宅 に 住ま な い の で すか 。 

どう し て 生活 が 楽 で は な い の で すか 。 

この 人 が -- 番 落ち 着く 時 間 は いつ で すか 。 

小さ いと き 、 お 父 き ん と ゆっ くり 話す 時 間 が あり まし た か 。 
忙し い サ ラリ ー マ ン た ちの 楽し み は 何 だ と 思い ます か 。 


OO @ 〇 = ひい ゆい つい トト も) = 


を 
= 


| 使い まし ょ う 
[IA 「 て よう で は 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : こん な こと で いら いら する よう で は 、 胃 が いく つ あ っ て も 足り な い 。 


1. こん な 簡単 な 漢字 も 読め な いよ う で は 、 o 

2. 自分 で 洗濯 や 料理 が で き な い よう で は 、 o 

3. 勉強 を し な いで テレ ビ ば か り 見 て いる よう で は 、 8 
4. 満員 電車 を 嫌がっ て いる よう で は 、 o 

5. 電話 も くれ な いよ う で は 、 あ の 人 は る 


国 「 て と 、~」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 早く 花 が きく よう に と 、 毎 日 水 を や っ て いる 。 


1. 少し で も や せら れる よう に と 、 o 
2. 体 が 丈夫 に な る よう に と 、 o 

3. いつ 帰っ て くる か と 、 o 

4. と 、 宝 くじ を 買っ て いる 。 

5. と 、 我 慢 し て いる 。 


[Cl 「 て た と ころ で 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし よう 。 

例 : どん な に 頑張 っ た と ころ で 、 社 長 に な れる わけ で は な い 。 
1. どん な に さがし た と ころ で 、 
2. どん な に し か っ た と ころ で 、 3 
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が ん ば る 


3. どん な に お 金 が あっ た と ころ で 、 o 
どん な に た と ころ で 、 分 か る まい 。 
どん な に た と ころ で 、 す ぐに は で き な い だ ろう 。 


D| 「- ま い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : も う 春 だ か ら 、 少 し 寒く な っ て も 、 雪 は ふる まい と 思う 。 


1. 丈夫 な 人 だ か ら 、 て も 、 まい と 思っ て いた 。 
2. 古い 友達 だ か ら 、 。 区 も 。 まい と 安心 し て いた 。 
3. こん な に 客 が いる の だ か ら 、 て も る 、 まい と 思っ た 。 
4. か ら 、 て も 分 か る まい と あき ら め た 。 
5. か ら 、 て も まい と 思っ て いた 。 
まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
サラ リー マン の 一 日 は 忙し い 。 朝 早く 家 を 出 て 、 た りす る 。 会 社 で 
の 仕事 が 終わ っ て も それ で 家 に 帰れ る わけ で は な い 。 な けれ ば な ら な 
い 。 こ ん な に 働く の は _。 ため だ 。 


話し まし ょ う 
[A 第 16 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 

「 サ ラリ ー マ ン は 面白 く な いと いう 人 が 多い で す が 、 私 は 定年 まで 楽し く 生 活 し 
まし た 。 今年 も 、 仕 事 で 友達 に な っ た ボブ さん に 招待 きれ て アメ リカ へ 行き ます 。 
サラ リー マン の 中 に は 、 暗 い 話 を する 人 が 多い で す が 、 私 の よう な 人 も お お ぜ い 
いま す 」 


則 | 大 会 社 に 勤め た いで すか 。 小 さく て も 自分 の 会 社 を 経営 し た いで すか 。 


4 書き まし ょ う 


Al-1 も し ば 、 て し まう 。 で も 、 の だ か ら 、 
_ て も し よう が な い 。 

例 : 事故 が ある / 信号 が 赤 だ / 焦ら な く て も いい 
も し 事故 で も あれ ば 、 会 社 へ 着く の が 一 時 間 以 上 遅れ て し まう 。 で も 、 信 号 が 
赤 な の だ か ら 焦 っ て も し よう が な い 。 
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第 16 課 


ー* 


試験 が で き な い / 結果 を 見 る まで 何 も で き な い / 心配 し な く て も いい 


1. 
2. 上 司 に 嫌 わ れる / 間違っ た こと は 言っ て で て いない / 仕事 を 変え られ て も いい 一 
3. 新しい 家 へ 引っ 越し する / 子供 の た め だ と あき ら め た / 遠 く な っ て も いい 一 
[Al-2 な ら で も いい の だ が 、 少し で も と 思う と 、 
例 : 広い 所 で 子供 を 育て よう と 思う と 、 会 社 の 近く の 社宅 に 住め な い 


ー 通勤 する だ け な ら 社宅 で も いい の だ が 、 少 し で も 広い 所 で 子供 を 育て た いと 
思う と 、 会 社 か ら 遠 い 所 で も 我慢 し な けれ ば な ら な い 。 

デパ ー ト で は だ め だ 一 
普通 の カメ ラ で は 撮れ な い 
今 あ る 辞書 だ け で は いけ な い 


1. 安く て いい 物 を 買い た けれ ば 、 
2. いい 写真 を 撮り た いと 思う と 、 
3. 難し い 物 を 読み た いと 思う と 、 


ー* 


ー テ を 
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(第 1 7 課 


[わけ る 」 


は せい か く 
ー 通 り 性 4 タイ プ 
けつ えき い が い に ん き 
血液 意外 ナ ・ ニ 人 気 
お も うぅ 
と いう の も 思い 浮か べ る 
お お や け お も 
公 ニ ルー ル 重んじ る 
し ん ちょ う じゅ ん が / こ うと どう 
慎重 ナ ・= 準備 スル グ 行動 スル 
せい し つ に ンー し ん けい し っ 
性 質 な ぜ 神経 質 ナ ・ 
は ん えい た いし ょ う し ば 
映 ス ル 対 照 的 ナ ・ ニ 縛る 
らく て ん て き どう りょう き 
楽天 的 チ ナ ・ ニ 恒 気まぐれ ナ ・ 
あ た けい じゅ つ げ ば いじ ゅ つ 。 か 
与え る 芸術 (芸術 ) 家 
て ん けい て き 、 LE っ 
典型 的 チ を ・= リー ダー シッ プ 事実 
い き 
の ん き ナ ・ ニ わが まま ナ ・= 平気 ナ ・ ニ 
きゃ っ か ん て き ひ ひょう あい し ょ う 
客 観 的 ナ ・= 批評 スル 相 性 
か ん じょう さま ざま 
感 情 っ きり (と ) ぇ メル 様々 ナ ・ ニ 
な ん こん き ょ 
可 の 一 も (一 な い ) 
還 ぶん る い し ょ くき ぎょ う 
わずか ナ ・ ニ = 分 類 ス ル a 
き けん は ん ろ ん うえ 
危険 ナ ・ ニ 反論 スル ー 上 で 
ちか みち 
よび ~~ 近道 


nn ww = 


(あい きつ ) 代 わり = 


みん な か ら ど ん な 性 格 だ と 言わ れ ま すか 。 
それ が 正しい と 思い ます か 。 

自分 の 性 格 は 子供 の ころ と 比べ て 変わ っ た と 思い ます か 。 
自分 の 性 格 の 一 番 好 き な と ころ は どん な と ころ で すか 。 
人 の 性 格 を 知る の に は どん な 方 法 が ある と 思い ます か 。 


例 の ~ 


いい か げん ナ ・ ニ 
当て は め る 


し ょ た い め ん 


初対面 


| いっ し ょ に 考え まし ょ う | 
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ける ーー タ 


「 何 型 か 聞い て も いい 5」 

「A 型 」 

「 や っ ぱり ね 、 思 っ た 通り だ わ 」 

人 の 性格 を A・B・O・AB の 四 つ の タイ プ に 分 け て 判断 し よう と す 
る 、 例 の 血液 型 の 話 で ある 。 

これ が 意外 に 人 気 が あ っ て 、 多 く の 人 に 信じ られ て いる 。 私 も これ に 
こっ て いる 一 人 で ある 。 と いう の も 、 周 り に いる 人 た ちの 性 格 を 思い 浮 
か べ て みる と 、 確 か に これ は よく 当たっ て いる と 思う か ら で あ る 。 初 め 
て 会 っ た 人 に まで 、 つ いあ いさ つ 代 わり に 「 何 型 で すか 」 と 聞い て し ま 


7 上 
A 型 は 一 般 に 、「 秩 序 や 信 の ルー ル を 重んじ 、 人 間 関 係 を 大 切 に し 、 
何事 も 慎重 に 準備 と し て か ら 行 動 する 」 傾向 が ある そう で 、 私 の 周り 
の A 型 人 間 も た いて いこ の よう な 性 質 で ある 。 こ の 型 の 人 に は 、 な ぜ 
か や せ て いて 神経 質 そ うな 人 が 多く 、 一 目 で それ と 分 か る 。 日 本 人 に は 
"この タイ プ が 一 番 多 く 、 社 会 生活 に も それ が 反映 され て いる と 言わ れ て 
いる 。 
B 型 は A 型 と は 対 了 的 に 、「 秩 序 や ルー ル に 縛ら れる こと を 嫌い 、 自 
由 甘 放 で 楽天 的 」 な 性 格 だ と いう こと で 、 同 僚 の B 型 人 問 を 見 て みる 
と や は り そ の 通り で 声 が 大 きく 元気 な た 人 が 多い 。 ま た 、 自 由 誕 放 だ が そ 
s れ が 時 に は 気まぐれ と な り 、 何 を 考え て いる の か 分 か ら な いと いう 印象 
を 合え 、 芸術 家 に 多い タイ プ と 言わ れる 。 


格 * 血 液 * 代 般 * 公 慎 * 箇 準備 傾 * 同 * 映 照 
縛 旗 放 僚 印 * 与 芸 
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わけ る 


_ [わける] _ 


O 型 は と いう と 、 実 は 私 も 瑞 型 的 な O 型 な の だ が 、「 リ ー ダ ー シ ッ 
プ が あり 、 仲 間 意 識 が 強い 」 の だ そう だ 。 事実 グル ー プ の リー ダー に な 
る 人 に は O 型 が 多い よう で ある 。 教師 に も この 型 が 多い と 言う 。 し か 
し ほか の 血液 型 の 人 に 言わ せる と 、O 型 は 一 見 の ん きそう だ が 、 和 気 が 強 
く て わが まま で 、 他 の 人 の 意見 を 受け 入れ られ な い の だ そう だ 。 自 分 の 
こと を 考え て みる と 、 そ れ も 事 実 の よう だ 。 

最後 に AB 型 だ か 、「 何 が 起こ っ て も 平気 で いら れ 、 物 事 の 全体 を ま 
と め て 客 観 的 に 考え る こと が で きる 。 批評 家 タ イプ が 多い 」 と 、 そ の 
性 格 が 説明 され て いる 。 私 は あま りこ の 血液 型 の 人 と は 相 性 が 良く な 
い 。 い つる も 冷静 で 感情 を は っ きり 表す こと が 少な いと ころ が 合わ な い の 
か も し れ な い 。 

個 液 型 に 対す る 意見 は 人 に よっ て 様々 で ある 。 私 が 血液 型 の 話 を 口 に 
する と 、「 科 学 的 に 何 の 根 拠 も な い 、 い いか げん な こと だ 」 と か 、「 人 間 
を わずか 四 つ の タイ プ に 分 類 し 、 職 業 な ど 何 も か も その 型 に 当て は め て 
考え る と いう 傾向 も ある が 、 そ れ は 危険 だ 」 と 反論 され る こと が 多い 。 
も ちろ ん 、 人 間 は 一 人 一 人 違う と いう こと は 分 か っ て いる つも り で ある 。 
だ か ら よ く 付 き 合っ た 上 で その 人 の こと を 判断 する よう に し て いる が 、 
私 が 初対面 の 人 に まで 血液 型 を 尋ね る の は 、 そ うす る こと が 相手 を より 
よく 知る 近道 に な る と 思う か ら で あ る 。 


の 


* 典 観 批 評 * 性 * 谷 * 殴 根拠 危険 論 * 面 到 
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第 17 


引 


答え まし ょ う | 

次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 

この 人 が 血液 型 の 話 に こっ て いる の は どう し て で すか 。 

A 型 の 人 に は どん な 傾向 が あり ます か 。 

B 型 の 人 は な ぜ 何 を 考え て いる の か 分 か ら な いと 思わ れ て いま すか 。 
O 型 の 人 の いい と ころ は どん な と ころ で すか 。 

この 人 は どの 血液 型 の 人 と 合わ な いと 言っ て いま すか 。 

AB 型 の 中 に は どん な 入 が 多い の で すか 。 

血液 型 の 話 に は どん な 反論 が あり ます か 。 

この 人 が よく 相手 に 血液 型 の こと を 聞く の は どう し て で すか 。 
皆さん の 国 に は 何 型 の 人 が 多い で すか 。 

血液 型 性 格 判断 を 信じ ます か 。 そ れ は どう し て で すか 。 


= 


【 用 | 使い まし ょ う | 
[Al 「- 通 り て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : A: それ 、 玉 千 円 ぐ どら いで すか 。 


1. A: 道 は すぐ に 分 か り ま し た か 。 
B: は い 、 の 通り に 来 ま し た か ら 。 
2. A: 今度 の テス ト は 難し か っ た で すね 。 
B: ええ 、 や っ ぱり 通り で し た ね 。 
3. A: 最近 、 子 供 た ち 悪 く な っ た わ ね 。 
B: 大 きく な る と 、 親 の _。 通り に は な ら な いで し ょ う 。 
4. A: 今度 の し あい 、 大 丈夫 で し ょ うか 。 
B: 心配 し な いで くだ さい 。 毎日 通り に や れ ば いい ん だ か ら 。 
5. A: ちょ っ と か ら す ぎ ま す ね 。 
B: そう で すか 。 本 に 通り に 作っ た ん で す が 。 


IB| 「 て た 上 で 一 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : よく 付き 合っ た 上 で 、 そ の 人 を 判断 する よう に し て いる 。 

1. 電話 で 約束 を し た 上 で 、 と 思い ます 。 

2. みん な の 意見 を 聞い た 上 で 、 方 が いい で し ょ う 。 
3. 両親 と 相談 し た 上 で 、 こと に し ます 。 
4. 
5. 


た 上 で 、 行 く か どう か 決め まし ょ う 。 
た 上 で 、 ど ん な 仕事 を 何時 間 ぐ らい し て も ら う か お 話し し ます 。 
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わけ る 


6 た 上 で 、 もう一度 来 て くだ さい 。 

7. この 問題 に つい て は 、 た 上 で お 返事 し ます 。 

8. た 上 で 、 選 ん だ ら ど う で すか 。 

9. この 家 を 買う こと に し た の は 、 ______ た 上 で の こと で す 。 
10. _ 、 . た FL で 。  。.。 た みや めで て も いい で す 。 


回 -1 「 て に よっ て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 意見 は 人 に よっ て 様々 で ある 。 


1. 休み の 過ごし 方 は 入 に よっ て 。 

2. 習慣 は 国 に よっ て 0 

3. は 年 齢 に よっ て o 

4 は 時 期 に よっ て o 

5 は 場所 に よっ て 、 た り 、 た りす る 。 


[CI-2 例 : 車 が 増え る こと に よっ て 、 空 気 は 今 よ り も っ と きた な く な る だ ろう 。 


1. た っ た 一 枚 の 写真 に よっ て 、 6 
2. 社長 の 意見 に よっ て 、 8 
3. 人 口 が 増え る こと に よっ て 、 o 
4. 新しい 技術 が 開発 され る こと に よっ て 、 る 
5. に よっ て 、 知 識 が 豊か に な り ま す 。 
還 まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
最近 、 血液 型 に よっ て Oo それ は か らら し い 。 
と いう 人 も いる が 、 私 が の は か ら で あ る 。 


| 話し まし ょ う | 


A 第 17 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 

「 血 液 型 な ど を 使っ て 人 間 を いく つか の タイ プ に 分 ける 人 が いま す が 、 人 を 判断 
する と き に は 、 そ ん な こと で は 何 も 判 断 で き な い と 思い ます 。 そ の 人 が 本 当 に ど 
ん な 人 か を 知る た め に は 、 頭 の 中 に 何 も な い 方 が よい と 思い ます 」 


相手 の 人 が どん な 人 か を 判断 する と き 、 一 番 大 切な こと は 何だ と 思い ます か 。 
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| 書き まし ょ う | 
-1 日 本 人 に は 傾向 が ある が 、 そ れ は と 言う 人 も いる 。 
例 : 人 間 を 型 に 当て は め る 
ー 日 本 人 に は 人 間 を 型 に 当て は め る 傾向 が ある が 、 そ れ は 危険 だ と 言う 人 も い 
る 。 
1. 何で も まじ め に 考え すぎ る 一 
2. 仕事 は 自分 の 生活 より 大 切 だ と 考え る 一 
3. 何で も 高けれ ば 良い と 考え る 一 


向 -2 が 、 一 目 で それ と 分 か る の は 、 か ら で あ る 。 
例 : 店 の 人 は お 客 と 服装 が 違う の で すぐ 分 か る 
っ 店 の 人 が 、 一 目 で それ と 分 か る の は 、 お 客 と 服装 が 人 違う か ら で あ る 。 
1. 先生 は 学生 と 話し 方 が 違う の で すぐ 分 か る 一 
2. ね だ ん の 高い 物 は 使わ れ て いる 材料 が 良い か ら す ぐ 分 か る 一 
3. 雪子 さん が 恋 を し て いる の は ほか の 人 と 付き 合わ な く な っ た か ら す ぐ 分 か る 


ーー 


旧 傾向 が ある が 、 と 考え る 人 も いる 。 私 も その 一 人 で ある 。 と 
いう の も か ら で あ る 。 
例 : 女性 が 長い 時 間 電 話 を か ける の は や め て ほし いと 考え る 人 も いる 
つ 女性 に は 長い 時 間 電 話 を か ける と いう 傾向 が ある が 、 や め て ほし いと 考え る 
人 も いる 。 私 も その 一 人 で ある 。 と いう の も 私 が 家 に 電話 を する と 、 い つも 電 
話 が 使わ も れ て いる か ら で あ る 。 


1. 新しい 品物 を 何で も 使い た が る の は 長く な いと 考え る 人 も いる ーー 
2. 学生 が 海外 旅行 に 行き た が る の は あま り 良 く な いこ と だ と 考え る 人 も いる つつ 
3. は っ きり も の を 言う の は 間違っ て いる と 考え る 人 も いる ーー 
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a | 新しい 言葉 | 


ひょう と ちゅ う し ん を けい ば す が た 
中 心 家計 竹 3 
こう けい 5 
団らん メル 光 僚 リビン グル ー ム 記事 
と う ぜ ん つう 
当然 通じ る し た が っ て 
むす つ げん 
結び 付き [一 着 び 付く ] 現に は や る 一 べき 
い ぜん い ま 
も っ と も 以前 = と て も (一 な い ) 居間 
か し ょ く た だ たく 14 ば 
兼ね る 食卓 食 後 場 
か つや く N うじ ょ う 
活躍 メル 閑 わる こたつ 登場 スル 
ョ わ ね あ た た 
ー に も か か わら ず 和 柔らかい  。 ほのぼの (と ) メ ル 上 明 め る 
な ご くわ ! 
組 や か ナ ・= いっ そう 役割 巣 た す 
つく 7 だ せん ご けい きい こう ど せい ちょ う 
作り 出す 戦後 経済 高度 成長 スル 
よ ゆう お うべ い せい か つよ うし き 
ーー と と も に 余 欧米 生活 様式 
じ 9 りつ は ん せい し ゅ うか ん 
目 立 ス ル 反省 スル 習 1 そこ で 
教育 スル せめ て 個室 別々 = 
けし SE き きょく た ん 
携帯 電話 気まま ナ ・ ニ コミ ュ ニ ケー ショ ン 極 端 ナ ・ ニ 
ば ら ば ら ナ ・ ニ 結果 いわ ゆる 一 断絶 スル 
か て い な v ば うり よく お 
(家庭 J 起き る お そら く 
ES うお ん は ん ざい ぞう か 
青 少 犯罪 増加 スル な くす 
き か え 
シン ボル 取り 返す 


の | いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


家 の 中 で 、 一 番 好 き な 場 所 は どこ で すか 。 

家族 の 集まる 部 屋 に は どん な 物 が 置い て あり ます か 。 

家族 みん な が 集まる の は どん な と き で すか 。 

家族 みん な で 楽し む 趣 味 な ど が あり ます か 。 

家族 と 一 緒 に いた く な いと 思う こと が あり ます か 。 そ れ は どん な と き で すか 。 
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[か こむ 」 


ここ に 「 だ ・ ん ・ ら ・ ん 』 と いう 雑誌 が ある 。1980 年 代 の 初め の も の だ 
が 、 表 紙 に 使わ れ て いる 写真 は 、 大 き な テ ー ブ ル を 中 心 に 、 新 聞 を 読む 
父親 、 家 計 短 を つけ る 母親 、 そ し て 宿 題 を する 子供 た ちの と 、「 団 ら 
ん 」 を 絵 に 描い た よう な 光景 で ある 。 そ の 中 に 「 リ ビン グル ー ム に 大 き 
な テー ブル を !」 と いう 記事 が あっ た 。 大きな テー ブル が 一 つ あ れ ば 、 家 
族 の 集まる 場所 が で き 、「 当 然 会 話 も 多く な り 、 気 持ち も 通じ 合い 、 し た 
が っ て 、 家 族 の 結び 付き が より 強く な る 」 と いう の で ある 。「 現 に 、 今 大 
き な テ ー ブ ル が は や っ て いて よく 売れ て いる 、 だ か ら お 宅 に も 是 非 置 く 
べき で す 」 と 、 強 い 調 子 で 大 き な テ ー ブ ル を 紹介 し て いる 。 
w も っ と も 、 こ の 雑誌 の 表紙 に ある よう な 光景 は 、 以 前 は どこ の 家庭 で 
も 目 に する こと の で きる 、 当 た り 前 の 光景 だ っ た 。 雑誌 の 出る 少し 前 ま 
で は 、 一 般 に 家 も 狭く 、 大 き な テ ー ブ ル どこ ろか 、 一 人 一 人 が 独立 し た 
部 屋 を 持つ こと な ど と て も 考え られ な か っ た 。 毎日 の 生活 は 、 居 間 、 食 
堂 、 門 室 な ど を 兼ね た 二 、 三 の 部 屋 で 済ま せ 、 そ こ に は 、 そ の ころ 食 凍 
: と 呼ば れ た 小さ な テー ブル が 置か れ て いた 。 それ が 仕事 机 と し て も 、 客 
を 迎え る テー ブル と し て も 、 そ し て 、 食 後に は みん な の 団らん の 場 と し 
て も 活躍 し た 。 寒 い 冬 に は 、 i 
案 さ に も か か わら ず 、 そ の 擬 ら か い 暖 か き が 、 そ こ に 集まる 皆 の 気持 ち 
0 A EN NI 
3 


場 と し て 「 家 族 の 結び 付き を いっ そう 強く 」 する 役割 を 果たし 、 表紙 の 
写真 に ある よう な 光景 を 作り 出し て いた の で ある 。 


に 4 


雑誌 * 紙 宿 次 * 描 * 光 景 * 結 * 部 屋 兼 車 本 
虫 替 登 * 柔 暖 * 和 割 果 
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ese 


戦後 、 経 済 の 高度 成長 と と も に 、 生 活 に も 少し 余裕 が で き て くる と 、 
欧米 の 生活 様式 や 考え 方 が た くさ ん 入っ て きた 。 同 時 に 、 日 本 は 欧米 社 
会 と 比べ 個人 の 自立 が で き て いな いと の 反省 か ら 、 子 供 の と きか ら 独 立 
し た 部 屋 を 与え 、 早 く か ら 何 で も 一 人 で や る 習 惜 を 身 に 付け る こと が 必 
要 だ と 考え られ る よう に な っ た 。 そ こ で 、 親 た ち は 子 供 の 教育 の た め に 、 
自分 た ち は 我 慢 し て も せめ て 子供 た ち に は 個室 を 与え を よう と し た の で あ 
る 。 と ころ が 、 そ の 「 白 立 し た 」 子 供 た ち が 部 屋 か ら 出 て こ な く な っ て 
し まっ た の で ある 。 

子供 た ち は 、 食 事 の と き 以外 は 与え られ た 自分 の 部 屋 で 、 そ れ ぞ れ が 
別々 に 、 パ ソコ ン ゲ ー ム に 夢中 に な り 、 携 帯電 話 で 友達 と 話し 、 気 まま 
に 時 間 を 過ごす 。 当 然 コ ミュ ニケ ーション は 板 端 に 少な く な り 、 家 族 は 
ば ら ば ら に 。 そ の 結果 、 い わ ゆ る 「 親 子 の 断絶 」 や 「 家 庭 内 暴力 」 が 起 
きる こと に な る 。 ま た 、 お そら く 青 少年 に よる 犯罪 の 増加 も コミ ュ ニ 
ケー ショ ン を な くし た 家庭 で の 生活 が 原因 の 一 つ で あろ うと 思わ れる 。 
二 十 年 以上 も 前 に 書か れ た 記事 は 、 団 らん の シン ボル と し て 大 き な 
テー ブル を 紹介 する ば か り で は な く 、 食 卓 や こたつ を な くし た 家庭 内 か 
ら 、 そ れ と 一 緒 に 消え て し まっ た 大 切な も の を 取り 返す 必要 が ある と も 
伝え を て いた よう で ある 。 


余 容 欧 * 米 省 * 慣 携帯 極 端 * 果 絶 暴 犯 
罪 * 増 加 * 消 
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第 18 課 


答え まし ょ う | 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 

『 だ ・ ん ・ ら ・ ん 』」 と いう 雑誌 の 表紙 に は どん な 写真 が 使わ れ て いま すか 。 
雑誌 の 中 に どん な 記事 が あり まし た か 。 

雑誌 の 記事 は な ぜ 「 大 き な テ ー ブ ル 」 を 勧め て いる の で すか 。 

当時 食卓 は どの よう に 使わ れ て いま し た か 。 

食卓 や こたつ は どの よう な 役割 を 果たし て いま し た か 。 
. 戦 後 の 日 本 で は 、 親 た ち は な ぜ 子 供 に 個室 を 与え た の で すか 。 

子供 た ち は 個室 で 何 を する の で すか 。 

家庭 内 の コミ ュ ニ ケー ショ ン が 少な く な っ た こと が 原因 で 、 ど ん な 問題 が 起き 
て いま すか 。 

9. 皆さん の 国 で も 「 親 子 の 断絶 」 や 「 家 庭 内 暴力 」 が あり ます か 。 
10. どの よう に し て 家族 の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 機会 を 作っ て いま すか 。 


4 使い まし ょ う 


「ー べ きま き 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : A: これ か ら の 若者 は どう ある べき だ と 思い ます か 。 
B: そう で すね 。 勉強 は も ちろ ん 、 趣 味 を た くさ ん 持つ べき で し ょ う ね 。 


これ か ら の 若者 は どう ある べき だ と 思い ます か 。 
ば か り 考 えな いで 、 べき だ と 思い ます 。 
定年 後 の サ ラリ ー マ ン は どう し た ら 生 き が い が 持 て る の で し ょ うか 。 
な が ら 、 べき だ と 思い ます 。 
現代 の 女性 は どう 生き る べき だ と 思い ます か 。 
の こと も 考え て 、 べき で すね 。 
日 本 は し ょ うら い 外 国 に 対し て 何 を する べき だ と 思い ます か 。 
だ け で は な く 、_ べき で し ょ う 。 
親子 の 断絶 が 起こ ら な いよ うに 何 を し な けれ ば な ら な いと 思い ます か 。 
が 大 切 で すか ら 、 べき で は な いで し ょ うか 。 


0 ND ゆい ゆ ボム (ゆい も やつ = 


つつ 
DN De De 2 3 


回 「 て と いう の で ある 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 父 が 料理 の 本 を 買っ て きた 。 時 々 は 自分 で も 料理 を 作る / 作ろ う / 作り たい / 
作る か ら と いう の で ある 。 


1. 大 き な テ ー ブ ル を 買っ た 。 と いう の で ある 。 
2. 宝くじ を 二 十 枚 買 っ た 。 宝 くじ を 当て て 、 と いう の で ある 。 
100 


か 
3. 彼 は 一 生 懸 命 に 日 本 語 を 勉強 し て いる 。 _ と いう の で ある 。 
4. 日 本 の 会 社 で は 、 一 年 に 一 回 社員 旅行 が ある 。 み ん な で 旅行 を し て 、 
_。 と いう の で ある 。 
5. 新しい 道路 が で きる 。 て 、 と いう の で ある 。 


IC] 「 と て も V-( 可 能 形 ) な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 曲 が 痛く て 、 ご は ん は と て も 食べ られ な か っ た の で 、 コ ー ヒ ー で 済ま せ た 。 


1. お な か が 痛く て 、 と て も の で 、 8 

2. 怖く て と て も の で 、 8 

3. 忙し く て 、 パ ー テ ィ ー へ は と て も の で 、 a 

4. あの 人 の こと が 今 で も 好き で 、 と て も の で 、 
5. せっ か く 図 書館 で 借り て きた 本 だ っ た が 、 と て も の で 、 


[ID| 「 て に も が か か わら ず 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 外 の 寒さ に も か か わら ず 、 こ た つの 暖か き は 心 を 和やか に する 。 


1. 経済 的 豊か さ に も か か わら ず 、 8 

2. 重い 病気 で ある (の ) に も か か わら ず 、 o 
3. 健康 で ある (の ) に も か か わら ず 、 

4. 気 を 付け て いた (の ) に も か か わら ず 、 。 
5. 約束 を し た (の ) に も か か わら ず 、 5 


上 「 せ め て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 自分 は 我 提 し て も 、 せ め て 子供 た ち に は 個室 を 与え よう と し て きた 。 


1. OWN せめ て 。 

2. 大 学 に 入る た め に は 、 せ め て 

3. いく ら 一 RNN いっ て も 、 せ め て 8 

4. 山の上 が こん な に 失 い と は 思っ て いま せん で し た 。 せ め て ら 

5. 忙し い の は よく 分 か り ま す が 、 せ め て 6 
まとめ まし ょ う | 


下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 


二 二 年 前 の 雑誌 に が は や っ て いる の で 、 是 非 と いう 記事 
が あっ た 。 昔 の 日 本 で は 、 食 卓 や こたつ が 。 し か し 、 戦 後 親 た ち は 、 
た め に 、 。 その 結果 、 。 雑誌 の 記事 は 

__ ば か り で は な く 、 と いう こと も 伝え て いる 。 
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第 18 課 


話し まし ょ う | 
Al 第 18 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 


「 大 き な テ ー ブ ル を 買っ て そこ に みん な が 集まっ た ら 、『 親 子 の 断絶 」』 が な く な 
る の で し ょ うか 。 人 の 考え 方 が 変わ っ て きた の だ か ら コ ミュ ニケ ーション の 場 を 
作っ た と し て も 、 間 題 は 残る と 思い ます 」 


Bl 家族 の 結び 付き が 弱く な っ た と 感じ た と き 、 ど うす れ ば いい と 思い ます か 。 


2 圭 き まし ょ う | 


IA は うと し た 。 と ころ が 結果 、 な っ て 
し まっ た 。 

例 : 親 は 子供 た ち に 個室 を 与え た 
ーー 親 は 自分 は 我慢 し て も せめ て 子供 に は 個室 を 与え よう と し た 。 と ころ が 個室 
を 与え た 結果 、 子 供 た ち は 食 事 の と き 以 外 は 部 屋 か ら 出 て こ な く な っ て し まっ 
だ っ 8 


1. 親 が お 金 を 出し 、 子 供 た ち を 大 学 へ 行か せ た 一 
2. 親 は 子供 に ビ ピアノ を 習わ せ た 一 
3、 いろ いろ な 経験 を し た 方 が いい の で 、 子 供 に は 何で も 自由 に させ た 一 


回 結果 、 て し まっ た 。 と いう 、 い わ ゆ る 

が の で ある 。 

例 : 個室 を 与え た /「 親 子 の 断絶 」 が 起き る 
ー 子 供 た ち に 個室 を 与え た 結果 、 子 供 た ち は 食 事 の と き 以外 は 部 屋 か ら 出 て こ 
な く な っ て し まっ た 。 家族 は ば ら ば ら に な り 、 気 持ち が 通じ 合わ な く な る と い 
う 、 い わ ゆ る 「 親 子 の 断絶 」 が 起き て きた の で ある 。 

1. 経済 が 成長 し た / 「 働 き バ パチ 」 が 増え る つ 

2. 車 が 増え すぎ た / 「 交 通 戦争 」 が 起き る 一 

3. 家 の 仕事 に 時 間 が か か ら な く な っ た /「 教 育 ママ 」 が 増え る 一 
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第 19 課 [お も い だ す ] 


し ょ く ば と う じ ゃ くし 
職場 まれ ナ ・ ニ = 当時 市 役所 
じゅ う ご ふん し じゅう たく か な ら 
( 十 五 分 ) ば か り 市 住宅 必 
か ぎ た いし ょ く れん そう 
よほど 一 限り 退職 スル 連想 スル 
ゆう ぐ あせ き た く 
夕暮 れ ( 汗 ) ま みれ 帰宅 スル ふく 
に わ ゆい いつ ゆう は ん 
庭 い じ り 唯一 夕飯 あう ナー ニ 
ぬ つ ち みみ 
抜く 土 耳 に する ON 
い ほ う 
ニッ コリ スル うな ずく よう や く 解放 スル 
ひ い かえ か わ 
陽 生き 返る それ と も 乾く 
(乾き ) 切 る ゴク ゴク (と ) の ど どちら に し て も 
ゆう すず る は な び き げん 
夕涼み ー が て ら 花火 
つ だ な か よ 
連れ 出す ある い は 仲良 く (ご ) ほ う び 
せん こう は な び う あ は な が と お 
線香 花火 打ち 上 ば げ 花 火 電 り が か り [通り が か る ] 
や くめ き A 
や けど 信昌 お 気に入り 浴衣 
ゆっ た り ( と ) ぇ メル 腹 掛 ける うち わ バケ ツ 
そっ と 競 争 ス ル 見 つめ る ーー 用 
あ た くら し ゅ ん か ん じゅ う ね ん 、 あ ま 
辺り 暗 や み 瞬間 ( 十 年 ) 余 り 
ベラ ンダ 眺め る ー~ー つ つ 
いっ し ょ に 考え まし ょ う | 
1. 「 お 父 き さん 」 と いう 言葉 を 聞い て 、 ど ん な こと を 思い 出し ます か 。 
2. 子供 の と き 、 お 父さん と どん な こと を し まし た か 。 
3. お 父さん が いつ も 言っ て いた 言葉 を 覚え て いま すか 。 それ は どん な 言葉 で すか 。 
4. 次 の も の に 何 か 思 い 出 が あり ます か 。 


SO 普 の 恋人 
5. 夏 と いう きせ つ に つい て 、 思 い 出 すこ と が あり ます か 。 
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[お も い だ す ] 


自転 車 で 通え る 職場 な ど 今 で は まれ だ が 、 当 時 市 役所 に 勤め て いた 父 
は 、 自転 車 で 十 五 分 ば か り の 所 に 市 の 住宅 を 与え られ て お り 、 毎 日 まる 
で 時 計 で で も 計っ た よう に 五 時 半 に は 必ず 家 へ 帰っ て きた 。 ど ん な に 著 
く て も どん な に 寒く て も 、 よ ほど の こと が な い 限 り 、 こ れ は 定年 で 退職 
5 する まで 変わ ら な か っ た 。 

父 の こと を 思い 出す と 、 決 まっ て 連想 する に お い が あ る 。 昼 の に お い 
で ある 。 正確 に は 夏 の 夕暮 れ の に お いと で も 呼ぶ べき だ が 、 私 に と っ て 
その 懐か し い に お い は 「 尽 の に お い 」 で あっ た 。 

夏 の 夕暮 れ 、 父 は 汗 ま みれ に な っ て 帰 定 す る と 、 汗 も ふか ず に 兄 と 私 
nw を 大 声 で 呼ん だ 。 庭 いじ り が 唯一 の 趣味 だ っ た 父 が 、 夕 飯 ま で の 時 間 、 
兄 と 私 を 庭 へ 呼ん で その 手伝い を さき せる の で ある 。「 こ こと そこ は こん な 
ふう に 、 あ そこ は . ..」 と 父 の 言う まま に 、 草 を 抜き 土 を 運ん で いた 私 
た ち は 、「 ご 飯 が で きま し た よ 」 と 言う 母 の 声 を 耳 に する と ホッ と する 。 
父 に 気付 か れ な いよ うに こっ そり お 互い の 顔 を 見 て 、 ニ ッ コ リ う な ず き 

合っ うた も の で ある 。「 じ ゃ あ 、 最 後に 水 を や っ て 、 そ れ か ら 手 を 沈 っ て 食 
事 に し よう 」 そ の 言葉 で よう や く 府 仕事 か ら 解放 され る 。 昼 の に お い が 
する の は 、 そ の と き で ある 。 

あれ は 、 一 日 中 強い 陽 に 焼 か れ た 草木 が 、 水 を 与え られ て 生き 返る と 

き に 出す に お い だ っ た の だ ろう か 。 そ れ と も 、 昌 き 切っ た 上 が 、 ゴ ク ゴ 

ns ク と の ど を 鳴ら し な が ら 水 を 飲 な と き に 出す に お い だ っ た の だ ろう か 。 
どちら に し て も 、 忘 れ ら れ な い 、 う れ し い に お いで あっ た 。 


* 必 * 連 * 帰 唯 *ー * 土 * 運 * 洗 * 抜 * 陽 束 
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お も い だ す 


_ [お も い だ す ] 


「 夕 涼み が て ら 、 花 火 で も し よう か 」 機 嫌 の いい 日 の 父 は 、 そ う 言 っ 
て 、 私 た ち を 庭 へ 連れ 出し た 。 あ る い は 仲良 く 庭 仕事 を 手伝っ た 子供 た 
ち へ の ご ほう び の つも り だ っ た の か も し れ な い 。 も っ と も 、 花 火 と いっ 
て も 線香 花火 で ある 。 当 時 の こと だ か ら 、 今 の よう に 空 高 く 上 が る 打ち 
上 げ 花 火 や 、 通 り が か り の 人 を 向 か せ る ほど の 大 き な 音 を 出す も の は な 
い 。 そ れ で も 、 や けど を する と いけ な いか ら と 言っ て 、 火 を つけ る の は 
父 の 役目 だ っ た 。 お 気に入り の 溶 衣 を 着 て 、 ゆ っ た り と いす に 腰掛 け 、 
うち わ を 使い な が ら 夕 涼み し て いる 父 の 所 へ 、 一 本 一 本 花火 を 持っ て 行 
き 、 火 を つけ て も ら う 。 そ れ を 、 母 が 準備 し て くれ た 水 の 入 っ た バケ ツ 
の 所 まで そっ と 運ん で 行っ て 、 兄 と 私 は 、 ど ちら が 長く 火 の 花 が 咲か せ " 
られ る か 競 争 す る の で ある 。 

「 こ れ が 、 最 後 」 父 が そう 言っ て 火 を つけ て くれ た 一 本 が 消え て し まう 
と 、 そ れ ま で 火の玉 を じっと 見 つめ て いた 目 に は 、 一 朋 辺り が 暗 や み に 
な っ て し まう 。 こ の 皮 間 、 尽 の に お い が も う 一 度 する 。 今度 は 少し 寂し 
い に お いで ある 。 子供 の 時 間 が 終わ る に お いで ある 。 15 

父 が 亡くな っ て 十 年 祭り 。 ベ ラン ダ で 大 き な 声 を 上 げ て 、 楽 し そう に 
花火 を し て いる 子供 た ちの 姿 を 眺め つつ 、 懐 か し い 恒 の に お いと と も に 
今日 も 父 の こと を 思い 出し て いる 。 


4 し や 
“i NN 
( いい 
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第 19 


責 


【s】| 答え まし ょ う | 

次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 

退職 する まで 変わ ら な か っ た 父 の 習慣 と いう の は どん な こと で すか 。 
父 を 思い 出す と き 、 何 を 思い 出し ます か 。 

父 は 夏 の 夕暮 れれ に 、 子 供 た ち に 何 を させ まし た か 。 

な ぜ 母 の 一 言 が 子供 た ち を ホッ と させ た の で すか 。 
いつ 登 の に お い が し まし た か 。 

な ぜ 父 は 夕方 に 花火 を し て くれ た の で すか 。 

どう し て 子供 た ち は 自 分 で 花火 に 火 を つけ な か っ た の で すか 。 
この 人 は 楽し そう に 花火 を する 子供 た ち を 見 な が ら 、 ど ん な こと を 思っ て いま 
すか 。 

9. 子供 の ころ 、 真 の 夕暮 れ に どん な こと を し まし た か 。 

10. お 父さん を 思い 出す と き 、 ど ん な こと を 思い 出し ます か 。 


2 使い まし ょ う | 


「 一 限り 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : A: 毎日 五 時 半 に 帰る の で すか 。 
B: は い 、 よほど の こと が な い 限 り 、 そう し ます 。 


この 川 の 水 は 飲 ん で も 大 丈夫 で すか 。 
いや 、 限り 、 飲 まな い 方 が いい と 思い ます 。 
飛行 機 は 安全 で し ょ うか 。 
_ 限り 、 安 全 な 乗り 物 だ と 思い ます よ 。 
いつ に な っ た ら 戦 争 が な く な る ん で し ょ うか 。 
難し いで すね 。 限り 、 な く な ら な いと 思い ます よ 。 
だ れ で も 医者 の 仕事 を する こと が で きま すか 。 
いい え 、 限り 、 で きま せん 。 
家 で 休ん で いれ ば 、 な お る で し ょ うか 。 
休ん で いて も 限り 、 な お ら な いで し ょ う 。 


DON SOME 


こう 】 
アロ アト アト 9 シレ 


Bl 「 ふ う 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : ここ は 、 こ ん な ふう に し て くだ さい 。 
分 か っ た と いう ふう に 、 彼 女 は ニッ コリ うな ずい た 。 


1. よく 見 て いて くだ さい 。 こ ん な ふう に すれ ば 、 o 
2. お 上 手 で すね 。 ど ん な ふう に すれ ば 、 _ o 
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お も いた だ す 


3. 二度と 顔 も 見 た く な いと いう ふう な 様子 で 、 8 
4. と いう ふう に 声 を 上 げ て 笑い まし た 。 
5. と いう ふう に 席 を 立ち まし た 。 


[CI 「 ど ちら に し て も 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : A: いつ 行き ます か 。 土曜 日 で すか 、 そ れ と も 日 曜日 で すか 。 
B: どちら に し て も 私 は 行け な いと 思い ます 。 


1. A: 旅行 は 飛行 機 に し ます か 、 そ れ と も 船 に し ます か 。 
B: どちら に し て も a 

2. A: 今度 の 選挙 で は 、 田 中 きん に し ます か 、 そ れ と も 山川 さん に し ます か 。 
B: どちら に し て も 6 

3. A: 、 そ れ と も 5 
B: どちら に し て も 一 度 会 っ て よく 話し 合う 必要 が あり ます 。 

4. A: 、 そ れ と も o 

BB: どちら に し て も お 知ら せ し ま す 。 

5. A: 、 そ れ と も o 

B: どちら に し て も 3 


D 「 も っ と も ~~ と いっ て も 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 花火 を し まし た 。 も っ と る も 花火 と いっ て も 線 査 花火 で す が 。 


1. 旅行 に 行き まま す 。 も っ と も と いっ て も 3 

2. 大 統領 に 会 っ た ん で す 。 も っ と も と いっ て も 

3. 家 を 買っ た ん で す 。 も っ と も と いっ て も @ 

4. 宝くじ に 当たっ た ん で す 。 も っ と も と いっ て も る っ 

5. 毎日 家族 団らん の 時 間 を 持つ よう に し て いま す 。 も っ と も と いっ て 
も き 

所 | まとめ まし ょ う 


下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 


市 役所 に 勤め て いた 父 は 毎日 同じ 時 間 に 戻 っ て きた 。 夏 の 夕暮 れ に は 
_ 。 夕食 を 知ら せる 母 の 声 が する と 、 と いう 父 の 言葉 で 、 


その と き 。 父 の 機嫌 が いい 日 に は 。 見 と 私 は 
花火 の 最後 の 一 本 が 消え て し まう と 、 8 
父 が 亡くな っ て 十 年 余り に な る が 、 8 
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紀 


19 


端 


話し まし ょ う | 


IA| 第 19 課 を 読ん る で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 
「 こ の 19 課 を 読ん で 、『 昔 は 良かっ た 』 と 言わ れ て いる よう な 感じ が し まし た 。 


時 代 が 変わ れ ば 人 も 変わ り ま す 。 新しい 世代 の 思い 出 も 、 変 わる で し ょ う 。 思い 
も 大 切 で す が 、 私 は し ょ うら い の こ と を 考え た り 、 話 し た り し た いで す 」 


出 


加 


何 か 、 忘れ られ な い 思 い 出 を 一 つ 話 し て く だ さい 。 


書き まし ょ う | 


一 


例 : 


どん な に て も 、 よ ぼ ど の こと が な い 限 り 、 0 
この 習慣 は 定年 まで 変わ ら な か っ た 


ー どん な に 暑く て も 、 ど ん な に 寒く て も 、 よ ほど の こと が な い 限 り 、 こ の 習慣 
は 定年 まで 変わ ら な か っ た 。 

人 人 を な ぐら な い ーー 

自分 の 意見 を 変え な い 一 
. 一 週間 に 一 回 は 両親 に 手紙 を 書く 一 

「 が て ら うか 」 と 言っ て 、 は を 

。 も っ と も と いっ て も 、 8 
夕涼み / 花火 を する 


ー 「 夕 涼み が て ら 花 火 で も し よう か 」 と 言っ て 、 父 は 兄 と 私 を 連れ 出し た 。 も っ 


と る 花火 た とい っ て も 、 大 き な 音 を 出す も の で は な く 線 香 花火 で ある 。 


散歩 / 手紙 を 出し に 行く 一 
あい さ つ / お ば さん の 家 に 行く 一 


. 運動 買い物 に 行く 一 
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いっ し ょ に 考え まし ょ う 


テレ ビ は 好き で すか 。 


つい て 友達 と 話し ます か 。 


立つ と 思い ます か 。 


テレ ビ で どん な ニュ ー ス を 見 まし た か 。 


~ 


こと ( 
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ー 


り し た 


レビ は 役 ( 


レビ で 見 た り 開い た 


プ 1 


毎日 、 ど の で らい テレ ビ を 見 ます か 。 どん な 番組 を よく 見 ます か 。 


ee 
最近 、 


テ 


| 


2. 
3. 
5. 


1. 


[し ら せ る ] 


と 


通信 技術 の 進歩 に 伴 っ て 、 マ ス メ デ ィ ア は 日 覚 し い 発 展 を 遂げ て き 
た 。 中 で も テレ ビ は 新聞 に 取っ て 代わ り 、 今 や マス コミ の 王様 で ある 。 
その テレ ビ の 普 及 と 技術 的 発達 は 、 私 た ちの 日 常 生活 に 大 き な 影響 を 与 


えて いる 。 だ れ も が いな が ら に し て 世界 の あちら こち ら の 出来 事 を 同時 

に 、 あ る い は ほとん ど 間 を お か ず に 目 に し 、 耳 に で きる 時 代 と な っ て い 

る の で ある 。 腰 史 の - 一 ペー ジ を 人 節 る よう な 劇 前 な 瞬間 を 目の当たり に し 、 

あたかも 自分 自身 が その 場 に いる か の よう に 感じ られ る の だ 。 是 の 前 に 

映し 出さ れる 人 々 と 一 緒 に な っ て 喜び 、 怒 り 、 圧 し み 、 胸 を 熱く する こ 

と が で きる の は テレ ビ 映 像 の お か げ で あろ う 。 刻 々 と 知ら きれ る ニュ ー 

ス だ け で な く 、 音 楽 や スポ ー ツ や クイ ズ 番 組 、 見 知ら ぬ 土 地 の 紹介 な ど 

は 私 た ち に 多く の 話題 を 与え て くれ る 。 同じ 番組 を 見 て 、 同 じ よ うに 笑 

い 、 同 じ よ うに 身 い た り 感 動 し た り し た の だ と いう こと が 分 か る と 、 そ 

れ ま で 写 い に 無関心 だ っ た 人 同上 が 親しく 話し 始め る こと さえ ある 。 テ 

レビ を 通し て 共 通 の 体験 を 持っ た と いう こと な の か も し れ な い 。 

。 も っ と も 、 こ の テレ ビ の 准 入 に は 、 ひ と つ 間 違う と と ん で も な いこ と 
に な りか ね な いと いう 怖 き も ある 。 以 前 に 、 報 道 番組 で 暴力 事件 を あら 
か じ め 計 画 し て お き 、 そ れ を ニュ ー ス と し て 流す と いう 事件 が 起こ っ た 。 
また 、 人 の 手 を 加え た 写真 が 報道 写真 と し て 使わ れ た こと も あっ た 。 や 
ろう と すれ ば 、 こ ん な こと も 可能 な の で ある 。 も ちろ ん 報道 に 携わる 者 

o。 が そん な こと を し て よい は ず が な い 。 し か し 面白 いこ と に 、 そ うい っ た 
事件 に 対す る 人 々 の 反応 は 意外 に 冷静 な も る の だ っ た 。 あ る 部 分 を 切り 


i 


王 及 * 達 歴 史 劇 * 目 * 怒 悲 胸 * 詩 像 
刻 共 存 件 * 画 * 加 可 * 携 


[し 5 せる ] 


NM 


取っ て 見 せる テレ ビ の 画面 や 写真 は 事実 その まま で は な く 、 ど うし て も 
与え る 側 の 作品 と な っ て し まう と いう こと が 、 和 報道 側 だ け で な く 、 与 え 
られ る 側 に も 分 か っ て いた の で ある 。 

と は いえ 、 テ レビ の 使命 は 今後 も 報道 、 娯 楽 、 学 習 な どの 世界 を 通し 
て 、 ま すま す 重 要 に な る で あろ う 。 こ の テレ ビ と いう マス メデ ィ ア を 生 
か せる か どう か と いう 点 で は 、 受 け 手 の 側 の 果たす 役割 も また 重要 で あ 
る 。 す な わ ち 「 与 えら れる 」 立 場 か ら 「 求 め る 」 立 場 に 変わ っ て いか な 
けれ ば な ら な い 。 こ れ か ら テ レビ は ます ます 多様 化し て いく と 思わ れる 
だ け に 、 そ の 内 容 が 適切 な も の に な る よう に 受け 手 の 側 も 見 守っ て いく 
賞 作 が ある と いう こと で ある 。 
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第 20 課 


ly, 


【3】 | 答え まし ょ う | 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


10. 


1 
2 
3 
4. 
5. 
6 
7 
8 
9 


マス コミ の 目覚 し い 発 展 の 結果 、 テ レビ と 新聞 は どん な 関係 に な り ま し た か 。 
テレ ビ が ある と 、 ど の よう な も の を 日 の 当たり に する こと が で きま すか 。 
その ほか に どん な も の を 見 る こと が で きま すか 。 

「 テ レビ を 通し て 共通 の 体験 を 持つ 」 と いう の は どん な こと で すか 。 

テレ ビ の 報道 番組 で 、 ど ん な 事件 が 起こ り ま し た か 。 

その ほか に 、 ど ん な こと が 問題 に な り ま し た か 。 

それ ら の 事件 に 対す る 人 々 の 反応 が 冷静 な も の だ っ た の は どう し て で すか 。 
報道 の 受け 手 の 側 に は どん な 資 任 が ある と 言っ て いま すか 。 

テレ ビ は 人 々 に どん な 影響 を 与え て いま すか 。 

新聞 と テレ ビ は どこ が 違い ます か 。 


【/| 使い まし ょ う | 


AI 「 あ た か も ~ か の よう に 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


あたかも 自分 自身 が その 場所 に いる か の よう に 感じ る 。 

ここ に いる と 、 あ た か も か の よう に 感じ る 。 

美術 館 で 、 古 い 美 術 品 に 囲ま れ て いる と 、 あ た か も 自分 が 。 _ か の よう 
な 気 が し て くる 。 

あの 人 と 話し て いる と 、 あ た か も _ _ _ か の よう に 思え て くる 。 

あの 二 人 は まだ 結婚 も し て いな い の に 、 あ た か も か の よう に 


. 彼女 は あたかも か の よう に 話す 。 


国 「~ を 通し て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


oo PP oo ト う 


外国 の 友達 を 通し て 、 他 の 世界 を 知っ た 。 


言葉 の 勉強 を 通し て 、_  。 
歌 を 通し て 、 っ 
先輩 を 通し て 、 | 
を 通し て 、 自 分 の 考え を 伝え た 。 
し て 、 若 者 の 生活 を 知っ た 。 


Rt 
RE 


[CI 「~ こ と に 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


面白 いこ と に 、 そ の 事件 に 対す る 人 々 の 反応 は 意外 に 准 静 だ っ た の で ある 。 
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し ら せ る 


1. 残念 な こと に 、 そ の 計画 に 対す る 社長 の 反応 は 意外 に 8 

2。 うれ し いこ と に 、 に 対す る 人 々 の 反応 は 意外 に 良い も の だ っ た 。 
3. 不思議 な こと に 、 に 対す る 若い 人 の 態度 は 意外 に e 
4. 驚い た こと に 、 に 対す る マス コミ の 報道 は 意外 に 内 
5. 悲し いこ と に 、 に 対す る は 意外 に 8 


QQ 


「ー と は いえ 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : テレ ビ に は 問題 も 多い と は いえ 、 そ の 使命 は 今後 ます ます 重要 ! 


こ な る だ ろう 。 


退院 し た と は いえ 、 8 
二 十 歳 に な っ た と は いえ 、 o 
家 を 買っ た と は いえ 、 
と は いえ 、 ま だ 集い 日 が 続い て いる 。 
と は いえ 、 和 し いと きも ある 。 


um PP oo tt = 


「ー だ け に 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : テレ ビ は ます ます 多様 化し て いく と 思わ れる だ け に 、 そ の 内 容 を 見 守る 責任 が 


ある 。 


だ け に 、 で きた と き は と て も うれ し か っ た 。 
だ け に 、 と き は 心から 残念 に 思っ た 。 


家族 みん な が 集まっ た の は ひき し ぶり だ っ た だ け に 、 
長い 間 待 っ て いた だ け に 、 


An た ww ト う = 


まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
テレ ビ の 普及 と 技術 的 発達 は 。 同じ 番組 を 見 て 、 


だ け に 、 _ と き は 本 当 に 驚い て し まっ た 。 


どい 


さえ ある 。 し か し 、 マ スコ ミ の 報道 が いつ も 正しい と は 限ら ず 、 


。 今後 テレ ビ を 生か し て 使う た め に は 、 0 


話し まし ょ う 


A 第 20 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 


「 テ レビ な ん て 気持 ち を ちょ っ と 変え る た め の 道 具 な ん だ か ら 、 そ ん な に 『 適 切 
な 番組 』 と か 『 役 に 立つ も の 』」 と か 『 良 い 使い 方 」 な ん て 考え る 必要 は な いで し ょ 


う 。 ス トレ ス 解 消 の た め に 楽し く 見 れ ば 、 そ れ で 十分 で す よ 」 
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どん な テレ ビ 番 組 が 必要 で 、 ど ん な テレ ビ 番 組 は な く て も よい と 思い ます か 。 


| 書き まし ょ う | 

[Al-1 と いう こと が 分 か る と 、 そ れ ま で 互い に 人 同士 が 
_ こと さえ ある 。 

例 : 同じ 番組 を 見 た / 無関心 だ っ た 
ー 同じ 番組 を 見 た と いう こと が 分 か る と 、 そ れ ま で 互い に 無関心 だ っ た 人 同士 
が 親しく 話し 始め る こと さえ ある 。 

. 同じ 学校 を 卒業 し た / 敬語 を 使っ て 話し て いた 一 

2. 生ま れ た 所 が 近い / 名 前 も 知ら な か っ た 一 

3. 考え 方 が 違う / パー ティ ー に 呼ん だ り 呼 ば れ た り し た 一 


A-2 を 可能 に する も 、 か ね な い 。 
例 : テレ ビ / ひと つ 間 違う と と ん で も な いこ と に な る 
ー 共通 体験 を 可能 に する テレ ビ も 、 ひ と つ 間 違う と と ん で も な いこ と に な りか 


ね な い 。 


1. コン ピュ ー タ ー / ちょ っ と し た 間違い で 危険 に な る 一 
2. 飛行 機 / 小 き な こと か ら 大 き な 事 故に な る 一 
3. ロボ ッ ト / 使い 方 に よっ て は 危険 な も の に な る 一 
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木 は 人 間 の 生活 に 


それ が 私 た ち 


どの よう に 役に立っ て 
木 が な く な れ ば 自然 は どの よう な 影響 を 
に と どう 影響 し ます か 。 
海 や ) Il の 水 が 汚れ る と 私 た ちの 生活 に どう 影響 し ます か 。 
と どん な 影響 が あり ます か 。 
現在 、 私 た ち は 自然 を 守る た め に 


いま すか 。 


を の すま すか 。 


また 、 空 気 


どん な こ と を し て いま すか 。 


が 汚れ る 


1972 年 に 第 一 回 国際 人 間 環 境 会 議 が 開催 され 、 多 く の 国 が 参加 し た 。 
それ 以来 、 地 球 環境 に 関す る 国際 会 議 は 定期 的 に 続け られ 、 そ れ ぞ れ の 
国 が 抱え る 環境 問題 を 人 類 全体 の 問題 と し て と ら え 、 解 決 に 取り 組ん で 
いる 。 ' 

私 た ち を 取り 巻く 環境 問題 はい 、 フ ロン ガス に よる オゾン 層 の 破壊 や ニ 
酸化 戻 素 な ど 温室 効果 が ス が 引き 起こ す 地 球 の 温暖 化 、 さ ら に は 、 隊 性 
雨 、 砂 漠 化 、 そ し て 森 株 が 消え 、 洪 水 が 起こ る 問題 な ど 、 ど れ 一 つ 取 り 
上 げ て みて も 自分 の 国 だ け で 解決 で きる よう な も の で は な い 。 こ れ ら の 
問題 を 引き 起こ し て いる 原因 で ある 環境 破壊 は 非常 な 速 さ で 進む 一 方 で 
あり 、 早 急 に 効果 的 な 対策 を 立て で な けれ ば 、 こ の 深刻 な 状 況 は どん ど 
ん 広がり 続け て いく 。 そ こ で 、 世 界 各国 が 立ち 上 が り 、 協 力 し て 、 韻 是 
解決 に 向け た 国際 的 な 努力 を 続け て いる の で ある 。 

地球 の 環境 破壊 は 、 一 部 の 工業 国 に 大 き な 責 任 が ある と 言わ れる 。 少 
し で も 豊か で 便利 な 生活 を し よう と 、 工 業 化 を 進め られ る だ け 進 め て き 
た 先進 国 と 呼ば れる 一 部 の 国 が 環境 を 破壊 し 続け て きた の で ある 。 し か 
し 、 毎 日 の 暮らし の 中 で 、 資 源 や エネ ルギー を 消費 し 続け 、 環 境 を 汚し 
続け て いる の は 、 ほ か で も な いそ こ に 住む 人 間 - 人 人 で ある 。 必 要 以 
上 に 車 を 使い 、 便 利 な 電化 製品 に 囲ま れ た 毎日 の 生活 の あり 方 その も の 
が 問わ れ な けれ ば な ら な い の で ある 。 一 人 一 人 が 生活 習慣 を 変え る こと 
w な く 、 こ の まま 空気 や 水 や 土 を 汚 染 し 続け れ ば 、 草 や 木 な どの 植物 が 枯 

れ 、 農 作物 も 、 家 誕 も 育た な く な る 。 そ の 状態 が きら に 進め ば 、 環 境 破 


wn 


1 


催 参 期 抱 巻 層 破 * 圭 酸 炭素 効 * 雨 砂 
漠 * 森 洪 * 水 * 速 策 深 況 各 資源 汚 * 汚 業 
枯 農 示 
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壊 は 地球 規模 に 広がり 、 だ れ も 生 きら れ な く な る 日 が 米 る の は 明らか で 
ある 。 

そう し た 反省 に 立っ て 、 個 人 の 意識 も 少し ずつ で は ある が 変わ り 始 め 
た 。 一 人 一 人 が 資源 の リサ イク ル を 考え 、 排 気 ガ ス を 減ら し 、 エ ネル 
ギー を 節約 する な ど し 始 め た 。 環 境 破壊 が これ 以上 拡大 し 、 手 遅れ に な 
ら な いう ち に 何 か 手 を 打 た な く て は と 考え て 、 歩 み 始 め た 。 確 か に 、 現 
在 の 状況 を 急速 に 変え た る こと は で き な い か も し れ な い 。 個人 の 力 な ど 地 
球 環境 を 破壊 し て きた 力 と は 比べ も の に な ら な い ほ ど ち っ ぽ け な も の か 
も し れ な い 。 し か し 、 一 人 一 人 の 意識 の 変化 や 小 き な 歩み は 、 地 球 を 守 
る た め の 大 き な 運 動 に つなが る 確実 な 動き で あっ た 。 ミ さら に は 、「 人 間 の p 
都合 ば か り 考え る の で は な く 、 す べ て の 生き 物 が 、 自 然 の も た ら す 豊か 
な 恵み を 同じ よう に 受け られ る 地球 を 目指 そう 」 と いう 運動 を 生み 出し 、 
今 ゆ っ くり と だ が 広がっ て き て いる 。 命 ある も の すべ て が 、 地 球 と いう 
ふる さと を 共有 し 、 そ こ で 共生 で きる よう に と 、 企 業 は 「 地 球 に 優し 
い 」 商 品 の 製造 を 始め 、 世 界 中 で NGO や NPO と 呼ば れる ボラ ン テ ィ 
アグ ルー プ が 次 々 に 誕生 し 、 活 動 を 続け て いる 。 

環境 問題 に 取り 組み 、 そ の 解決 を 考え る こと は 、 今 、 同 じ 時 代 に 生き 
る 人 間 の た め だ け で は な く 、 次 の 世代 の 人 た ち 、 さ ら に は 、 未 来 の 地球 
の 子供 た ち に 対す る 私 た ちの 吹 任 で も ある 。 人 間 一 人 一 人 が 「 地 球 に 優 
し い 」 存在 に な り 、「 ふ る さと は 地球 で す 」 と 美しい 地球 を 誇れる 日 が 来 » 
る か どう か 、 そ れ は 私 た ち 次 第 な の で ある 。 


模 排 減 節 拡 ' 歩 * 都 合間 背 * 
未 誠 * 次 第 


誤 


造 誕 * 生 


117 


第 21 


端 


| 答え まし ょ う | 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 

1972 年 に どん な 会 議 が 開か れ ま し た か 。 

「 私 た ち を 取り 巻く 環境 問題 」 と は どの よう な 問題 で し ょ うか 。 
世界 各国 が 協力 し て 国際 的 な 労力 を 続け て いる の は な ぜ で すか 。 
環境 破壊 の 責任 は どこ に ある と 言わ れ も て いま すか 。 

先進 国 で 暮らす 人 々 の 生活 は どの よう な も の で し ょ うか 。 

個人 の 意識 は どの よう に 変わ っ て きま し た か 。 

地球 を 守る た め に 、 ど の よう な 運動 が 生ま れ ま し た か 。 

環境 問題 に 取り 組み 、 そ の 解決 を 考え る の は 何 の た めで し ょ うか 。 
皆さん の 国 で は 環境 問題 の 影響 は びん な と ころ に 現れ て いま すか 。 
それ に つい て 、 ど ん な 対策 が 立て られ て いま すか 。 


いら OO ひい ゆい Fo 己 


ーー 
= 


| 使い まし ょ う 
「ー す る 一 方 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 環境 破壊 は 進む 一 方 で す 。 


1. これ か ら 和 勉強 は 一 方 で す 。 

2. も う 十 一 月 で す 。 こ れ か ら は ーー 方 で す 。 

3. 新しい アイ ディ ア で も 出さ な けれ ば 、 会 社 は 一 方 で す 。 
4. 何 か 対策 を 立て な けれ ば 、 空 気 は 一 方 で す 。 

5. 努力 し な けれ ば 、 は 一 方 で す 。 


「 ご と こと な く 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 暑い 日 る 案 い 日 も 、 父 は 休む こと な く 仕 事 を し た 。 


1. どん な に 疲れ て いて も 、 母 は こと な さく 、 o 

2. どん な に 反対 され て も 、 兄 は こと な く 、 o 

3. 親切 な 友人 た ちの お か げ で 、 私 は こと な く 、 0 
4. 台風 の 影響 が 心配 され た が 、 関 西 は こと な く 。 
5. 昔 、 日 本 人 は こと な く 、 0 


[CI 「 比 べ も の に な ら な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 速 さ と いう 点 で は 飛行 機 は 船 と は 比べ も の に な ら な い 。 
1. 子供 へ の 影響 と いう 点 で は は と は 比べ も の に な ら な い 。 
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2. 新しき さと いう 点 で は は と は 比べ も の に な ら な い 。 

3. 変化 の 速 さ と いう 点 で は は と は 比べ も の に な ら な い 。 
4. 大 切 さ と いう 点 で は は と は 比べ も の に な ら な い 。 

5. と いう 点 で は 学生 は 教師 と は 比べ も の に な ら な い 。 


[| 「- 次 第 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 上 手 に で きる か どう か は 、 棟 習 次 第 で す 。 


1. _ か どう か は 、 あ し た の お 天気 次 第 で す 。 
2. か どう か は 、 努 力 次 第 で す 。 
3. か どう か は 、 社 長 次 第 で す 。 
4. 海外 旅行 へ 行け る か どう か は 、 次 第 で す 。 
5. か どう か は 、 次 第 で す 。 
まとめ まし ょ よう 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
環境 問題 を 解決 する た め に 、 世 界 各 国 は 。 ま た 、 私 た ち 個 人 の 意識 
も 変わ り 始め 、 。 そ れ が に つなが り 、 企 業 は 、 世 
界 中 で 。 環 境 問題 に 取り 組む こと は 、 6 


話し まし ょ う 
IAl 第 21 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 

「 経 済 の 発展 が 遅れ て いる 国 で は 、 少 し で も 早く ほか の 国 と 同じ よう な 生活 を す 
る た め に 工業 化 を 進め な けれ ば な り ま せん 。 そ の た め に は 環境 が 少し ぐら い 和 悪く 
な る の は し か た が な いと 思い ます 」 


B| 国際 的 な 協力 を し な けれ ば 、 解 決 で き な い よう な 環境 問題 の 例 を あげ て くだ さい 。 


2 | 書き まし ょ う | 
IAl-1 少し で も と 、 は だ け て きた 。 
例 : 豊か で 便利 な 生活 を する / 国 / 工業 化 


きだ 。 
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第 21 課 


1. 製品 を 安く 作る / 経営 者 / 工場 の 機械 化 っ 
2. 商売 を うま く や る / 企 業 / 情報 化 一 
3. 人 々 の 関心 を 集め る / テレ ビ 番 組 を 作る 人 た ち / 様々 な 試み 一 


生 -2 確か に た 。 し か し 、 そ の た め に の は ほか で も な い 
_ 自身 で ある 。 
例 : 生活 は 便利 で 豊か に な っ た が 、 私 た ち は 環 境 を 破壊 し 、 環 境 問 題 を 引き 起こ し 
た 


ー 確か に 生活 は 便利 で 豊か に な っ た 。 し か し 、 そ の た め に 環境 を 破壊 し 、 環 境 
問題 を 引き 起こ し た の は ほか で も な い 私 た ち 自 身 で ある 。 


1. 製品 は 安く な っ た が 、 経 営 者 は 多く の 人 を や めき させ 、 技 術 者 が 足り な く な っ て 


還っ て いる 一 
2. 商売 は うま くい く よ う に な っ た が 、 企 業 は 情報 管理 が 上 難しく な り 、 苦 労 し て い 
る 


3. テレ ビ 番 組 に 対す る 人 々 の 関心 は 高く な っ た が 、 新 し い ア イデ ィ ア が な く な 
り 、 番 組 作り に 苦労 し て いる 一 


少し で も ご は て きた 。 し か し 、 そ の た め に 
の は ほか で も な い 自身 で ある 。 こ の まま で は 、 
の は 明らか で ある 。 


例 : 工業 化 / 環境 問題 / だ れ も 地 球 に 住め な く な る 日 が 来る 
ーー 少し で も 便利 で 豊か な 生活 を し よう と 、 私 た ち は 工 業 化 を 進め られ る だ け 進 
め て きた 。 し か し 、 そ の た め に 、 環境 を 破壊 し 、 環 境 問題 を 引き 起こ し て きた 
の は ほか で も な い 私 た ち 自 身 で ある 。 こ の まま で は 、 だ れ も 地 球 に 住め な く な 
る 日 が 来る の は 明らか で ある 。 


1. 機械 化 / 技術 者 / 会 社 の 持つ 技術 を 伝え られ な く な る 一 

2. 情報 化 / 情報 管理 / 企業 の 情報 を 守る た め に 大 変 な 費用 が か か る 一 

3. 様々 な 試み / 新 し い ア イデ ィ ア / 事実 に 手 を 加え て 報道 する よう な 事件 が 増え 
る 一 
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課 


[ふれあう 」 


層 昌 新しい 言 
すれ 進 う 真 ( っ 暗 )+ 小高 い EF 
た いよ う よう し ゃ て そう ちょ う 
9 容赦 な い 了 り つけ る 早朝 
の お ね まな こ め き 
薄着 スル さす が = 寝ぼけ 眼 日 覚め る 
き そ 、 くち か ず そ や す ま 
謗 う 数 染まる (休む ) 間 も な い 
a も じ ど お 
けた た まし い スケ ッ チ ブッ ク 取り 出す 文字 通り 
せい き き ろく し ん けん で 
世紀 記録 スル 真剣 ナ ・= 日 の 出 
ち へ いせ ん ち へ いせ ん う か ん せい あ 上 
地平 線 (地平 線 ) 上 歓声 わき 上 が る 
り か い が た いっ せい ふ か え ま 
(理解 し ) 難 い 一 斉 に 振り 返る あっ と いう 間 に 
は ん ぶん あら わ き と な が 
半分 現す 気 を 取ら れる 流れ る 
な み と ど ひか り 
4 届く 光 あふ れる 
ここ ち き わる えん り ょ えん り ょ 
心地 よい 気 を 悪く する 遠慮 スル (遠慮 ) が ち ナ ・ ニ = ニ 
し か く し ょ う が し 
何で 視覚 障害 へ えっ 
い ぶん か い ぶん か か ん 
こぼれ る 異 文化 テー マ ( 異 文化 ) 間 
と お と ず げん ち か 。 あ 、 
都市 訪 れる 現地 触れ 合う 
ゆう こう ふか けん し ゅ う こう りゅう 
友好 深め る 研修 スル 交流 スル 
ひと や く よく ば 
一 役 欲張り ナ ・ ニ せい スケ ジュ ー ル 
じん し ゅ げん ご _ こっ き ょ せい べつ 
種 言語 5) 性 別 
へ だ し ょ うと つ た 
隔て る 衝 突 スル も め る 絶え る 
か た 
語 (場所 ・ 川 の 名 前 ) イラワジ 川 ミャンマー マン ダレ ー 


| いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


2 RR I デ 


どん な と き に 旅 を し た いと 思い ます か 。 
旅行 は 一 人 で 行く の が いい と 思い ます か 。 だ れ か と 一 緒 の 方 が いい と 思い ます か 。 
何で 行く 旅 が 好き で すか 。 そ れ は どう し て で すか 。 
日 本 で 行っ て みた い 所 は どこ で すか 。 

日 本 以外 で は どこ へ 行っ て みた いで すか 。 


121 


朝 五 時 過ぎ 、 す れ 違 う 人 も な い 真 っ 暗 な 道 を 、 私 た ち は 小 高い 丘 の 上 
に ある お 寺 へ 向かっ た 。 昼 の 問 は 強い 太陽 が 容赦 な く 照 りつ ける 毎日 だ 
が 、 早 彰 の 空気 は 、 薄 着 の 私 た ち に は さす が に 冷た く 、 さ っ きま で 寝 ば 
け 限 を し て いた 学生 た ち を すっ か り 目 覚め きせ た 。 そ れ で も 辺り が 少し 
。 ずつ 明る く な る に つれ て 気温 も 上 が り 、 そ れ に 読 われ る よう に 学生 た ち 
の 口数 も 増え て きた 。 
東 の 窪 が オレ ンジ 色 に 抹 ま り 始 め る と 、 休 む 間 も な く 冗 談 を 言い 合っ 
て は 、 け た た まし い ほ どの 大 声 を 上 げ て いた 学生 た ち も 、 そ れ ぞ れ カ メ 
ラ や スケ ッ チ ブッ ク を 取り 出し て 、 文 字 通 り 「 世 紀 の 瞬 間 」 を 記録 に 残 
w そう と 真剣 な 様子 で ー 十 一 世紀 最初 の 日 の 出 を 待っ て いた 。 し か し 、 べ 
ンチ に 用 を 下ろ し て この 様子 を 見 て いた 私 は 、 ち ょ っ と 気 に か か る こと 
が あり 、 学 生 た ちほ ど に は 真剣 な 気持 ち に な れ な か っ た 。 
太陽 が 地平 線上 に 頭 を 出し た か な と 思っ た その 瞬間 、「 先 生 、 陽 が 出 ま 
し た ね 」 と 中 さん 。 新 し い 世 紀 の 陽 を 迎え て 、 学 生 た ちか ら 大 歓声 が 
s わき 上 が る だ ろう と ば か り 思 っ て いた 私 は 、 思 い が け な い 言 葉 に T さ 
ん の 顔 を 見 つめ た 。 皆 も 理解 し 難い と いう 様子 で 一 昔 に 下さ ん の 方 を 
振り 返っ た が 、 あ っ と いう 間 に 半 分 ほど 姿 を 現し た 新しい 世紀 の 太陽 に 
気 を 取ら れ て 、 そ の と き は だ れ も 口 を 開く も の は いな か っ た 。 し ば らく 
する と 、 目 の 下 を 流れ る イラ ワ ジ 川 の 波 の 一 つ ー つ に まで 届く ほど に 光 
w が あふ れ 、 風 も 心地 よく 感じ られ る よう に な っ た 。 そ ろ そ ろ 学 生 た ち を 
連れ て ホテ ル に 戻ら うか と 思っ て いた と き 、 私 と 同じ こと が 気 に か か っ 
て いた の で あろ う 、 一 人 の 学生 が 直 さん に 話し か けた 。「 気 を 悪く きせ 


* 真 * 太 落 * 隊 * 早 薄 眼 謗 * 染 * 世 紀 歓 * 声 
* 難 斉 振 波 届 * 光 * 心 
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る か も し れ な いけ ど . . . 」 そ の 学生 は 邊 上 工 が ち に 、 何 で 日 の 出 が 分 か っ 
た の か と 尋 ね た 。「 風 が 暖 か く な っ た か ら ..」 生 まれ た と きか ら の 神 滞 
障害 で 光 を 感じ る こと さえ で き な いと いう さん の この 答え に 、 他 の 
学生 な ちの 口 か ら も 、「 へ えっ 」 と 驚き の 声 が こぼれ た 。 

「 異 文化 を 体験 し よう 」 を テー マ に 、 凌 支 化 間 コミ ュ ニ ケー ショ ン 学 部 
の 学生 た ち を 連れ て ミャンマー 第 の 都市 マン ダレ ー を 訪 れ た 。 現 地 の 
人 た ちと 触れ 合い 、 有 片言 の 英語 と ミャンマー の 言葉 で 友好 を 深め な が ら 
異 文化 体験 の 旅 を 続け て いた 。 こ の 研修 旅行 に は も う 一 つ 、 日 本 の 文化 
を 紹介 し た り 、 そ の 土地 の NGO 活動 を 訪ね た り し て 国際 交流 に も 一 
0 画 が あっ た 。 そ の せい で 毎日 の スケ ジュ ー ル は 一 
杯 、 な か な か 皆 が 集まっ て 話し 合う 機会 が 持て な いで いた 。 そ ん な ある 
日 の こと 、 だ れ か が 「 今 度 の 研修 で 一 番 の 『 異 文化 体験 』」 は 、 さん の 
言葉 だ っ た な 」 と 言っ た の が きっ か け に な っ て 、「 異 文化 」 っ て 何だ ろう 
と いう 話 が 始ま っ た 。「『 異 文化 。 と いう 言葉 か ら 連 想 す る の は 、 国 、 人 
種 、 民族 、 癌 講 な ど 国 者 と か か わる も の が 多い と 思わ れ が ち だ けど 、 性 
別 、 世 代 、 職 業 の 違い 、 職 害 の 有無 と か も 人 と 人 と を 隔て る 異 文化 な ん 
だ と 思う よ 」 と 人 の 学生 。「 毎 日 の 生活 で 人 と 人 が 出会う こと こそ が 、 
すなわち 、 異 文化 と 異 文化 の 触れ 合い な ん じゃ な いか な 」 と 別 の 学生 。 
「 じ ゃ あ 、 こ こ に いる 先生 を 入れ た 十 四 人 の 毎日 の 生活 も 、 異 文化 と 異 文 
化 の 交流 か ロ 「 異 文化 の 衛 秋 と 言っ た 方 が いい ん じゃ な い 、 意 見 が 合わ : 
な く て も め る こと が 多い か ら 」 し ば らく の 問 意見 が 絶え ず 、「 異 文化 」 を 
語り 合い 、 考 える 時 間 を 持つ こと が で きた 。 

それ に し て も 、 思 い が け な い 「 異 文化 」 と の 触れ 合い だ っ た 。 


wi 


* 遠  * 覚 障害 異 * 訪 触 * 好 修 * 流 * 欲 * 言 隔 
衝 * 絶 
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第 22 


間 


@ 


aa 


| 


答え まし ょ う 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


nn た Ww ト う 只 


朝 五 時 過ぎ 、 学 生 な ち は ど こ へ 向かい まし た か 。 

学生 た ち は 何 の た め に そこ へ 向かっ た の で すか 。 

その と き 、 こ れ を 書い た 人 は どこ で 、 何 を し て いま し た か 。 

陽 が 出 た 瞬間 、T きん は どん な こと を 言い まし た か 。 

ーー 人 の 学生 が 〒 さん に 何 を 尋ね まし た か 。 そ し て 、TT さん は 何と 答え まし 
た か 。 

な ぜ み ん な は ずさん の 言葉 に 驚い た の で すか 。 

学生 た ち が ミ ャ ンマ ー へ 行っ た 目的 は 何だ っ た の で すか 。 

何 が きっ か け で 豊 文化 に つい て 話し 始め た の で すか 。 

初め て 外国 へ 行っ た と き 、 何 か 忘れ られ な い 触 れ 合 い が あ り ま し た か 。 
旅行 し て 「 も う 一 度 こ こ を 訪れ よう 」 と 決め た 場所 が あり ます か 。 そ れ は どう 
し て で すか 。 


使い まし ょ う 


wg| 


-1 
例 : 


nn $$ Ww to 忌 


[A-2 


「 さ す が に 一 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 

早朝 の 空気 は 、 さ す が に 冷た い 。 

旅行 の 本 に も 紹介 され て いる 場所 は 、 さ す が に 9 
中 国 の 人 が 作っ た 中 国 料 理 は 、 さ す が に 8 
外国 の 生活 を 長く 経験 し た 人 は 、 き さすが に 8 
世界 中 を 旅 し た 人 の 話 は 、 さ す が に 

ーー は 、 き さす が に _ 


「< だ け あ っ て 、 さ す が に 一 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし よう 。 


例 : 三 年 間 勉 強し た だ け あ っ て 、 役 は 、 さ す が に 日 本 語 が 上 手 だ 。 


1. 


試験 前 の 一 週間 、 ほ と ん ど 寝 な いで 勉強 し た だ け あ っ て 、 _ー は 、 さ きす 
が に 0 
「 歩 く 辞 書 」 と 言わ れる だ け あ っ て 、 は 、 き す が に o 
準備 に 五 か 月 も か けた と いう だ け あ っ て 、 は 、 さ す が に 
十 年 も だ け あ っ て 、 は 、 さ す が に 8 

だ け あ っ て 、 こ の 料理 は 、 き さす が に 8 
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ふれ あう 


Al-3 「 さ す が の (名 詞 )」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 難し く て 、 さ す が の 先生 も 分 か ら な か っ た 。 


1. 寒く て 、 さ す が の も 8 

2. か ら す ぎ て 、 き さす が の も o 

3. 賠 十 度 の 熱 が あっ て 、 さ す が の も o 
4. 高 す ず ぎ て 、 さ きす が の も 

5. 二 週 間 - 日 も 休ま な か っ た の で 、 さ きす が の 8 


Bl 「 が ち 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 

例 : あ し た は くも り が ち で 、 と ころ に よっ て は 雨 が 降る で し ょ う 。 
子供 の ころ は 体 が 弱く 、 が ち だ っ た 。 

六 月 、 七 月 は が ち で 、 は っ きり し な い 天 気 が 続 く 。 
年 を 取る と 、 い ろ い ろ な こと を が ち に な る 。 

昔 の 時 計 は 正確 で は な く 、 が ち だ っ た 。 

若い ころ は と 考え が ちな も の だ 。 


nn PP Wo tt 中 


「 そ れ に し て も 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : A: ああ 、 や っ ぱり た ば こ は お いし いで すね 。 
B: 本 当 に お いし そう で すね 。 それに し て も 、 一 日 に 三 十 本 は 、 多 すぎ ます よ 。 


1. A: 山田 きん は 今日 は まだ 来 ま せん ね 。 
B: ええ 、 遅 れる と 言っ て いま し た か ら 。 それに し て も 、 o 
2. A: や っ と 終わ り ま し た 。 た くさ ん あり まし た か ら ね 。 
B: ご 苦労 きま 。 そ れ に し て も 、 
3. A: この セー ター どう で すか 。 三 万 円 も し た ん で す よ 。 
B: いい で すね 。 そ れ に し て も 、 o 
4. A: この 学校 は 宿 症 が 多い と 聞い て いま し た が 。 
B: ええ 、 そ れ に し て も 、 o 
5. A: この 美術 館 は よく こん な に た くさ ん の 作品 を 集め た も の で すね 。 
B: そう で すね 。 そ れ に し て も 、 0 
まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
の 学生 た ち を 連れ て 、 SE を 見 る こと 
に な っ た が 、 そ の と き 、 視 覚 障害 の TT さん が と 言っ て 、 皆 を 驚か せ 
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第 22 課 
た 。 あ る 学生 が 「 』」 と TT さん に 尋ね た と ころ 、 下 きん は 「 
_」 と 答え た 。 研 修 が 続く ある 日 、 学 生 た ちと に つい て 考え た 。 「 
a 」 な どの 意見 が 出 て 、 良 い 時 間 を 持つ こと が で きた 。 


Kew| 話し まし ょ う 


第 22 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 
「 人 間 の 個性 の 違い まで 、 異 文化 と 考え を る べき で は な いと 思い ます 。 異 文化 間 に 
起こ る 問題 と は 、 国 籍 、 人 種 、 民 族 、 言 語 、 款 教 な どの 違い が 原因 で 起こ る 集団 
と 集団 と の 問題 で す 。 日 本 で は あま りこ の よう な 問題 が あり ませ ん か ら 、 個 人 の 
違い まで 異 文化 と 考え る の か も し れ ま せん が 、 そ れ は 違う と 思い ます 」 


外国 に 住ん だ り 、 旅 行 を し た りす る こと に どん な 意味 が ある と 思い ます か 。 


2 | 書き まし ょ う | 


[Al-1 と ば か り 思 っ て いた 私 は 、 思 い が け な い で 。 8 


例 : 学生 た ちか ら 大 歓声 が わき 上 が る だ ろう と 思っ て いた 
学生 た ちか ら 大 歓声 が わき 上 が る だ ろう と ば か り 思 っ て いた 私 は 、 思 い が け 
な い 言 葉 を 聞い て 、 T さん の 顔 を 見 つめ た 。 
1. 友達 に 喜ん で も ら え る だ ろう と 思っ て いた 一 
2. 両親 に 反対 きれ る だ ろう と 思っ て いた 一 
3. 試験 は 大 丈夫 だ と 思っ て いた ーー 


[Al-2 の は と 思わ れ が ち だ が 、 6 
例 : 「 異 文化 」 か ら 連 想 さ れる / 国 、 人 種 、 民 族 、 言 語 な ど 国 境 と か か わる も の が 多 
いい 


ー「 異 文化 」 か ら 連 想 き され る の は 園 、 人 種 、 民 族 、 言 語 な ど 国境 と か か わる も の 
が 多い と 思わ れ が ち だ が 、 性 別 、 世 代 、 職 業 の 違い 、 障 害 の 有無 な ども 人 と 人 
を 隔て る 異 文化 だ と 思う 。 

1. 外国 で 暮らす / 難し いこ と だ 一 

2. 国際 結婚 を する / と て も 苦労 が 多い ーー 

3. 人 に 親切 に する / 良い こと だ 一 


126 


シャ ボン 玉 屋 飛ば す は し ゃ くさく 
し けい か し きよ 
詩 テン ポ 軽快 ナ ・= 

ち どう よう な な いろ 
か つて 口ずさむ 章 詳 七色 
か が や Re じ じ よ う ご きよ 9 
輝く 舞う 事情 故郷 
あと きく し ゃ し じん 
後に する 作者 まな ざし 詩人 
か し ひょう めん か ん が 、 つ 
歌詞 お よそ (一 な い ) 考え ぇ 付く 
お く さけ 念 
奥 叫び [一 叫ぶ ] 隠す 我 が 子 
みず か ふ あん 
自ら 不安 ナ ・ ニ や む を 得 な い か 弱い 
ま び ひん こん ち た さく 
間 引 く 筆 困 ナ ・ ご = 吹き 散ら す 託す 
ちん こん か ひと し 放 まず の うみ ん 
鎮魂 歌 人 知れ ず 貸し い 時 
か 3 な み だ りょう て 
代わ る 請う 涙 手 
い の ひ つう まじ い じょう 
祈る 悲痛 ナチ ・ ニ = ニ 徐々 に ーー 以上 
最低 底 泌 え る ぶつ ける 
む じゃ き お も つ 1 
舞 洲 気 ナ -ー= = ふく ら ま す 思い 付く 果 
ひか か が や ね が SN きさく も つ み の 
光り 輝く 願う 作物 実る 
ふ よう ぬ と あ の うそ ん 
不要 ナ ・ ニ 抜き 取る 空け る 農村 
て い ぎ お う 計 
定義 スル 応じ る 死語 つい て いく 
だ ん た い 
団体 


nn 本 いう ト う = 


る ll いっ し ょ に 考え まし ょ う 。 | 


子供 の と き に どん な 歌 を 歌っ た か 教え て くだ さい 。 
子供 の と き に 歌っ た 歌 で 、 一 番 好 き な 歌 は どん な 意味 の 歌 で すか 。 
今 、 ど ん な 歌 が 好き で すか 。 
それ は どこ で 覚え た 歌 で すか 。 
その 歌 を 歌う と 、 ど ん な 気持 ち に な り ま すか 。 
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シャ ボン 玉 飛 ん だ 尾根 まで 飛 ん だ 


屋根 まで 飛ん で 壊れ て 消え た 
風 々 吹く な シャ ボン 玉 飛 ば そ 
野口 南 情 ! ょ 、 は し ゃ ぎ な が ら シ ャ ポン 玉 を 飛ば す 子 供 た ちの 姿 を 見 
: て 、 こ の 庄 を 書い た そう で す 。 今 は あま り 歌 われ な く な っ た よう で す が 、 
速い テン ポ で 、 明 る く 軽 快 な 曲 が 付け られ 、 か つて は だ れ も が 口ずさむ 
童謡 で し た 。 し か し 、 雨 情 の 目 に 喘 っ て いた の は 、 本 当 に 笑顔 あふ れる 
子供 た ちゃ 七色 に 交 き な が ら 青 年 を 舞う シャ ボン 玉 だ っ た の で し ょ う 
か 。 ど ん な 事情 が あっ た の か 、 生 まれ 区 郷 を 後に し な けれ ば な ら な か っ 
p た 作者 雨情 は 、 ふ る さき と を 愛し 、 そ の 自然 を 優し く 見 つめ た 人 で し た 。 
また 、 憧 い 立場 の も の に 暖か いま な ざし を 注ぐ 矢 人 だ っ た と も 伝え られ 
て いま す 。 そ ん な 雨情 が 作っ た 「 シ ャ ボン 玉 」 の 歌詞 に は 、 そ の 表面 か 
ら は お よそ 考え 付か な いよ うな 作者 の 心 の 典 か ら の 叫び が 隠さ れ て いる 
よう に 、 私 に は 聞こ える の で す 。 
i 我 が 子 どこ ろか 、 卓 ら の 明日 の 生活 に さえ 不安 を 感じ て いた 親 た ち 
が 、 や む を 得 ず 生ま れ て すぐ の か 弱い 命 を 問 引か な けれ ば な ら な か っ た 
時 代 。 信 内 と いう 風 に 吹き 散ら され 、 次 々 に 消え て いく 命 短い シャ ポン 
事 に 託し て 、 雨情 は 幼い 命 命 へ の 鎮魂 散 を 作っ た の で は な いで し ょ よう か 。 
シャ ボン 玉 消 えた 飛ば ず に 消え た 
生ま れ て すぐ に 壊れ て 消え た 
風 々 吹く な シャ ボン 玉 飛 ば そ 
人 知れ ず 幼 い 命 を 間 引 か な けれ ば な ら な か っ た 貸し い 農 民 た ち に 代 
わっ て 、 雨 情 が 許し を 請 い 、 涙 を 流し て いま す 。「 風 よ 、 吹 く な 」 と 、 
-* 根 吹 詩 軽快 曲 章 謡 輝 舞 郷 * 後 詞 奥 
叫 隠 * 我 * 自 * 明 日 得 貧 * 散 託 鎮 魂 * 貧 請 涙 
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両手 を 合わ せ て 祈っ て いま す 。 そ の 悲痛 な 祈り は 、 徐 々 に 怒り に 変わ り 
ます 。 い くら 貸し く て も 、 同 じ 人 間 で ある 以上 、 人 間 と し て 最低 の 生活 
が あっ て いい は ず だ 。 心 の 度 か ら の 澤 え る ほど の この 灯り を 、 だ れ に ぶ 
つけ れ ば いい の か 。 無 漠 気 に シャ ボン 天 を ふく ら ま す 耶 供 た ち を 目 の 前 
に し て 、 雨 情 は 、 自 分 る も 一緒 に シャ ボン 玉 を 飛ば そう と 思い 付き まし た 。 
「 シ ャ ポン 玉 よ 飛べ 」「 風 よ 吹 く な 」 と 祈り な が ら 。 効い 命 の 一 つ ー つ が 、 
広く 大 き な 青 空 に 向かっ て 、 虹 の よう に 光り 輝き 、 ど こま で も どこ まで 
も 飛ん で くれ る こと を 、 心 か ら 願 いな が ら 。 

「 間 引く 」 は 、 学 習 研究 社 『 国 語 大 辞典 』 で は 、① 作物 を より 良く 実 
ら せ る た め に 、 不 要 な 一 部 を 抜き 取っ て 間 を 空け る こと 、② 農村 な ど 
で 、 育 て られ な い 生 まれ て すぐ の 子 を 殺す こと 、 と 定義 され て いま す 。 
社会 豊か に な る の に 応じ て 、 今 は も う 「 間 引き 」 と いう 言葉 な ど 死 語 
に な っ て し まっ た よう で す 。 し か し 、 飛 ば ず に 消え る シャ ボン 玉 や 、 屋 
根 ま で し か 飛べ な か っ た シャ ボン 玉 の 数 は 昔 と 同じ くら い 、 あ る い は 、 
それ 以上 で は な い の で し ょ うか 。 ゆ と り の ある 生活 を する た め に 、 子 供 
は た くさ ん 要ら な い 、「 育 て られ な い 」 と 言っ て 、 許 し も 請 わ ず 、 涙 も 流 
きず 、「 生 まれ て すぐ の 」 幼 い 命 を 簡単 に 問 引 く 親 た ち が 、 今 も 大 勢い る 
の で す 。 勉強 に つい て いけ な いか ら 、 団 体 生 活 が で き な い か ら と 言っ て 、 
「 不 要 な 一 部 」 と し て 間 引 か れ て し まう 子供 た ち も 少 な く あ り ま せん 。 

シャ ボン 玉 お いで ここ まで お いで 
消え ず に 飛ん で ここ まで お いで 
風 々 吹く な シャ ボン 玉 消 す な 

シャ ボン 玉 の 歌 を 聞く と 、 了 雨情 の こん な 願い が 、 私 に は 聞こ えて くる 
の で す 。 

祈 * 悲 * 痛 徐 * 低 底 震 邪 時 * 村 殺 義 * 応 震 
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wn 


1 


= 


第 23 課 


| 


1 答え まし ょ う 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


kk 
ご 


野口 雨情 は どん な 人 だ っ た と 言わ れ て いま すか 。 

「 シ ャ ボン 玉 」 の 歌詞 に は 何 が 隠 き れ て いる と 詩 っ て いま すか 。 
昔 の 人 は どう し て 子供 の 命 を 間 引 か な けれ ば な ら な か っ た の で すか 。 
雨情 の 怒り と は どの よう な も の で すか 。 

雨情 が 心から 願っ て いた の は どん な こと で すか 。 

「 問 引く 」 と いう 言葉 は どの よう に 定義 きれ て いま すか 。 

どう し て この 昔 葉 は 死語 に な っ て し まっ た の で すか 。 

今 は も う 「 間 引き 」 は な く な り ま し た か 。 

この 歌 か ら 何 を 感じ まし た か 。 

皆さん の 国 で よく 歌わ れる 童 議 は どん な 歌 で すか 。 


【2 


使い まし ょ う 


例 : 


Mn ーー つの tt 呈 


例 : 


Mn 本 (いう ト う 史 


Al 「- な ん て 、 お よそ 一 な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
そん な 事故 が 起こ る な ん て 、 お よそ 考え られ な い 。 


家 や 車 を 買う た め に 子供 を 殺す な ん て 、 お よそ 
同じ 間違い を 繰り 返す な ん て 、 お よそ 8 

な ん て 、 お よそ 見 当 も 付か な い 。 

な ん て 、 お よそ 意味 の な いこ と だ 。 


-。 な ん で 、 お よそ 今 ま で に 例 の な いこ と だ 。 


回 「 や お を 得 ず ー」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
や む を 得 ず 彼 ら は 子供 を 殺す 。 


忙し か っ た の で す が 、 だ れ も や り た が ら な い の で 、 や む わ を 得 ず 
今朝 か ら 熱 が あっ た の で す が 、 用 事 が あっ た の で 、 や む を 得 ず 


両親 が 病気 に な っ た の で 、 を やむを得 ず _ 。 
の で 、 や む を 得 ず 会 うこ と に し まし た 。 
の で 、 を やむを得 ず = 


[CI 「 一 以上 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


1. 
2. 


学生 で ある 以上 、 勉 強 を すべ きだ 。 


せっ か く 日 本 に 来 た 以 上 、 0 
生き て いる 以上 、 0 
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3 結婚 し た 以上 、 o 
4. 以上 、 こ れ か ら ま じ め に 働 こ うと 思い ます 。 
5. 以上 、 早 く ほ か の 仕事 を き が そう と 思い ます 。 


D」 一 に 応じ て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : きせ つ に 応じ て 、 着 る も の を 変え ます 。 


「 自 然 を 守 ろ う 」 と いう 新聞 の 広告 に 応じ て 、 o 
友達 の 勧め に 応じ て 、 o 


に 応じ て で 、 味 を こく し た りう すく ぐし た り し ます 。 
に 応じ て 、 練 習 問題 や テス ト を 作り ます 。 
に 応じ て 、 運 動 の タイ プ を 考え な けれ ば な り ま せん 。 


人 々 は に 応じ た 服装 を し て いま す 。 
に 応じ た 生活 を し て いれ ば 、 問 題 は な い は ず で す 。 
うち の 会 社 で は に 応じ た 8 
まとめ まし ょ う | 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
シャ ボン 玉 の 歌 は へ の 鎮魂 歌 だ 。 雨 情 が に 代わ っ て 、 
の で ある 。 雨情 の 時 代 と 違っ て 社会 は 豊か に な っ た が 、 今 で も 
と 言っ て 、 間 引 く 親 た ちゃ や 、 か ら と 育っ て 、 と 


し て 間 引 か れ て し まう 子供 た ち も 少 な く な い 。 


話し まし ょ う 
[Al 第 23 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 


「 み ん な が 豊か な 生活 が で きる よう 、 子 供 の 数 を 決め 、 そ れ 以 上 子供 を 作ら な い 
の は 、 現 代 で は 当たり 前 の こと で す 。 世界 の 人 口 問題 の こと を 考え て みれ ば 、 そ 
れ は 、 す ぐ 分 か る と 思い ます 」 


B| 今 、「 不 要 な 一 部 」 と し て 「 間 引き 」 さ れる 子供 た ち を な くす に は どう すれ ば よい 
と 思い ます が 。 


書き まし ょ う 


IAl-1 (の ) に 応じ て 、 今 は も う 。 し か し 、 は 、 音 と 
同じ くら い 、 あ る い は それ 以上 で は な いで し ょ うか が 。 
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例 : 社会 が 豊か に な る /「 間 引く 」 と いう 言葉 / 間 引 か れる 子供 た ち 
て し まい まし た 。 し か し 、 聞 引か れる 子供 た ち は 、 普 と 同じ くら い 、 あ る い は 
それ 以上 で は な いで し ょ うか 。 

1. 通信 技術 の 発達 手紙 /E メー ル に よる 言葉 の や り と り ご 

2. 社会 全体 の 上 下関 係 が 少な く な る / 身分 の 培い / 会 社 と いう 集団 の 秩序 の 厳し 
さ 一 

3. 生活 様式 の 変化 / 家族 団らん の 時 間 / 家族 の 結び 付き の 大 切 き 一 


Al-2 か ら と いっ て 、 (て し まう ) も 少な く あ り ま せ 


ん 。 


例 : 勉強 が で き な い 、 団 体 生活 が で き な い / 「 不 要 な 一 部 」 と し て 間 引 か れる 
ー 勉強 に つい て いけ な いか ら 、 団 体 生活 が で き な い か ら と いっ て 、「 不 要 な 一 


. 仕事 を 続け た い / 子供 を 作ら な い 一 
2. 言葉 や 習慣 が 違う / 外国 人 を 「 よ そ 者 」 と 決め る 一 
3. な か な か 上 手 に な ら な い / 勉強 を あき ら め る 一 


B の に 応じ て 、 今 は (も う ) 。 し か し 、 は 、 昔 と 同 
じ く らい 、 ある い は それ 以上 で は な いで し ょ うか が 。 から と いっ て 、_ 
(て し まう ) も 少な く あ り ま せん 。 


例 : 社会 が 豊か に な り 、「 間 引く 」 と いう 言葉 は 死語 に な っ た が 、 間 引か れる 子供 が 

いる こと は 変わ ら な い 
ー 社会 が 豊か に な る の に 応じ て 、 今 は も う 「 間 引く 」 と いう 言葉 は 死語 に な っ 
て し まい まし た 。 し か し 、 間 引か れる 子供 た ち は 、 昔 と 同じ くら い 、 あ る い は 
それ 以上 で は な いで し ょ うか 。 勉強 に つい て いけ な いか ら 、 団 体 生 活 が で き な 
いか ら と いっ て 、「 不 要 な 一 部 」 と し て 間 引 か れ て し まう 子供 も 少な く あ り ま せ 
ん 。 

1. 機械 化 が 進み 、 私 た ちの 生活 は 便利 に な っ た が 、 忙 し き は 変わ ら な い 一 

2. 子供 の 数 が 少な く な り 、 大 学 に 入り や すく な っ た が 、 競 争 の 厳し さき は 変わ ら な 
い — 

3. お 年 寄り が 増え 、 お 年 寄り の た め の サ ービス も 多く な っ た が 、 年 を 取っ て 寂し 
いと 感じ る の は 変わ ら な い 一 
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な が し v く ひ ょ う い りょう 
長生 き ス ル か な える 目標 医 療 
た す きき どう に め ゅ う 
助 か 『 具 導入 スル ケー ス 
2 : せん で ん でき し ん ぞう 
が ん ー を は じ め 先天 的 ナ ・ ニ 心臓 
ち りょう じん ぞう か ん ぞう 
治療 スル 治す 背 上 
か ん じゃ い し ょ く で うき し ゅ じゅ つ 
患者 移植 スル 臓器 手術 スル 
すう ね ん ちゅ う も く せい ぜん 
数 年 ドナ ー カ ー ド 注 日 スル 生前 
ほん に ん LA し ひょう めい せい ど 
本 人 意思 明 ス ル 制度 
せん も ん か な ら ゅ ん ちょ う 
(を) めぐ る 専門 必ず し も ーー な い 順 調 ナ ・ 
あく の う [ ば あい 
特に 品 死 場合 て を か ら 
か ん れん きき ろ ん ‘ の 3 は ん こう て こき 
関連 スル 議論 スル 脳波 人 工 呼 吸 スル 
と っ よこ は ず だ いさ ん し ゃ 
取り 付け る 横たわる 外す ; 第 三 者 
いふ 。 き み うち わ 
言い 切る 身内 割り 切る も し か し て 
み と へ いき ん じゅ みょう 
認め る ーー わけ に は いか な い 平均 寿 命 
ね ん ね ん の 5 げん じ つ つう ゆん 
々 伸び る 現実 = 通院 スル 
ね し ょ く ぶ ぷ ぶつ に ん げん ふ た ん か DR 
寝たきり 植 物 人 負担 スル 可能 性 
は ほん らい きい だ い げ ん と の ぞ 
果たし て 本 来 最大 限 = 取り 除く 
な げん ば げん じょう を りょう 
成す 場 現 1 多量 
きい と ん そい し ん し き えん めい ペ 
最新 (最新 ) 式 延命 スル ーー ば か りか 
こう れ か ん が 、 な お 
高齢 え 上 直す 
FF ee ーー bl 
る | いっ し ょ に 考え まし ょ う | 
1. 大 き な 病 気 や けが で 入院 し た こと が あり ます か 。 
2. 知っ て いる 人 が 人 院 し た こと が あり ます か 。 
3. 皆さん の 国 に ある 、 昔 か ら 使わ れ て いる 病気 の 治し 方 を 話し て くだ さい 。 
4. 昔 は な か っ た けれ ど 、 今 は よく 使わ れ て いる 病気 の 治し 方 の 例 を 挙げ て くだ さい 。 
5. 新しい 技術 を 使っ て 、 昔 は 治せ な か っ た 病気 が 今 は 治せ る よう に な り ま し た が 、 


その 結果 、 どん な こ と が 起こ っ て いる か 考え て く だ さい 。 
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一 日 で も 長生 き を と いう 願い を か な える こと を 目標 に 、 医 療 技 術 は 
目覚 し い 進歩 を 遂げ て きた 。 そ の 結果 、 昔 な ら 助 か ら な か っ た 人 が 、 新 
し い 器 具 や 技術 の 導入 の お か げ で 元気 に な る ケー ス る も 今 で は 少な く な 
い 。 し か し 、 そ うし た 医療 技術 の 進歩 が 私 た ち に も た らし た も の は 何 
だ うた の だ ろう が 。 

が ん を は じ め 、 先天 的 な 心臓 病 な ト ど 治療 が 難し い 病気 は 多い 。 その よ 

うな 重い 病気 を 治す 方 法 の 一 つが 、 他 人 か ら 心 臓 、 菅 臓 、 肝 臓 な ど を 提 
供し て も らい 遇 才 に 移植 する 、 い わ ゆ る 臓器 移植 の 手術 で ある 。 日 本 で 
も 数 年 前 に ドナ ー カ ー ド が 導入 きれ 、 大 き な 注 目 が 集まっ た 。 も し 、 自 

ぃ 分 に 万 一 の こと が あっ た ら 須 器 を 提供 する と 、 生 前 に 本 人 の 意思 を 表明 

し て お く 制 度 で ある 。 も っ と も 、 こ の 制度 を めぐ っ て は 、 腰 器 移 植 そ の 
も の に つい て 専門 家 の 間 で さえ も 様々 な 問題 が 取り 上 げ ら れ 、 必 ず し も 
順 調 に 普及 し て いる と いう わけ で は な い 。 特 に 、 臓 器 が 脳死 者 か ら 提 
供 き れる 場合 が 多い こと か ら に 関連 する 多く の 議論 が あり 、 簡 単 
に は 片付け られ な い 問 題 と なっ て いる 。 

脱 死 と は 、 脱 波 が 止ま り 、 人 工 呼 吸 に よっ て 心臓 だ けが 動い て いる 状 
態 を 呼ぶ 。 加 者 に 意識 は な く 、 身 体 中 に 器具 を 取り 付け られ 、 た だ ベッ 

に 横たわっ て いる だ け で ある 。 話し か け て も 返事 は も ちろ ん 、 全 く 反 
応 し な い 。 笑 うこ と も 泣く こと も 、 食 べ る こと も 飲む こと も し な い 。「 こ 

w れ で は 生き て いる と は 言え な い 。 器 具 を 外し て し まう べき だ 」 と 、 第 三 
者 な ら 言 い 切 れる の だ ろう が 、 身 内 の 立場 か ら す る と そう 簡単 に 割り 功 


標 療 導 臓 治 * 治 菅 肝 思 * 者 * 移 専 順 脳 
* 波 呼吸 身体 泣 * 外 * 内 * 割 
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る こと は で き な い 。「 も し か し て 」 と いう 思い で 、 な か な か 死 を 認め る わ 
け に は いか な い 。 

現在 、 医 療 技術 の 進歩 の お か げ で 、 平 均 寿 命 は 年 々 伸び る 傾向 に あ 
る 。 い つま で も 健康 で ある な ら 何 も 問題 は な い の だ が 、 現 実は どう な の 
だ ろう か 。 何ら か の 理由 で 通院 し な けれ ば な ら な い 人 、 寝 た きり の 人 、・ 


いき さん じゅ 2? 


きら に は 、 植 物 人 間 と 呼ば れる 状態 で 、 i 
人 。 自 分 の 身の回り に は そん な 人 は いな いと 、 自 分 は そん な 状態 
可能 性 は な いと 、 果 た し て どれ だ け の 人 が 言え る の か 。 

本 来 、 医 療 と は 、 加 者 の 昔 し み を 最大 限 取 り 除 く こと を 日 的 に 成 さ れ 
る べき も の で は な か っ た の だ ろう か 。 医療 現場 の 現状 を 見 る と 、 必 ず し ゅ 
も そう で は な いよ うだ 。 則 者 本 人 の 思い と は 別に 、 一 分 、 一 秒 で も 長生 
き さ せ る た め に 多量 の 楽 を 使い 、 最 新式 の 器具 の 助け を 借り 、 延 命 治療 
が 続け られ て いる 。 そ うし た 現状 が 、 患 者 ば か りか 周り の 人 た ち に 何 を 
も た ら す こと に な る の か 。 社会 の 高齢 化 が 進む 今 、 も う 一 度 考え 直す べ 
き 問 題 で ある 。 i's 


認 均 寿 * 命 伸 * 負 担 * 限 * 除 * 成 秒 量 延 
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【aJ| 答え まし ょ う 
次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 

何 を 目標 に 医療 技術 を 進歩 させ て きま し た か 。 

その 結果 、 ど うな り ま し た か 。 

重い 病気 を 治す 方 法 の - - つ と し て 、 ど ん な 方 法 が 開発 され まし た か 。 
その た め に 、 ど ん な 制度 が 作ら れ ま し た か 。 

この 制度 を めぐ っ て 、 特 に どん な 議論 が あり ます か 。 

脳死 と いう の は どん な 状態 の こと で すか 。 

平均 寿命 が 延び る の は 良い こと で すか 。 

医療 の 目的 と は 何だ と 言っ て いま すか 。 

現在 の 医療 で お か し いと 思う こと は 何で すか 。 

これ か ら の 医療 で 一 番 考 えら れ な けれ ば な ら な いと 思う こと は 何で すか 。 


oe ココ ひ の ウ の ょ の どい ー 


+ さ 
に 


4 使い まし ょ う 
[A 「 て を は じ め 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 医者 を は じ め 、 各 界 の 専門 家 か ら 様 々 な 意見 が 出さ きれ て いる 。 


1. 今度 の 計画 は 、 社 長 を は じ め 、 = 

2. その 劇 的 な 瞬間 は 、 テ レビ を は じ め 、 

3. 私 の 家 で は 、 父 を は じ め 、 の 

4. を は じ め 、 全 員 が 反対 し て いま す 。 

5. を は じ め 、 い ろ い ろ 有 名 な 所 へ 行き まし た 。 


「 を めぐ っ て 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 脳死 を めぐ っ て 、 様 々 な 意見 が 出さ れ た 。 


1. 昨日 の 会 議 で は 、 新 し い 計画 を めぐ っ て 、 8 
2. 臓器 移 丁 を めぐ っ て 、 8 

3. 父 の 残し た 上 地 を めぐ っ て 、 0 

4. を めぐ っ て 、 様 々 な 意見 が 出さ れ た 。 

5. を めぐ っ て 、 あ ちら こち ら で 会 議 が 開か れ た 。 


ICI 「~ こ と か ら 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : この 町 は 川 が 多い こと か ら 、「 水 の 町 」 と 呼ば れ て いる 。 


1. 最近 こと か ら 、 交 通 規則 が さら に 厳し く な っ た 。 
2. 最近 こと か ら 、 個 人 情報 の 管理 が 問題 と な っ て いる 。 
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こと か ら 、 仕 事 を 持た な い 人 が 増え た 。 
こと か ら 、 結 婚 式 の 日 を 五 月 に 決め た 。 
こと か ら 、 は 無理 だ と 判断 し た 。 


Py の 
委 
回 


D| 「 こ わけ に は いか な い 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 
例 : 人 の 心 の 問題 を 無視 する わけ に は いか な い 。 


1. 社長 だ か ら と いっ て 、 わけ に は いか な い 。 
2. いく ら お 酒 が 飲め な く て も 、 わけ に は いか な い 。 
3. 先生 に た の まれ た の だ か ら 、 わけ に は いか な い 。 
4. 母 に 知ら れ た ら 、 わけ に は いか な い 。 
5. 持っ て いる お 人 金 を 全部 使っ て わけ に は いか な い 。 
中 まとめ まし ょ う 
下線 に 言葉 を 入れ て 本 文 を まとめ て くだ さい 。 
医療 技術 の 進歩 は 目覚 し い 。 日 本 で も 数 年 前 た め に 、 が 
導入 きれ た 。 し か し 、 騰 器 が 場合 も 多く 、 様 々 な 問題 が ある 。 ま た 、 平 
均 寿命 は が 、 そ れ は 本 当 に 良い こと だ ろう か 。 本来 、 医 療 と は 、 
の に 、 患 者 本 人 の 思い と は 別に 、 _ が 続け られ て いる 。 それ が 、 


の か 、 も う 一 度 考 え 直 すべ き で ある 。 


eg | 話し まし ょ う 
第 24 課 を 読ん で ある 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか 。 
「 胡 生き すれ ば する は ほど 幸福 だ と 多く の 人 は 考え て いる よう で す が 、 人 違う と 思い 
ます 。 人 間 の 幸せ は 生き る 長 さ と は 関係 な いと 思い ます 。 長く て も 短く て も それ 
れ 意 味 が ある と 思い ます 。 人 間 は 自然 に 生ま れ 、 死 ぬ の が 一 番 い いと 思い ま 
す 」 


因 


治ら な い 病 筑 に か か っ た 患者 に 医者 は それ を 知ら せる べき だ と 思い ます か が 。 


回 


S 


ンス | 書き まし ょ う 
本 来 。 。 と は 、 で は な か っ た の だ ろう か 。 し か し 、 
_ を 見 る と 、 必 ず し も 

例 : 医療 は 愚者 の 苦しみ を 最大 限 取 り 除 く こ と だ 
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ー 本 来 、 医 療 と は 、 患 者 の 苦し み を 最大 限 取り 除く こと を 目的 に 成 き され る べき 
も の で は な か っ た の だ ろう か 。 し か し 、 医 療 現場 の 現状 を 見 る と 、 必 ず し も そ 
う で は な いよ うだ 。 


. 報道 は 事実 を 正確 に 伝えれ る た め の も の だ ーー 
. 教育 は 子供 の 可能 性 を 最大 限 に 育て る こと だ 一 
. 宗教 が 目指 す の は 人 間 が 安心 し て 平和 に 暮らせ る 世界 だ 一 


が の か 、 今 、 も う 一 度 考え 直す べき 問題 で あ 


る 。 


: 医療 現場 の 現状 / 患者 や 周り の 人 た ち に も た ら す も の / 社会 の 高齢 化 


っ 医療 現場 の 現状 が 患者 や 周り の 人 た ち に 何 を も た ら す の か 、 社会 の 高齢 化 が 
進む 今 、 も う 一 度 考え 直す べき 問題 で ある 。 

便利 で 豊か な 暮らし / 地球 環境 に 与え る 影響 / 環境 破壊 一 

子供 の 数 が 少な く な る こと / 将来 の 日 本 経済 に 与え る 影響 / 社会 の 高齢 化 
外国 語 を 勉強 する こと だ け / 国際 化 を 進め る 方 法 / 異 文化 と の 交流 が ます ます 
求め られ て いる ーー 
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倒産 スル 
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0 


注文 スル 


と 
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ご 
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ST 
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< 溢 を ご 
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で 
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Cz 
sd 


チン 
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に 
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し か し な が ら 


(失業 ) 
余暇 
ーー つつ ある 
き そ 
じ みち 
地道 ナ ・ ニ 


【 に いっ し ょ に 考え まし ょ う | 


ギー oo to 己 


Wn 


日 本 の 経済 に つい て 、 知 っ て いる こと は どん な こと で すか 。 
会 社 を 選ぶ と き 、 ど ん な 点 を 考え て 選び ます か 。 
皆さん の 国 で は 、 定 年 まで 働く 人 が 多い で すか 。 
皆さん の 国 が 、 こ れ か ら も 経済 発展 する た め に 間 題 だ と 思う こと は 何で すか 。 
経済 発展 を し た 国 が 果たす べき 役割 は 何だ と 思い ます か 。 


「 あ の 時 代 が お か し か っ た ん で す よ 」 お や じ さ ん が 、 品 を は さん だ 。 同 
僚 と 長く 続く 不景気 の 話 を 始め た と きのこ と だ 。「 作 りさ えす れ ば 何で も 
売れ た 時 代 が あっ た も ん だ か ら 、 届 子 に 乗り すぎ て 自分 の 本 当 の 次 を 見 
突っ て た ん だ よ 、 国 全体 が ね 」 商 社 を 途中 で 退職 し て 、 包 丁 を 撮る こと 
に し た と いう お や じ さ ん の 言葉 に は 、 次 第 に 熱 が 入っ て きた 。「 お や じき 
ん の 普 の 話 な ん か 開く の 、 初 め て だ な 」 い つも の 所 で 一 杯 や っ て いた 同 
僚 と 私 は 顔 を 見 合わ せ た 。 そ れ か らし ば らく 、 お や じき ん も 交え て 経済 
の 話 に な っ た 。 

戦後 わずか 四 十 年 ほど の 問 に 、 資 源 も 資本 も 持た な い 日 本 が 、 様 々 な 
困難 に 遭う た びに それ に 対応 、 克 服 し て 何 跡 的 な 経済 成長 を 送 げ た 。 そ 
れ ば か りか 、 二 度 に わた る 石油 危機 も 乗り 切り 、 有 数 の 経済 大 国 と し て 
世界 経済 に お お ける 重要 な 役割 を も 果たす よう に な っ た 。 国 を 挙げ て の 経 
済 発展 の か け 声 の 下 、 企 業 は どこ も 、 世 界 市 場 で 十分 な 競争 力 を 持つ 商 
品 の 開発 を 目指 し て 、 俊 秀 な 人 材 を 確保 し 、 幅 広い 技術 を 身 に 付け させ 
: る 。 と 同時 に 、 日 本 独特 の 終 身 雇用 制度 で 身分 を 保証 し 、 年 功 序列 に し 
た が っ て 雇用 者 を 昇進 きせ 、 給 与 を 上 げ る こと で 、 社 員 の 帰属 意識 を 強 
くし て きた 。 時 に は 久 易 摩擦 を 引き 起こ し た 国々 か ら 「 日 本 株 式 会 社 」 
と 冗談 交じり に 呼ば れる ほど に 、 企 業 は 国 と 一 体 と な っ て 業 績 を 伸ばし 
て きだ & 

»「『 仁 事 は 』」 っ て 聞か れる と 、 会 社 の 名 前 を 答え て た も の な 」 お や じ さ 


じゅ うき ょ うい ん 


ん の 顔 に 懐か し そう な 表情 が 浮か ん だ 。「 社 長 が 父親 役 で 、 従業 員 全員 


wn 


ご 


* 失 所 * 交 克 厨 跡 * 挙 下 * 優 秀 保 幅 * 終 雇 
功 列 賀 易 摩擦 績 従 
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の びる 


が 家族 」 そ う 語 る お や じ さ ん の 言葉 が 当時 の 状況 を よく 物語 っ て いる 。 
も っ と も 、 そ の 遂 の 事情 は 同僚 と 私 も 知ら な いわ け で は な い 。 

家 に いる 時 間 よ り も 会 社 に いる 時 間 の 方 が 長い 、 そ ん な 生活 の 繰り 返 
し の 時 代 だ っ た 。 今 振り 返っ て みれ ば 、 目先 の 利益 ば か り 追 っ て いた と 
言わ れる か も し れ な い が 、 そ れ で も ゃ 一生 懸 命 頑 張り 、 業 績 は どん どん 伸 
び た 。 し か し な が ら 、 利 益 に ば か り と ら わ れ て いる うち に 何 か を 見 失い 、 
ふと 気が付く と 、 残 っ た の は カネ と モノ だ け に し か 価値 を 見 い だ せ な い 
人 間 、 そ し て 、 ひ どい 公 寄 だ け だ っ た 。 その後 、 は か な い シ ャ ボン 玉 の 
よう な 存在 だ っ た バブ ル 景 気 の 崩壊 が き っ か け と な っ て 、 長 い 不 況 時 代 
へ 。 今 、 テ レビ や 新聞 紙上 で は 、 か つて な い 規 模 で 続く 倒産 、 リ スト ラ 
に よる 高い 失業 率 、 新 座 者 の 就職 難 と 、 毎 日 の よう に 深刻 な 状況 が 報道 
され て いる 。 

も っ と も 一 方 で は 、 残 業 に 取ら れ な く な っ た 時 間 や 週休 二 日 制 で で き 

休暇 を 利用 し て 、 ボ ラン ティ ア 活 動 や 生 洗 教 育 \ の クラ ス に 参加 する 余 
- 裕 を 持っ た 人 た ち も る 確実 に 増え て き て いる 。「 自 分 らし く 」 を キー ワー ド 
に 「 カ ネ と モノ か ら コ コロ に 日 を 向け る 時 代 」 へ 移り つつ ある と いう 。 
人 間 が 人 間 ら し く 生 きる た め に 、 長期 的 な 梓 野 に 立っ て 描 ら ぐ こ と の な 
い 社 会 の 基礎 を 築く こと の 大 切 き が 、 今 こそ 問わ れ て いる の か も し れ な 
い 。 

二度と あん な 時 代 は 来 な いよ 。 い や 、 来 て 欲し く な いね 。 嫌 だ よ 、 あ 
ん な 人 生 。 ハ イ 、 ビ ー ル ね 」 他 の 客 の 注 文 も 開き さながら 「 包 丁 持っ て ご 
十 五 年 。 皮肉 な 話 だ けど 、 人 金 は 無く て も 今 の 方 が ずっ と 地道 に 、 自 分 の 
力 で 生き て る よう な 気 が す る よ 」 お や じ さ ん は 言葉 を 続け た 。 


* 辺 値 月 * 倒 率 * 昌 涯 揺 基 礎 築 * 文 * 硫 * 無 
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の 


= 


ko 
ご 


m 


第 25 課 


答え まし ょ う 


次 の 質問 に 答え て くだ さい 。 


本 つの ト う 兄 


例 : 


店 の お や じ さ る ん は どん な 人 で すか 。 

戦後 四 十 年 の 間 に 日 本 の 経済 は ぴ び う な り ま し た か 。 

企業 は 、 何 を 目指 し て どん な 努力 を し まし た か 。 

「 終 身 以 用 」 や 「 年 功 序 列 」 と 呼ば れる 制度 は 、 ど ん な 結果 を も た らし まし た 
か 。 

「 日 本 株 式 会 社 」 と 呼ば れ た の は どう し て で すか 。 

日 本 経済 が 高度 成長 を 果たし た 結果 、 何 が 残っ た と 言っ て いま すか 。 

バブ ル 景 気 崩 壊 後 の 長 い 不 況 の 影響 で 、 ど ん な こと が 起こ っ て いま すか 。 
今 、 時 代 は どの よう に 移り つつ ある と 言っ て いま すか 。 

皆さん の 国 の 経済 は 今 ど ん な 状態 に あり ます か 。 

皆さん の 国 の これ か ら の 経済 発展 に と っ て 、 一 番 大 き な 問 題 は 何だ と 思い ます 
か 。 


使い まし ょ う 


稚 「 て さえ ーー ば 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


A: 会 社 を 経営 する の に 、-- 番 大 切な こと は , 
B: 優 衝 な 人 材 さ え ぇ 確保 で きれ ば 、 後 は 、 あま り 前 題 な いで す よ 。 


A: これ 、 だ れ に で も 簡単 に 使え ます か 。 

B: ええ 、 こ こ に 書い て ある 説明 きえ ば 、 

A: 日 本 の 大 学生 は どう し て 勉強 し な いん で すか 。 

B: さえ ば 、 後 は 卒業 で きる と 思っ て る ん で す よ 。 
A: まだ で き な い ん で すか 。 

B: ええ 、 後 は さえ ば 、 そ れ で 終わ り で す 。 

A: さえ ば 、 食 べら れる と 書い て ある ん で す が 。 

B: そう で す よ 。 お 湯 を 入れ て 、 三 分 間 待 て ば 食べ られ ます 。 

A: あな た は 頭 が いい ん だ か ら 、 後 は さえ ば 、 


9 


B: そう で すか 。 で も 日 本 の 大 学べ へ 人 人 る の は そん な に 簡単 じゃ な いで し ょ う 。 


帳 「~ た びに 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


1. 


2. 


日 本 経済 は その た びに これ を 乗り 切っ て きた 。 
あの 人 は クリ スマ ス の た びに 5 
あの 人 は 会 うた びに ら 
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3. 
4. 


5. 


例 : 


tr PP oO tJ = 


回 


例 : 


モー の つの tN = 


5. 


の びる 


本 屋 へ 行く た びに 6 
新しい 経験 を する た びに 
毎年 夏 が 来る た びに i 


「~ に お ける / ~ に お いて は 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


世界 経済 に お ける 日 本 の 役割 は 重要 に な っ て いる 。 


現代 に お ける マス コミ の 役割 は 

家庭 に お ける 母親 の 役割 は 。 。 

職場 に お ける 男性 の 立場 は が 、 家 庭 に お いて は 。 
日 本 の 企業 に お いて は が 大 き な 間 題 だ 。 

人 口 の 多い 都市 に お いて は が 問題 に な っ て いる 。 


「 一 の 下 で 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


国際 化 の か け 声 の 下 で 私 た ち は 頑 張っ た 。 


彼 は 十 五 歳 ま で 両親 の 下 で 6 
厳し い 先生 の 下 で 0 

新しい 社長 の 下 で 8 

経済 発展 の か け 声 の 下 で 、_ - 5 
周り の 人 々 の 暖か い 援 助 の 下 で 、 


「 一 つつ ある 」 と いう 言い 方 を 練習 し まし ょ う 。 


例 : 


(nm た ww tt 史 


経済 発展 に ば か り 日 を 向け る こと に よっ て 、 価 値 あ る も の を 見 失い つつ ある 。 


地球 の 自然 は に よっ て つつ ある 。 
日 本 の 屋 用 制度 は に よっ て つつ ある 。 
社会 の 上 下関 係 は に よっ て つつ ある 。 
平均 寿命 は (よら つつ ある 。 
親子 の 関係 は に よっ て つつ ある 。 
まとめ まし ょ う | 


下線 の と ころ に 言葉 を 入れ て くだ さい 。 


日 本 は 戦後 わずか 四 十 年 ほど の 間 に 、 。 し か し 、 うち に 
何 か を 見 失い 、 残 っ た の は 、 と だけ だ っ た 。 バ ブル 景気 の 
崩壊 後 は 。 も っ と も 方 で は 、 人 た ちゃ 増え て お り 、「 カ ネ 
と モノ か ら 」 へ 移り つつ ある と 言う 。 の 大 切 さ が 今 問わ れ 
て いる 。 
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癌 
NN) 
び 
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話し まし ょ う 
Al 第 25 課 を 読ん で 、 あ る 人 が 次 の よう に 言い まし た 。 ど う 思 いま すか が 。 

「 私 の 国 で は 定年 まで 一 つの 会 社 に いる 人 は 少な く 、 自 分 に 合わ な けれ ば どん ど 

ん 職場 を 変え ます 。 若 く て も 仕事 が で きれ ば 、 課 長 や 部 長 に な れ 、 日 本 の 会 社 の 

よう に 長く 勤め て いれ ば 、 力 が な く て も 上 司 に な れる と いう こと は あり ませ ん 」 


旧 | 今 一 番 話題 に な っ て いる 経済 問題 は 何で すか 。 そ れ に つい て 話し 合い まし ょ う 。 


| 書き まし ょ う | 
IA-1 と 言わ れる か も し れ な い が 、 そ れ で も 、 で % 
例 : 目先 の 利益 ば か り 追 っ て いた 
ー 目先 の 利益 ば か り 追 っ て いた と 言わ れる か も し れ な い が 、 そ れ で も 、-- 生 懸 
命 頑 張っ て 、 業 績 は どん どん 仲 び た 。 
1. 遊ん で ば か り い る くせ に ーー 
2. 最近 の 若者 は だ め だ 一 
3. 役に立た な ない 一 


軸 -2 うち に 、 。 ふと 気が付く と 、 (の ) は 


の 


目先 の 利益 に と ら わ れる / 残る / カネ と モノ だ け に 価値 を 見 い だ す 人 間 と ひど 
い 公害 

ー 日 先 の 利益 に と ら わ れ て いる うち に 、 何 か を 見 失っ て し まっ た 。 ふ と 気 が 付 
く と 、 残 っ た の は カネ と モノ だ け に 価値 を 見 い だ す 人 間 と ひど い 公 害 だ け だ っ 
の 

1. 仕事 に 夢中 に な る / 残業 し て いる / 私 一 

2. 子供 の こと ば か り 考 える / 私 の 人 生 / 子供 を 育て る こと 一 

3. 熱心 に アル バイ ト を する / 大 学生 活 の 思い 出 / アル バイ ト に 関係 の ある こと 


例 : 


ーー 
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索 


ー が た い [一 難い ] 22 

ー が わり 「 一 代わ り =] 17 

ー た と ころ で 16 

ー た ば か り 4 

ーー て だ た ま ら な い 4 

ー と いえ ば 8 

~ー と いっ て る も 6 

ーー と か 3 

ー と と も に 18 

ーー に お ける 25 

ーー にかけ て 10 

ーー に か ん する [一 に 関す る ] 21 
ーー に し た が っ て 15 

ー に た いす る [一 に 対す る ] 9. 
ー に つい て 9 

ー に つれ て 11 

ー に と っ て 12 

ーー に も か か わら ず 18 

ー に よっ て 11 

ーー に わた る 25 

ー の も と [の 下 ] 25 

ー よ り 3 

ー を あげ て [一 を 挙げ て ] 25 
ー を と お し て [一 を 通し て ] 20 
ー を は じ め 24 

ー を めぐ る 24 


CD 3 
DK 2 
NGO 21 
NPO 21 


あ 
あい [ 愛 ぇ ル ] 10 
あい か わら ず [相変わらず] 15 
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引 


あい し ょ う [相性 ] 17 
あい て [相手] 7 

アイ ディ ア 14 

あい よう [愛用 ぇ ル ヶ | 13 
あう [遭う ] 13 

あき [空き ( 缶 )] 4 
あき ら か [明らか ナ ・=] 15 
あき ら め る 12 

あき れる 4 

アク セス ぇ ル 11 

あく よう [悪用 ぇ x ャ ] 11 
あげ て [(- を ) 挙 げ て ] 25 
あけ る [空ける] 23 
あせ [ 汗 ] 14 

あせ る [焦る ] 16 
あたえ る [与える] 17 
あたかも 20 

あたため る 「 暖 め る | 18 


あ た ま に くる 「[ 頭 に くる ] 3 


あたり [辺り ] 19 
あたり まえ [当たり 前 ] 5 
あたる [当たる ] 16 
あちら こち ら 13 
あつ か い [扱い ] 15 
あつ か う [扱う ] 15 


あっ と いう ま に [あっ と いう 間 に ] 


あて は め る 「 当 て は め る 」 

あと 一 13 

あと に する [後に する ] 23 
アナ ウン ス ぇ x ル 7 

あふ れる 22 

アボ ポイ ント 16 

あま り [( 十 年 ) 余 り ] 19 

あゆ む [歩む ] 21 

あら 3 


17 


22 


索引 


あら か じ め 20 
あら そう [争う ] 14 
あら わす [現す ] 22 
あら わす [表す ] 9 
あら われ る [現れ る ] 
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きぐ [器具] 24 
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きじ [記事] 18 
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この あい だ [この間] 3 
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こ ば ん [小判] 1 
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さま ざま [様々 ナ -=] 17 し ほん [資本 ] 25 
さら に 14 じまい [( 開 か ず ) じ まい ] 9 
サラ リー マン 4 し まい に 13 
さん か [参加 ぇ ん ヶ ] 21 じみ [地味 +-=] 9 
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し あぁ わせ [幸せ +・=] 10 し ゃ た く [社宅 ] 16 
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し か く [視覚 ] 22 し ゅ うか ん [習慣 ] 18 
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じじ ょ う [事情 ] 23 じゅ うた い [渋滞 ぇ xv] 16 
し じん [詩人] 23 じゅ うた く [住宅 ] 19 
じしん (自分) 自身 | 20 し ゅ うだ ん [集団 ] 15 
し ぜん [自然 ] 14 じゅ うぶ ん [十分 ナ ・=] 16 
し ぜん か が く [自然 科学 ] 14 じゅ うほ ん ぼう [自由 春 放 +・=] 17 
し そう [思想 ] 11 し ゅ うま つ 【[ 週 末 ] 14 
し だ い [一 次 第 ] 21 じゅ う よ う [重要 +・=] 20 
し だ い に [次 第 に ] 25 し ゅ じゅ っ [手術 ぇ x] 24 
し た が っ て (~ に し た が っ て ) 15 し ゅ っ し ん [出身 ] 12 
し た が っ て 18 し ゅ っ せき [出席 ぇ | 16 
し た し い [親しい ] 12 し ゅ っ ちょ う [出張 ぇ ル ] 13 
し っ か り ( し っ か り ( と ) ぇ ヶ ) 15 し ゅ ふ 「 主 婦 ] 12 
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し ゅ み [趣味 ] 10 

じゅ ん か つゆ [潤滑 油 ] 16 
し ゅ ん か ん [瞬間 ] 19 
じゅ ん ちょ う [順調 +.=] 24 
じゅ ん び [準備 ぇ ヶ ] 17 
じょう [( 招 待 ) 状 ] 2 
じょう (地平線 ) 上 ] 22 
じょう 【[( 六 ) 晴 ] 2 

し ょ うがい [障害 ] 22 

し ょ うがい [生涯 ] 25 

し よう が な い 12 
じょう きょう [状況 ] 21 
じょう げ か ん けい [上 下関 係 ] 15 
じょう し [上司 ] 10 

し ょ うじ き [正直 +・=] 11 
し ょ うし ゃ [商社 ] 13 

し ょ うし ょ う [少々 ] 15 
し ょ うし ん [昇進 zx] 13 
じょう た い [状態 ] 21 
じょう だ ん [冗談 ] 3 

し ょ うと つ [衝突 zz] 22 
し ょ う ひ [消費 ぇ ヶ ] 21 

し ょ う ひ ん [商品 ] 21 
じょう ほう [情報 ] 11 

し ょ くぎ ょ う [職業 ] 17 
し ょ く ご [食後 ] 18 

し ょ く た だく [食卓 ] 18 

し ょ くば [職場 ] 19 


し ょ く ぶ つ に ん げん [植物 人 間 ] 24 


じょじょに [徐々 に ] 23 
し ょ た い め ん [初対面] 17 
し ょ る い [書類 ] 16 

し ら が [白髪 ] 12 


し ら ず し ら ず の うち に 【[ 知 ら ず 知ら ず の 


うち に ] 9 

し ら せ る [知らせ る] 2 

し りあ い [知り 合い ] 5 

し りあ う [知り 合う ] 5 
じ り つ [自立 ぇ x»] 18 

し ん けい し つ [神経 質 +・=] 17 


索引 


し ん けん [真剣 +・=] 22 
し ん ご う [信号 ] 16 

じん こう こき ゅ う [人 工 呼 吸 メ ル ] 
し ん こく [深刻 ょ ・=] 21 
じん ざい [人材] 25 

し ん し つ [寝室 ] 13 

じん し ゅ [人 種 ] 22 

し ん じ る | 信じる] 8 

じん せい [人生] 10 

し ん ぞう [心臓 ] 24 

じん ぞう [腎臓 ] 24 

し ん そつ [新卒 ] 25 

し ん ちょ う [慎重 +・=] 17 
し ん ば ぱい [心配 +] 4 

し ん ぼ ぽ [進歩 x ぇ x] 20 

シン ボル 18 

し ん らい [信頼 メル ] 8 

し ん りん [森林 ] 21 

し ん る い [親類 ] 12 

じん る い 【[ 人 類 ] 21 


す 
すい は ん き [炊飯 器 ] 13 
すう ね ん [数 年 ] 24 
す が た 「[ 姿 ] 18 

すぎ る [過ぎ る ] 2 
スケ ジュ ー ル 22 
スケ ッ チ ブッ ク 22 
すご い 3 

すご す [過ごす ] 10 
すす む [進む ] 11 

すす め る [勧め る ] 14 
すす め る [進め る ] 21 
すす る 16 

ずつ (で ずつ ) 21 
すっ か り 5 

ずっ と 2 

スト レス 13 

すなわち 20 

すべ て 7 
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24 


索引 


すま せる [済ませる] 16 
すむ [済む ] 16 
すれ ちがう [すれ 違う ] 22 


せ 

せい 22 

せい か く [性格] 17 

せい か く [正確 す ・=] 13 
せい か つよ うし き [生活 様式 ] 
せい き [世紀 ] 22 

せい けつ [清潔 +・=] 8 
せい し つ [性 質 ] 17 

せい し ょ う ね ん [青少年 ] 18 
せい じん し き [成人 式 ] 11 
せい し ん て き [精神 的 ナ ・=] 6 
せい ぜん [生前 ] 24 

せい ぞう [製造 ぇ xr] 21 
せい ちょ う [成長 ぇ ル ] 6 
せい ど [制度 ] 24 

せい ね ん [青年 ] 16 

せい ね ん が っ ぴ [生年 月 日 ] 11 
せい ふく [制服] 8 

せい べつ [性別] 22 

せき た て る [せき 立て る ] 13 
せき に ん [責任] 20 

せき ゆ [石油 ] 25 

セク ハラ 9 

せ だ い 【[( 三 ) 世 代 ] 12 
せっ か く 9 

せっ た い [接待 ぇ vx] 10 
せつ や く [節約 え ル | 21 
ぜひ [是非] 1 

セミ ナー 16 

せめ て 18 

せり ふ 9 

ぜん いん [全員] 25 
せん き ょ [選挙 xy] 8 

せん ご [戦後 ] 18 

せん こう は な び [線香 花火 ] 19 
せん じ つ 「[ 先 日 ] 10 


せん し ん こく [先進 国 ] 21 
ぜん ぜん ない [全然 な ぃ い ] 1 
せん そう [戦争 ] 12 
ぜん た い [全体 =] 15 

せん た くき [洗濯 機 ] 13 

せん て ん て まき [先天 的 +・=] 24 
せん ば ぱい [先輩] 12 

せん も ん [専門 ] 24 


そ 

ぞ ( 一 ぞ ) 13 
ぞう か 【[ 増 加 ぇ ヶ ] 18 
ぞう き [臓器 ] 24 
そう じき [掃除 機 ] 11 
そう ちょ う [早朝 ] 22 
そえ る [添える] 14 
ぞ く す る [属す る ] 15 
そこ [ 底 ] 23 

そこ で 18 

そそ ぐ [注ぐ ] 13 
そだて る [育て る ] 4 
そっ と 19 

その うえ [その 上 ] 15 
その た [その他] 10 
その も の 21 

そ ふ [祖父 ] 14 

そば [祖母 ] 12 

そま る [染まる ] 22 
それ ぞ れ = 12 
それ で も 3 

それ と も 19 

それ に 12 
それ に し て も 16 
そん ざい [存在 xr] 20 


た 

だ い [( 十 ) 代 ] 10 

だ い [第 (一 回 )] 21 
だ い 「[ 代 ] 14 

た いおう [対応 2x] 25 


た いけ ん [体験 え メル] 14 
た いこ く [大国] 25 

た いき さく [対策 ] 21 

だ いさ ん し ゃ [第 三 者 ] 24 
だ いじ [大 事 +・=] 16 

た いし ょ う [対象 ] 16 

た いし ょ う て き [対照 的 +・=] 17 
だ いじ ょ うぶ [大 丈夫 ] 2 
た いし ょ く [退職 メル ] 19 
た いす る [一 に 対す る ] 9 
た だ たい てい 10 

た い ど [態度] 15 

だ いと うり ょ う [大 統領 ] 8 
タイ プ 17 

た い へ ん [大変 +] 12 

た いよ う [太陽 ] 22 

だ いり [代理 ] 16 

た える [絶え る ] 22 

た か らく じ [宝くじ ] 16 ・ 
た くす [託す ] 23 

だ け に (一 だ け に ) 20 

た し か [確か +・=] 7 

た し か め る [確かめる] 13 
だ す 【[( 言 い ) 出 す ] 9 

た すか る [助かる ] 24 

た ず き さわ る [携わる ] 20 
た ず ね る [訪ねる] 12 
な だ 3$ 

だ だ し 。 15 

た ちあ が る [立ち上がる] 21 
た ちば [立場 ] 20 

た つっ [経つ ] 11 

た っ た ーー 10 

た て [ 縦 ] 15 

た て る [立て る ] 21 

た と える 1 

た に ん [他人 ] 11 

た ね [ 種 ] 14 

た の し み [楽し み +・=] 2 
た の し む [楽し む ] 6 
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た び ( 一 た び =) 25 
た び [ 旅 ぇ x] 5 


た び の は じ は か きす で て [ 旅 の 恥 は か き 捨 


て ] 15 


た ま ら な い (~ て た ま ら な い ) 4 


だ まり こむ [ 黙 り 込む ] 10 
た まる 16 

た めす [試す ] 13 

だ め + 4 

た よう [多様 +・=] 20 
た りょう [多量 ] 24 

た り る [足り る ] 3 

た ん じょう [誕生 z ル ] 21 
だ ん ぜ つ [断絶 ぇ ヶ ] 18 
だ ん た い [団体 ] 23 
だ ん だ ん 11 

た ん な る [単なる 一 ] 6 
だ ん らん [団らん ぇ ル ] 18 


ち 

ち [ 血 ] 14 

ちい [地位] 10 

チー ム 3 

ちか みち [近道 ] 17 
ちか ら 「[ 力 ] 12 
ちきゅう [地球 ] 14 

ち し き [知識 ] 12 

ち つ じ ょ [秩序 ] 15 
ちっ ぱ ぽ け +-= 14 

ち へ いせ ん [地平線] 22 
ちゃ づけ [茶漬け] 16 
ちゃ どう [茶道 ] 6 
ちゃ ん と ぇ rx 9 

ちゅ うし ょ く [昼食 ] 16 
ちゅ うし ん [中心] 18 
ちゅ う も く [注目 ぇ x] 24 
ちゅ う も ん [注文 x ぇ x] 25 
ちょ うか ん [朝刊 ] 16 
ちょ うき て き [長期 的 +・=] 
ちょ うさ [調査 え >x] 8 


25 


索引 


ちょ うし [調子] 13 
ちょ うし ょ く [朝食 ] 16 
ちょ うな ん [長男 ] 9 
ちょ っ と し た ーー 12 

ちり ょ う [治療 xz] 24 
ちん こん か | 鎮魂歌] 23 


つ 

つい て (一 に つい て ) 9 

つい て いく 23 

つい らく [ 隊 落 ぇ ル ] 13 
つう いん [通院 ぇ ヶ | 24 
つう きん [通勤 ぇ xy] 16 
つう じ る [通じ る ] 18 

つう し ん [通信 ぇ ヶ ] 11 

つき あう [付き合う] 10 
つぎ つぎ に [次 々 に ] 14 
つく 5 


て いね い [丁寧 +・=] 15 

て いね ん [定年] 13 

て いれ 「[ 手 入れ ぇ ル ] 12 
デー タ 8 

テー マ 22 

て お くれ [手遅れ] 21 

で き あ が る [出来 上 が る ] 15 
で き ご と [出来 事 ] 20 

て きせ つ [適切 +・=] 20 
で きる だ け 3 

デザ イン 9 

デジ タル 13 

て だ すけ [手助け ぇ ヶ ] 12 
て に いれ る [ 手 に 入れ る ] 11 
で も 1 

て ら 「[ 寺 ] 14 

て りつ ける [照り つけ る 22 
て を うつ [ 手 を 打つ ] 21 


つく りあ げ る [作り上げる] 15 
つく り だ す [作り出す ] 18 
つ ご う [都合 ] 21 


て を くわ える [ 手 を 加え る ] 20 
て ん [ 点 ] 20 

で ん か せい ひん [電化 製品 ] 13 
つた わる [伝わる ] 7 て ん きん [転勤 ぇ x] 3 

っ ち [ 土 ] 19 て ん けい て き [典型 的 +.=] 17 
つつ (一 つつ ) 19 て ん し ょ く [天職 ] 10 

つつ ある (一 つつ ある ) 25 で ん し レレ ンジ [電子 レン ジ ] 13 


つづ ける [続け る ] 4 

つなが る 21 

つま り 10 

つも り 7 

つれ だ す [連れ 出す ] 19 
っ れ て (~ に つれ て ) 11 


て 

て 【( 受 け ) 手 ] 20 

で あい [出会い ] 14 

で あう [出会う ] 14 

ディ ー ケ ー [DK] 2 
て い ぎ [定義 ぇ xy] 23 

て いき て き [定期 的 >・=] 21 
て いき ょ う [提供 zz] 14 


で ん と う [伝統 ] 6 


テン ポ 23 

と 

ど [( う 度 ] 10 
と いう の も 17 
と う [問う ] 21 
どう か 2 


どう ぐ [道具 ] 14 

と うさ ん [倒産 x ぇ x] 25 
と うじ [当時 ] 19 
どう し [一 同士] 20 
どう じ [同時 =] 8 
どう し て も (一 な い ) 9 
と うし ょ [投書 xy] 7 


と うじ ょ う [登場 ええ] 18 
どう し ょ く ぶ ぷ ぶつ [動植物] 14 
と う ぜ ん [当然] 18 

と うと う 9 

どう に ゅ う [導入 ぇ ル ] 24 
どう よう [童謡 ] 23 

どう りょう [同僚] 17 

どう ろ [道路 ] 16 

と お し て [一 を 通し て ] 20 
トー スト 16 

と お り [一 通り ] 17 

と お り が か り [通り が か り ] 19 
と お り が か る [通り が か る ] 19 
と か (て と か ) 3 

と きど まき [時々 ] 4 

と き に は [時 に は ] 12 

どく と く [独特 +] 25 

と くに [特に] 24 

と くべ つ [特別 +・=] 5 . 
どく りつ [独立 2 ぇ ル | 12 
と げ る [遂げ る ] 20 

と ころ (ところ) 12 

どこ ろか (どころ か) 13 
と ころ で (た と ころ で ) 16 
と ころ で 8 

と し [都市 ] 22 

と し て (一 と し て ) 11 

と し を と る [年 を 取る ] 12 
と し ん [都心] 16 

と ち [土地 ] 5 

と ちゅ う [途中 ] 4 
どちら に し て も 19 

と っ きゅう [特急 ] 7 

と つ ぜ ん [突然 =] 10 

と っ て (一 に と っ て ) 12 

と っ て か わる [取っ て 代わ る ] 20 
と て も (一 な い ) 18 

と どく [届く] 22 
ドナ ー カ ー ド 24 

と は いえ 20 


索引 


と ば す [飛ば す ] 23 
と ま ど う 10 

と まる [止ま る ] 5 

と む [富む ] 10 

と も な う [伴う ] 20 

と も に (一 と と も に ) 18 
と ら え る 21 

と ら わ れる 25 

と りあ げ る [取り上げる] 21 
と りか えす [取り 返す ] 18 
と りく む [取り 組む ] 21 

と り だ す [取り出す ] 22 

と りつ ける [取り 付け る ] 24 
と り の ぞ く 《 [取り 除く ] 24 
と り ひ き [取り 引き ぇ ル ] 15 
と り ま く [取り 巻く ] 21 
どり ょ く [努力 ええ] 5 

と ん で も な い 20 


どん どん 21 
どん な に 14 
な 


な い (家庭) 内] 18 

な いよ う [内 容 ] 20 

な お す [直す] 2 

な お す [治す ] 24 
な が いき 「 長 生き ぇ ヶ ] 24 
な が す [流す ] 14 

な か な か 15 

な か ま [仲間 ] 5 

な か み [中 身 ] 8 

な が め る [眺める] 19 

な か よく [仲良 く ] 19 

な が れる [流れる] 22 

な くす [亡くす ] 12 

な くす 18 

な げ か ける 投げ か ける ] 10 
な げき [嘆き ] 15 

な げ く < [嘆く ] 15 

な ご や か [和やか +・=] 18 


索引 


な す [成す ] 24 

な ぜ 17 

な つか し い [懐か し い ] 
な な いろ [七色 ] 23 
な に げ な い [何気ない ] 11 
な に ご と も [何事 も ] 17 

な に も か も [何もかも] 6 

な に より (も ) [何より (も )] 13 
な み [ 波 ] 22 

な み だ [ 涙 ] 23 

な や む [悩む ] 6 

な ら す [鳴ら す ] 16 

な ら べ る [並べ る ] 1 
な る ほど 6 

な れる [慣れ る ] 3 

な ん 【[( 就 職 ) 難 ] 25 

な ん だ か [何だ か ] 11 

な ん て (一 な ん て ) 3 

な ん で [何で 」 22 

な ん の 一 も [ 何 の ー も (一 な い )] 
な ん ら か の [何ら か の 一 ] 11 


14 


17 


に 

に が い [苦い ] 14 

に が て [苦手 +] 12 

に ぎる [握る] 25 

に こ に こ ぇ x ル 2 

に さん か た ん そ 【[ 二 酸化 炭素 ] 21 
に じ [時] 23 

に ち じ 上 日 時 ] 2 

に ち じ ょ う [日 常 ] 20 
ニッ コリ ぇ ん 19 

に ら め っ こ ぇ ル 13 
に る [似る] 11 

に わい じ り [ 庭 い じ り ] 
に ん き [人 気 ] 17 
に ん ず う [人 数 ] 11 


19 


ぬ 
ぬき と る [抜き 取る ] 23 
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ぬく [抜く ] 19 

ね 

ね が う [願う ] 23 

ね た きり [寝たきり ] 24 

ね つが は いる [ 熱 が 入る ] 25 
ね っ し ん [熱心 +:・=] 6 

ね ぼけ まな こ [寝ぼけ 眼 ] 22 
ね むい [眠い] 3 

ね むる [眠る ] 4 

ね ん こう じ ょ れ つ 「[ 年 功 序列] 25 
ね ん ね ん [年 々 ] 24 
ね ん れい [年 齢 〕 11 


の 

の うさ く ぶ つ [農作物 ] 21 
の うし 「[ 騰 死 ] 24 

の うそ ん [農村 ] 23 

の う は [脳波] 24 

の うみ ん [農民] 23 

の こす [残す ] 7 

の せる [乗せ る ] 7 

の ど 19 
の ば す [伸ばす ] 25 

の びる [伸び る ] 24 

の べ る [述べ る ] 15 

の りき る [乗り 切る ] 25 

ノロ ノロ うん て ん [ノロ ノロ 運転 ] 
の ん き ナ ・= 17 


は 

ば [ 場 ] 18 

ば あい [場合 ] 24 

パー ト 13 

ば い 【[ 倍 ] 16 

は いい ろ [灰色 ] 9 

は いき ガス [排気 が ガス] 21 
は か い [破壊 zx] 21 
は か な い 25 


ば か ば か し い 14 


ば か り ( 一 た ば か り ) 4 
ば か り 【[(15 分 ) ば か り ] 19 
ば か りか (一 ば か りか ) 24 
バケ ツ 19 

は じ め ( 一 を は じ め ) 24 

は じ め る [始め る ] 2 
は し ゃ ぐ 23 

ば し ょ [場所 ] 2 

は ず 13 

は ず す [外す ] 24 

パソ コン 3 

は た し て [果たし て ] 24 

は た す [果たす ] 18 

は た らき バチ [働きバチ] 10 
は っ きり (は っ きり (と ) ぇ ぇ ん) 17 
バッ クミ ラー 16 

は っ た つ [発達 x ぇ x] 20 
は っ て ん [発展 ぇ えッ] 20 

は で [派手 +・=] 9 : 
は な し か ける [話し か ける ] 12 
は な び [花火 ] 19 

は な れる [離れ る ] 7 

は ば ひろ い [幅広 い ] 25 
バブ ル け いき [バブ ル 景 気 ] 25 
は や る 18 

は ら ど けい [ 腹 時 計 ] 13 

ば ら ば ら + ナ ・= 18 

は ん [ 判 ] 9 

は ん えい [反映 え ル |] 17 

ば ん ぐみ [番組] 3 

は ん ざい [犯罪] 18 

は ん せい 「【 反 省 ぇ »] 18 

は ん だ ん [判断 ぇ x] 8 

は ん の う [反応 ぇ x] 14 
パン フレ ッ ト 12 

は ん ぶん [半分 ] 22 

は ん ろ ん 【[ 反 論 ぇ |] 17 


ひ 
ひ [ 陽 ] 19 
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ひか り [ 光 ] 22 

ひか りか が や くく [光り輝く] 23 
ひき お こす [引き 起こ す ] 21 
ひじ ょ う [非常 +・=] 15 
ひたい [ 額 | 1 

ひつ う [悲痛 +・=] 23 

ひっ こし [引っ 越し ぇ x] 10 
ひっ こす [引っ 越す ] 12 
ひっ こむ [引っ込む] 13 
ひつ よう [必要 +・=] 6 
ひど い 16 

ひと いき つく [一 和 島 つ く ] 16 
ひと し れず [人知れず] 23 
ひと と き [一 時 ] 12 

ひと めで [一目 で ] 17 

ひと や く [一 役 ] 22 

ひと り ぐ らし [一 人 暮らし ] 12 
ひ に く [皮肉 +] 25 

ひので [日の出] 22 
ひひ ょ う [批評 スル | 17 
ひま つぶ し [暇つぶし ] 6 
ひょう げん [表現 ぇ xy] 15 
ひょう し [表紙 ] 18 
ひょう じ 「[ 表 示 ぇ ル ] 13 
ひょう じょう [表情 ] 25 
ひょう めい [表明 ぇ ヶ ] 24 
ひょう めん [表面] 23 

ひら し ゃ いん 上 [ 平 社員 ] 15 
ビル 13 

ひろ が る [広がる] 21 
ピン ク 8 

ひん こん | 貸 困 ナ ・=」 23 


PA 

ふ あ ん [不安 +・=] 23 

ふう (一 ふう ナ ・=) 19 

ぶ か [部下] 16 

ふか め る [深め る ] 22 

ふき ちら す 【[ 吹 き 散 ら す ] 23 
ふき ゅ う [普及 ぇ ル ] 20 
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ふき ょ う [不況 ] 25 
ふく 19 
あふ くら ます 23 


ふけ いき [不景気 テ - =] 25 


ふし ぎ [不思議 + ょ =] 4 


ふた ん [負担 え ヶ ] 24 
ふだん [普段 |] 12 
ぶち ょ う [部 長 ] 8 


ぶっ か だ か 物価高] 16 


ぶっ きょう [仏教 14 
ぶつ ける 23 

ふと 25 

ぶ ぶ ん [部 分 ] 20 

ふ べ ん [不便 ナ -=] 13 


ふま ん [不満 + =] 10 


ふ め い [不明 +] 13 
ふ よ う [不要 +・=] 23 
ふり 15 


ふり か える [振り 返る ] 22 


ふる える [震える] 23 
ふる き と 14 


ふれ あう [触れ 合う ] 22 
ぶれ いこ う [無礼 講 ] 15 


フロ ン ガ ス 21 
ぶん か [文化 ] 6 
ぶん し ょ う [文章 ] 14 


ぶん る い [分 類 ぇ x] 17 


へ 
へ いき [平気 +・=] 17 


へ いき ん じゅ みょう [平均 寿命 ] 24 


へ いぼ ば ん [平凡 +・=] 
へ いわ やわ [平和 ] 14 
へ えっ 22 

べき (一 べき ) 18 

へ だ て る [隔て る ] 22 
べつ っ [ 別 -] 16 

べつ べつ [別々 =] 18 
へ ら す [減ら す ] 21 
ベラ ンダ 19 


10 


へ ん [( そ の ) 辺 ] 25 
へ ん 【[ 変 +] 5 

へ ん か [変化 zx] 10 
ベン チ 12 

べ ん り [便利 +・=] 1 


ほ 

ぽい 【[( 黒 っ ) ぽ い ] 9 
ぼう えき 【[ 質 易 ぇ ヶ ] 25 
ほう か い [崩壊 え ぇ x] 25 
ぼう さん [坊さん ] 14 
ほう ちょ う [包丁 ] 5 
ほう どう [報道 xx] 20 
ほう び 19 

ほう ほう [方法] 11 
ぼう り ょ く [ 友 力 ] 18 
ホー ムペ ー ジ 11 
ほか で も な い 21 
ぼ こ う [母校 ] 14 
ほこ る [誇る] 21 
ほし ょ う [保障 ぇ x»] 25 
ホッ と ぇ ル 12 
ほとん ど 10 

ほのぼの (ほのぼの (と ) ぇ ん ル ) 
ほぼ 13 

ボラ ンティア 12 

ほん だ な [本棚] 1 
ポン と 10 

ほん に ん [本 人 ] 24 
ほん らい [本 来 ] 24 


ま 

ま [(--) 間 ] 2 

ま ( ま っ ) [ 真 (っ 暗 ) ょ ] 22 
まあ まあ 10 

まい (一 まい ) 15 

まう [舞う] 23 

ま ご [ 孫 ] 12 

まき か 14 

まさ つ [摩擦 xr] 25 


18 


まじ える [交える] 25 
まじ め +・= 6 

まじ り 【[( 冗 談 ) 交 じ り ] 
マス コミ 20 

まず し い [貧し い ] 23 
ます ます 20 

マス メデ ィ ア 20 
また 1 

また は [又は] 11 
まち が う [間違う ] 7 
まち か ど 【 街 角 ] 10 
まっ た く [全く な い ] 11 
まで も な い ( 一 まで も な い ) 
ま ど り [間取り ] 11 

まな ざし 23 

まな ぶ [学ぶ ] 6 

ま に あ う [間に合う ] 16 
ま の あたり に する [目の当たり に する ] 
20 5 

ま び く [ 間 引く ] 23 

まま ("まま ) 10 

まみ れ 【( 汗 ) ま みれ ] 19 

ま も な い 【[( 休 む ) 間 も な い ] 22 
まる で 6 

まれ ナ ・= 19 

まわ り [周り ] 14 

ま を お く [ 問 を お く ] 20 

まん いち [万 一 ] 11 

まん いん [満員 ] 4 

マン ショ ン 2 


まん ぞ く [満足 +・ 


25 
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= ニー スル] 10 
み 

みい だ す [見 い だ す ] 25 
みう し な う [見 失う ] 25 
みう ち [ 身 内] 24 

みか ける [見 か ける ] 9 

み し ら ぬ [見 知ら ぬ ー] 20 
みず か ら [自ら ] 23 

み だ す 【[ 忠 す ] 15 
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みつ め る [見つめる] 
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19 


みとめ る [認める] 24 
み に つ ける [ 身 に 付け る ] 6 


み の ま わり [身の回り] 


みのる [実る ] 
み ぶ ん [身分 ] 


みらい [未来 


みん ぞ く [民族] 


む 


むか う [向かう ] 


こす る 1 


13 
23 
15 


み ま も る [見 守る ] 20 
みみ に する 【 政 【 


み も し ら ぬ [見 も 知ら ぬ ー] 


19 
11 
21 

14 


16 


な か える [迎え る ] 9 


むか し 【 菩 | 1 


むか ん し ん [無関心 +・=] 


むく 5 


15 


むけ る [向け る ] 21 


むし [無視 メル ] 


むし あぁ あつい [蒸し 暑い ] 7 


む じ ゃ き [無邪気 


むす こ [息子 ] 


むす び つ き [結び 付き ] 
むす び つ く [結び 付く ] 
10 


むす め 【[ 娘 ] 


8 
ナニ] 23 
9 
18 
18 


むち ゅ う [夢中 ] 4 


むね [ 胸 ] 20 
むら さき [ 紫 ] 


9 


むり [無理 +.=] 3 


め 


めい 【( 会 社 ) 名 ] 8 


めい し [名刺] 
めい ば ぼ 名簿] 
めい よ [名 誉 ] 
めい れい [命令 
め う え [日 上 ] 
メー カー 11 
めぐ み [恵み ] 


8 
11 
10 


z ル |] 7 


15 


21 


めぐ む [ 恵 む ] 21 

めぐ る (一 を めぐ る ) 24 

め さ き [目先] 25 

めざす [目指す ] 21 
めざまし い [目覚 し い ] 20 
めざめ る | 目 覚める ] 22 
めし た [目下 ] 15 
めずらし い [珍し い ] 9 

め に する [ 目 に する ] 7 

め に と まる [ 目 に 留まる ] 14 
め を と お す [日 を 通す ] 16 
め を むけ る [| 目 を 向け る ] 25 
めん ぜ い て ん [免税 店 ] 13 


も 

も うし こむ [申し 込む ] 12 
も うす ぐ 13 

も える [燃える] 10 

も く て き [目的 ] 11 

も く ひ ょ う [目標 | 24 
も じ 【 文 字 ] 14 

も し か し て 24 

も し か する と 6 

も じ ど お り 文字通り] 22 
も た ら す 21 

も ちろ ん 3 

も っ と も 18 

も と [( 一 の ) 下 ] 25 

も と め る [求め る ] 7 
も と も と 12 

も の 5 

も の 【[( 男 ) も の ] 9 

も の が た る [物語 る ] 25 
も の ご と [物事] 17 

も の の (一 も の の ) 11 
も め る 22 


や 
や く [( 父 親 ) 役 ] 25 
や くに た つ [役に立つ ] 1 


や くめ [役目 ] 19 

や くわ り [役割 ] 18 
や けど 19 

や さき しい [優しい ] 7 
や っ ぱり (一 や は り ) 3 


や ね [屋根 ] 23 

や む を えな い [や む を 得 な い ] 
や ら ( 一 や ら ) 10 

や り と り ぇ メル 11 


や わら か い [ 和 柔らかい ] 18 


ゆ 

ゆい いつ [唯一 ] 19 
ゆい ご ん [遺言 えん] 13 
ゆう ぐれ [夕暮れ] 19 
ゆう こう [友好] 22 
ゆう し ゅ う [優秀 +] 25 
ゆう じん [友人 ] 12 
ゆう すう [有数] 25 
ゆう すず み [夕涼み ] 19 
ゆう は ん [夕飯 ] 19 
ゆか た [浴衣 ] 19 

ゆず る [譲る ] 15 
ゆたか [豊か +・=] 10 
ゆっ た り ( ゆ っ た り ( と ) ぇ y) 19 
ゆとり 13 
ユニ ー ク ナ 12 
ゆめ [ 夢 ] 14 

ゆら ぐ [揺らぐ ] 25 
ゆる す [許す ] 11 


よ 

よう [( 女 の 子 ) 用 ] 9 

よう し ゃ な い [容赦 な い ] 22 
よう す [様子 | 8 

よう や く 19 

よ か [余暇 ] 25 

よく ば り [欲張り +・=] 22 
よこ 「[ 横 ] 8 

よ ご す [汚す ] 21 


よこ た わる [横たわる ] 24 
よそ も の [よそ者] 15 

よ ぞ ら [夜空 ] 14 

よっ て (一 に よっ て ) 11 

よ の な か [世の中 ] 16 
よほど 19 

よめ ゆう [余裕] 18 

より (一 より ) 3 

より ~ 17 

ら 

らく [ 楽 ナ ・=] 3 

らく て ん て き [楽天 的 ナ ・=] 17 


り 

リー ダー シッ プ 17 
りえ き [利益 ] 15 
りか い [理解 xy] 15 
リサ イク ル ぇ ル 21 
リス トラ ぇ ル 16 

り そ う [理想] 8 
りつ 【[( 失 業 ) 率 ] 25 
りっぱ [立派 +.=] 8 
リビン グル ー ム 18 
リボ ン 9 

り ゆ う [理由 ] 5 
りょう きん [料金] 7 
りょう て [両手 ] 23 
り ょ く [( 競 争 ) 力 ] 25 


る 
ルー ル 17 
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れ 

れい ぎ た だ し い [礼儀 正しい ] 4 
れい じ 「[ 零 時 ] 16 

れい せい [冷静 +・=] 17 

れい の 【[ 例 の 一 ] 17 

れき し [歴史] 20 

レポ ー ト 16 

れん そう [連想 ぇ x] 19 


ろ 

ろう じん [老人] 12 
ロー ン 16 

わ 


わが こ [ 我 が 子 ] 23 

わか す [沸か す ] 13 

わが まま +・= 17 

わか も の [若者 ] 12 

わき あがる [わき 上 が る ] 22 
わく [ 枠 ] 15 

わけ 9 

わけ で は な い ( 一 わけ で は な い ) 13 
わけ に は いか な い ( 一 わけ に は いか な い ) 
24 

わけ る [分 ける ] 14 

わずか +・= 17 

わ だ い [話題 ] 20 

わた る (に わた る ) 25 

わり きる [割り切る] 24 
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